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千葉大学

環境リモートセンシング研究センター

平成９（１９９７）年度年報

（通算３号）



はじめに

1972年にランドサット１号（旧名アーツ）が打ち上げられてから，ちょうど25年

になる。ランドサットは従来の地上での視点とは異なる，宇宙からの新しい視点，よ

り客観的な視点から，われわれの地球を発見する機会を与えてくれた。その後の人工

衛星技術，センサー技術，通信，情報処理技術の進歩は急であり，リモートセンシン

グは地球発見の時代から，地球システムの理解の時代へと進展しているといえる。環

境リモートセンシング研究センターは，旧映像隔測研究センターを基礎に，平成７年

４月に全国共同利用施設として千葉大学に設置された。当センターは３部門１連用部

で構成され，互いに連携してリモートセンシングによる「地球環境学」の発展に寄与

することを目的とし，重点課題として「衛星観測によるアジアにおける環境変動地域

のモニタリング」を推進するための研究体制を構築するようにしている。

平成９年度（センター長：浅井富雄教授）は設置後３年目に当たり，研究体制も整

い，また，国立大学付置研究所会議への加盟が認められている。研究活動も科学技術

庁の戦略的基礎研究推進事業に「衛星観測による植物生産量推定手法の開発」が採択

され（本研究課題は平成９年10月から15年３月まで継続する予定)，また，中核的研

究機関支援プログラム（COE）による国際シンポジウム「衛星データの大気補正とそ

の地球環境への応用｣，大学経費による国際シンポジウム「アジアの水文環境」を開

催するなど活発化している。

研究成果は論文51件，学会・研究会での発表117件にまとめられ，公表されている。

それら研究論文の標題，発表誌名を本年報に記載して明らかにした。

国際協力に関しては，いくつかの大学，研究所と学術交流協定を結び，交流を行う

とともに，中核的研究機関支援プログラム（COE）による外国人研究員（３名）や，

客員研究者，大学院在学の留学生も相当数にのぼる。また，外国の大学，研究所との

共同による現地調査（グランドトルース）を多数の国で行っている。

全国共同利用施設としての活動に，全国の大学，研究機関の研究者との共同研究の

推進がある。平成９年度には公募による６３件の共同研究を実施し，共同研究成果発

表会を開催して研究討議，情報交換を行うとともに，「Landcover/Asia｣，「GPS気象

学ワークショップ｣，「リモートセンシングに関する大気光学シンポジウム」などテー

マを絞った研究会を開催し，共同研究の充実を図っている。全国共同利用施設として

の，もう一つの機能に衛星データベースの整備がある。大学研究者が必要としている

衛星データをアーカイブし，研究活動を支援し得る機能を整備し，当該分野のネット

ワークの一つの核としての役割を果たすことによって，全国の研究者が有効利用でき



る体制づくりをすすめる必妥がある。平成９年度には，前年度に設備した衛星データ

受信システム，大容塗衛星データアーカイブシステムによるＮＯＡＡ/ＡＶHRR，ＮＯＡＡ

/TOVS，および，ＧＭＳデータの受信と補正処理，アーカイブなどの定常連用をすす

めるとともに，グローバルデータとしてＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲＧＡＣ全球データの処理も

行った。あわせて，衛星データ検索システムの開発を行い，衛星データベースの有効

利用を図っている。平成10年３月には中国の静止衛星ＦＹ－２（風雲２号）のデータの

受信設備を整備し，受信に成功している。

リモートセンシングは多重領域の科学であり，センサー・観測技術，情報処理，地

球環境科学など，多くの専門領域の学際的協力が必要となる。しかし，人数の限られ

た本センターにおいて，リモートセンシングの全ての研究分野を網羅するように研究

者をそろえ，また，研究を進めていくことは不可能である。本センターでは，得意分

野を「植生環境」として特徴を生かして，成果を上げてゆく方向を考えている。また，

不足する部分は共同研究によって補ってゆくようにし，リモートセンシングの研究拠

点としてセンターに寄せられる期待にこたえてゆくべく，センター教職員一同努ﾉJす

る所存である。関係各位のご理解とご支援をお願いするものである。

平成１０年１０月

千葉人学環境リモートセンシング研究センター長

安田嘉純
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[１］研究活動

■１．１センサ／大気放射研究部門

この研究部門では，現在の衛星データの精度を制限している最大の要因である「大気補正」

を理論・観測に基づいて研究している。センサ研究分野（竹内・久世）では，観測目的に適し

た物理量を有効に導出できる高精度地球観測センサの基礎および応用研究を行っている。また，

人気放射研究分野（高村・岡Ｈ１）では，放射理論と，雲や大気状態の観測データに基づく衛星

データの大気補箙手法の開発と，放射伝達の観点からの地球環境問題を扱っている。

1.1.1．衛星データからの大気エアロゾル導出法の研究

（竹内延夫，久世宏明，汝剣飛）

ＮＯＡＡデータにより，インドネシアの森林火災起源のエアロゾルを調べた。放射伝達の計

算には既存のMODTRANコードを使用する。エアロゾルの屈折率，粒径分布などの微視的パ

ラメータと光学的厚さを結び付ける手法を含めて研究を行っている。

1.1.2．ライダーデータを利用した大気補正の研究

（久世宏明，竹内延夫，美濃村満生）

大気補正データ取得ライダー装置（ＡDCL）による多波長のエアロゾル・プロファイルを利

用し，ＮＯＡＡ衛星飛来との同時観測により衛星データの大気補正について研究を進めている。

Richterによる２段階アルゴリズムにより周辺効果を考慮する。MODＴＲＡＮによる放射伝達

の計算を利用し，層状大気における多重散乱も考慮している。引き続いて，衛星データおよび，

ライダーによる接地境界層情報・水蒸気データを利用した蒸発散量の研究も行っていく予定で

ある。

1.1.3．多波長ライダーによる大気エアロゾルの精密計測

（久世宏明，竹内延夫，金城秀樹）

大気補正データ取得ライダー装置（ＡDCL）により，多波長のエアロゾル・プロファイルを

精密に測定する手段の開発を進めている。地上設置のサンフォトメータ，積分型ネフェロメー

タおよび小型ライダーのデータなどを活用する。ライダー・パラメータ（Ｓ１）の波長依存性

などを通じ，東アジア地域のエアロゾルの特性の解明へつなげる。

1.1.4．アジア地域の大気エアロゾルの物理的・光学的性質の解析

（竹内延夫，久'１｣(宏明，」も園哲に｡）

地上レベルのエアロゾルの特性を調べる研究の一環として，粒径により分級・補集するアン

ダーセン・サンプラーを採用し，粗大粒子と微小粒子の境いである直径２ミクロンで分別する

ために分別数を３段階に減らして，千葉，タイ，シンガポール，インドネシアなどでエアロゾ

ルの捕集を行い，イオンクロマト法および熱分析法などにより分析し，その解析を行った。こ
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れまでの研究の結果，千葉地域のエアロゾルは，自動車排気ガス起源の粒子，－１芝壌粒子，およ

び海塩粒子が主な成分をなすことが示唆されている。

1.1.5．ライダー連続観測による雲の特性解析

（竹内延夫，久世宏明，只石彰）

全自動で無人連続運転が可能なマイクロパルスライダー（つくば，タイに設置）から，雲底

高度及び出現率，見かけ上の雲の厚さ等の月別統計的性質を調べた。また，境界層高度が熱帯

と温帯では明らかに差があることをライダーデータから見出した。つくばにおけるゾンデデー

タとライダーデータの比較から，温度の鉛頂構造と雲の発生との関係を調べた。ＧＭＳ－５の衛

星画像から求めた雲の高度（雲頂）とライダーで求めた雲の高度との比較を行い，雲の生成消

滅過程につなげる方向で研究を行っている。今後，多波長ライダーのスキャナーを利用した雲

の３次元計測の研究も並行して進める予定である。

1.1.6．アジア地域におけるエアロゾルのライダーネットワーク観測

（竹内延夫，久世宏明，高村民雄，胡歓陵，邸金桓，梁鏡明，ＳＣ.Ｙo0,,Ｍ.Alarcon）

衛星データを組合わせてアジアエアロゾル分布を導出するために，アジア各地のライダーグ

ループが協力してエアロゾルの特性をライダーで測定することを計画し，千葉，合肥（中国)，

北京（中国)，香港，ソウル（韓国)，マニラ（フィリピン）の各地でエアロゾルのライダー観

測およびサンプリングを行い，データを交換した。

1.1.7．太陽を光源とする大気中のＮＯ２の観測

（竹内延夫，久枇宏明，藤雁群）

自然光を光源とする大気微量成分の光学的計測手法の研究として，１次元冷却ＣＣＤによる

測定系を開発した。これまでの通常の光電ｆ増倍管を利用した装置に比べ，多チャンネルの計

測を同時に行うことが可能となった。太陽を光源とするＮＯ２の計測のほか，月を光源とする

NO3観測への応用も検討する。

1.1.8．大気中の光伝搬の理論および実験的研究

（久世宏明，竹内延夫，ワヒニウ・ウィダダ）

リモートセンシングに重要となる大気中の光の伝播特性の研究を目的として，偏光を考慮し

た多重散乱のシミュレーションを行うとともに，He-Neレーザーの長光路伝搬を利用した消散

係数測定装置の開発を進めている。地ｌＬレベルでの直接観測が行えるので，竜なり関数の影響

により近距離の計測が難しいライダーによるデータと相補的な結果が得られる。人気ゆらぎ，

多重散乱計測への応用も視野に入れて研究を行っている。

1.1.9．差分吸収ライダーによるNOxの検出

（竹内延夫，久世宏明，周永海，鳥海良一｡，田井秀男"）、東京ガス

地上ベースのリモートセンシング手法による大気微最成分の２次元観測手法の開発を目的と
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している。そのために，チタンサファイアレーザーとＹＡＧレーザーの和周波および第２高調

波を利11)して，448,ｍ付近のI1i色髄域で最大30,Ｗ，266,ｍで５，Ｗの紫外光ｌＩＵＪを達成し

た。大気ul1のＮｑとＮＯの濃度分布を高濃度の発生しやすい冬季に剛ilIIし，朧祖同データ等

と比較して良い一致を｛\た。

1.1.10.微量気体の半導体レーザーによる検出法の開発

（久１１t宏明，竹内延夫，噌崎宏，岡沢理華）

地上大気成分の遠隔・検;l[測定のための光学的高感度検出を目的として，波長1.5匹、～２

ｌｕｍの近亦外半導体レーザーを光源に１１１いて，アセチレンおよびハロゲン化水素の高感度検

出実験を行っている。手法としては，半導体レーザーの励起屯流に変調をかけ，セル透過光を

ロックイン検I|Ｉする方式，およびファブリー・ペロー型光共振器を使用した超高感度方式を採

用している。

1.1.11．ファイバー・リングレーザーを用いた微量気体検出法の開発

（久ｌｌｔ宏Iﾘl，竹内延夫，水野一廟，近藤和弘）

ファイバーセンサによる地球大気成分の光学的高感度検出を目的として，通信帯域のＬ５

皿ｍの光部品を活川する。エルビウム・ドープのファイバー増幅器（EDFＡ）を１１１い，リング

レーザー配侭とする。全ファイバー型のリングレーザー中に気体セルを設け，レーザー光がリ

ングをＩＪＩ'百Ｉすることによる吸収の埆大を観測する。アセチレンを１１]いた実;lli実験を進めている。

1.1.12気象衛星「ひまわり」（ＧＭＳ）から得られる可視，赤外画像データを用いた雲量の経

時変化と放射収支の推定

（高村民雄，岡111格，荻野清文，田丸英樹，高薮縁.，井上豊志郎..）

・国立環境研究所，・・気象研究所

ＧＭＳ両像の熱亦外IIIIi像を用いた雲情報の抽出と，これから地表面放射収支を求めることが

目標である。ＧＭＳ－５からsplitwindowチャンネルが搭載され，巻雲の識別が可能となり，雲

の分類（分布，、i類奪）がより詳細となった。最終的に大気のｔ下端での放射収支自身を明ら

かにしようとするもので，現在，妻の認識過程がほぼ終了し，地衣でのフラックス評価のアル

ゴリズム開発を進めている。

1.1.13．エアロソル水蒸気等が衛星データに及ぼす効果を評価するための，連続的なエアロ

ソル観測の実施

（岡村民雄，金lⅡ真一）

エアロソル及び水樵父(が術)71データに与える効果を明らかにするためのﾉﾊﾞ礎盗料として，特

にエアロソルの定常観iilIとその解析を進めている。これは，Tilil)利発111梁ＩＪＩが打ち｣上げる次期

衛星ADEOSII拶'１mのセンサーGLIからエアロソルを求めるためのアルゴリズム|)M発が進行

しており，そのiimlAIil1iのためのA《礎資料でもある。一方，ＧＬＩシミュレーターであるＡＭＳＳを

111いた観illll（昨（1{皮）では，解析の結果，センサー感度の不十分さとＳ／Ｎの悠さのために，

海｣芒・陸域とも，エアロソルIll111Iは不可能な事が明らかとなり，今後器材の改修が提7丁された。
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1.1.14.水蒸気，雲水をリモートセンシング手法によって高精度に求めるためのアルゴリズム

の開発

（高村民雄，斉藤和也，滝本i;lll久，山本尉太）

大気Iljの水樵女(や墾水は人気環境を構成する重要な要素の一つであり，人文(人ilili環，放射収

支，水循環等に決定的な役;I;'1を果たす。この研究では，マイクロ波を111いて，まだ不十分な雲

水扇の商粘度な推定法を開発した。今後，さらにこれを衛星データから広範ljllに推定する方法

へと拡張するリドを進めている。また，水蒸気がマイクロ波域の衛星データの厩（合成開口レー

ダー等を利11]した標iI流|･ijlIなど）に与える影響を評価するための研究も推進中である。

■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1．衛星観測による植物生産母権宝手法の開発

（本多嘉明，梶原康irl，根本利弘）

今球での植物ﾉﾋ擁IU{を定砒的に把握することが物質循環解明（水，＿ﾕ鹸化炭素など)，地球

環境保全（炭素固定など)，食料問題解決などのために不可欠である。人蛾存続のキーワード

であり，衛星計ｉｌＩ１による植物生産戯の全球把握は緊急のテーマである。術jI1観測スケールと地

上検証スケール（奥地観illlサイト）の相違は，推定する物理１７tの粘度に111〔接彫稗する。高精度

定職化を図るためには，術埋観illllスケールに対応したサイト（４km×４km）内での植生・地表

状態等の均質ﾔ|:と女定性が必領条件である。的確な推定手法の確立には，サイトの適切な選択

と新たな実証手法の|)M苑（直接サンプリング手法の開発，飛翔体による広域１１．１j連検証手法の開

発等）が必要であり，これを中心として研究開発を行う。全球的な植物ﾉﾋ嫌１１の把握と，ｉＥ確

かつ定lIi的な評IilIiには，克服すべきいくつかの問題がある。広域化のために必要な衛星データ

から，直接的に'|：厳１１(を推定する手法は確立されておらず，実証的手法をljM発する必要がある。

これには，従来の手法にはない衛星による植生被覆状態の一次的な知見と物Bl11Iiとしての'１ﾐ産

最を関連づける新たなパラメータを開発する必要がある。本研究では，ｉｆ〔本械ﾉIliをモデルとし

て，これに適合する曳地観測サイトの定常及び集中連用を通して，術111からの広域的かつ高精

度定風化の図られた械物生産凧推定手法を開発する方針である。なお，／ＩＷｆ先テーマは科学技

術振興事業間「戦略的ﾙﾋﾞ礎研究事業」の支援を受けている。

１２．２ＮＯＡＡＡＶＨＲＲＧＡＣによるクラウドフリー全球データの作成

（本多潟明，Ｍ１;〔MhIj）

地-ｔ解像度４kmのＮＯＡＡＡＶＨＲＲＧＡＣデータが1982ｲﾄﾞからほぼ1997（'１に至るまでＡＲＧＡ

ＳＳおよび亜点灯[域研究「衛堕iiI･iI1I」のＡＶＨＲＲＧＡＣワーキンググループによって桜術され

いる。原データの総データlitは約５ＴＢに達しており，この膨大なデータは地球環境の十数イド

にわたる履歴である。水テーマでは，原データから数Ｈベースのコンポジットｌｌｌｌｉ像を作成する

ための以下の処E１１，１）ｌ((データに対しての雲識別処理２）ＧＣＰのF1nllIlllll13）ＧＣＰ自動マッ

チングにおける)ｉＩＩｉ度検祉４）ＧＣＰを用いた精密幾何補ｌＥ５）n-daysコンポエット処理の各処

理に対し統合・自動化を施し，ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲＧＡＣデータに対する,ﾄﾞｶﾞ(0;lliIi，Ｉ断糖度のクラ

ウドフリーコンポジットデータ自動処理アルゴリズムを実現することをl-1的としている。雲識
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別処理に関しては，データのカウント値に対しアルベド値に変換し太陽高度をＣＯＳ関数によ

り補正・しきい値処理する手法を開発している。高緯度地域の雪氷に覆われた地域を除くグロー

バルな領域に対しその手法の有効性が確認された。また簡易的であるため全体の処理システム

の処理速度向上にも十分寄与している。

またＧＣＰの自動抽出に関しては，撮像領域内におけるＧＣＰ候補点の自動選定，更にＧＣＰ

ライブラリを用いた自動ＧＣＰマッチングを実現することにより，従来人の手の介在したＧＣＰ

取得に対し完全な自動化に成功している。更にテンプレート画像と２値化原画の差分からもと

めたllili素数と海岸線の画素数の比をとる手法の開発により，像雲の影響によるミスマッチを未

然に防ぐことを可能にしている。最後のクラウドフリーのコンポジット処理に関しては，太陽

高度を考慮したＮDVIマキシマムコンポジット処理を開発することで，１０日間，３０日間など

のコンポジットによりクラウドフリー画像の作成を実現した。この膨大なデータからクラウド

フリーデータを作成することによって陸域植生，土地利用変化，エアロゾル，海表面温度など

様々な地球環境科学分野での利用が可能になる。そのためにクラウドフリーデータの自動生成

システムを構築した。

1.2.3．GloballmageNetworkの構築

（本多嘉明，梶原康司）

ＧＰＳカメラ画像の研究への利用を向上させるために，個々の研究機関や団体などが所有し

ている画像をインターネットを利用することで世界レベルでのデータ共有を可能にするような

ネットワークシステムの開発を行うことを目的としている。そして，このシステムをGlobal

lmageNetwork（ＧＩＮ）と名付けた。ＧＩＮはメタデータセンター，ローカルセンター，ＧＩＮ

ユーザーから構成されている。メタデータセンターは，画像のメタデータをデータベース化し

て管理し，ＧＰＳ画像データ検索用ホームページを公開する。ローカルセンターはＧＩＮに画像

登録している研究機関である。登録は提供される画像登録用ソフトを使用して行う。ＧＩＮユー

ザーはＷｅｂブラウザを用いてＧＩＮホームページにアクセスし欲しい画像を検索，ダウンロー

ドすることができる。ＧＩＮ開発はデータベース構築，構築したデータベースとＷＷＷサーバー

との接続，ホームページの作成を行い，他に平行して画像豊録システム部分や画像登録ソフト

の開発も行った。結果として，ＧＩＮへの画像の登録・データベースへの格納が自動化され，デー

タベース内のデータをＧＩＮホームページで検索，結果表示が可能となった。実際の構築内容

はＧＩＮホームページで見ることができる。（ＧＩＮホームページＵＲＬ：ｈｔｔｐ://gincnchiba-u・

ａＱｊｐ）

１．２４．ラジオコントロールヘリコプターを利用した現地観測手法の開発

（本多嘉明，梶原康司）

地球環境の把握は衛星による観測が必要不可欠である。しかし，衛星がもたらす情報を止確

に利用するためには，地上同期観測による精度の検証が必要になり，そのための地上同期観測

手法の確立が必要になる。地表面の構成物は３次工構造を持っていることと衛星観測の空間解

像度が低いことから，地上同期観測を行う場合，ある程度の視野を確保でき，さらに３次元構

造の上から観測できる高さから観測できることが要求される。一般的には「チェリーピッカー」

などの高所作業車などが観iIlIに用いられる。しかし,森林の中心の樹冠部や水面の観測ができ

ない。また，熱帯林など樹高が50ｍを越える場合，林縁でさえ観測することが困難である｡
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そこで，本研究ではラジオコントロールヘリコプターに同期観測に必要なセンサーを搭載し，

樹高50,超の樹冠部やセンサー校正に必要な水、部の観測を可能にした。システム構築時に

もっとも厳しい条件は搭載可能電量が７kg以下という制限であった。

1.2.5．ＢＲＤＦ測定装置の開発

（本多嘉明，梶原康司）

グランドトゥルースにおいて，より効率的に方向性反射率データの取得可能な観測システム

の開発を行っている。また，その開発したシステムをもちいて，実際の植生地域（主に草地）

の観測を行い，得られたデータより観測システムの評価と，その地域における方向性反射特性

の解析を行っている。さらに，その解析結果を用いて簡単なパラメータを用いたＢRDFの算

出を試み，分光反射率からバイオマスなどへの間接推定アルゴリズムとして組み込めるような

手法について検討している。開発された観測システムは，対象地域がフラットで均質である

地域に限定されるものの，従来のシステムでは不可能であった短時間での観測を可能にしてお

り，目的である太陽高度が変化しない間に異なる観測ジオメトリに関する観測を達成している。

このことによって，Sun-Target-Sensorジオメトリの影響を解析する上で，非常に有効なデー

タが得られるようになっている。ＢＲＤＦ算出アルゴリズムに関しては，レイヤーモデルを用い

た手法と対象物画像を用いた手法に関して検討されている。レイヤーモデルを用いた手法・対

象物画像を用いた手法のどちらも，精度という観点から見ると改良の余地はあると思われるが，

方向性反射特性を記述できる可能性を持っていると思われる。
、

1.2.6．多パンドセンサーのモザイク技術の開発

（本多嘉明，梶原康司）

多チャンネルセンサーのｇｅｉｎ設定のための取得前評価の検討，新たなる植生指数の開発，

また陸域観測利用可能範囲を評価することでADEOS/ＯＣＴＳの有効利用を目的とした。放射

伝達コードＭＯＤＴＲＡＮ３で衛星到達輝度をシミュレーションし，衛星取得時のデータ状態を

評価した。また一方，実際のADEOS/OCTSのデータでのデータ状態の評価した。従来用い

られているバンドでの指数の計算，並びに他のバンドを用いた計算を行っている。結論では，

研究で行ったいずれの指数も植生指数計算には有効であり，今後妻除去等の処理を行えばさら

に有効な指数が計算できることが解った。全球での画像処理並びに，ナチュラル画像作成を行っ

ている。その結論として，雲除去を行えば，高緯度を除いた全球の陸域に関しての観測が行え

ることが解った。また，作成された'1t界初の700ｍ解像度の陸域今球画像は，そのデータの処

理，解析の処理量の推定ができ，ここ数年の内に運用される同程度の空間解像度の多チャンネ

ルセンサーの処理施設・アルゴリズムの構築に大いに役立てることができる。

1.2.7．大陸規模土地被覆モニタリングに関する研究

（建石陸太郎，黄少博，温成剛，壬長耀，陳秀万，徐侃）

全アジアおよびオセアニアの30秒グリッド土地被覆データを作成することを目標としてい

る。1992年のグローバル４８km，10-ｄａｙｃｏｍｐｏｓｉｔｅＡＶＨＲＲデータを用いて中国全域の土地

被覆図および植生変動図を作成する研究を行った。地表面温度とＮＤＶＩを併用して植生の季節

変動を調べる方法を検討した。また，大陸規模のマッピングの基本図となるDigitalChartof
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theWorld（ＤＣＷ）の精度評価を行った。

1.2.8．土地被覆変化抽出のための時系列ＡＶＨＲＲデータの補正に関する研究

（建石陸太郎，松岡真如，朴錘本）

時系列ＡＶHRRデータは，地表面変化以外に太陽犬頂角，走査角，太陽センサ方位角，サ

ンプリング，大気状態，センサの感度などの要因により変化する。これらの要因を除去するた

めの研究を行った。統計経済学の時系列解析の手法を適用する方法と時系列プロファイルを植

生季節変動に合うように修正する方法の２つを試みた。

1.2.9．植被率の推定に関する研究

（建石隆太郎，石山隆，ツエレンフー・プレブドルジュ）

ＡＶHRRデータから植生被覆率を推定する研究を行った。NormalizedDifferenceVegeta‐

tionlndex（ＮDVI)，SoilAdjustedVegetationlndex（ＳＡＶＩ)，TransformedSoilAdjusted

Vegetationlndex（TSAVI）の複数の植生指標の有効性を検討した。室内実験と野外実験を

行った。ＡＶHRRデータからモンゴル全域の植被率図を作成した。これはＮＤＶＩとＴＳＡＶＩと

の併用により植生被覆率を推定したものである。

1.2.10．リモートセンシング・ＧＩＳによる地域の環境変化の解析

（建石陵太郎，ケトット・ウィカンティカ）

地域的な様々な地表の環境変化をリモートセンシングおよびＧＩＳにより把握し，その実態

を明らかにする研究である。インドネシア，バンドンの土地利用変化の把握を目的としている。

この地域では最近数年，都市域の拡大が進んでいる。1990年から1995年のLandsatTMデー

タ，ＳＰＯＴデータ，航空写真，地図を資料とし，’２地利用，標高，水域，交通網のデータを作

成し，-k地利用変化を解析した。

1.2.11．ＡＶＨＲＲデータによる積雪域の抽出に関する研究

（建石峰太郎，鈴木努）

ＮＯＡＡ/ＮＡＳＡＰａｔｈｆｉｎｄｅｒＡＶＨＲＲＬａｎｄＤａｔａＳｅｔのｄａｉｌｙＡＶＨＲＲデータとNational

SnowandlceDataCenterの日別積雪深データとを利用し，アジア全域の積雪域を'11Ｆ系列的

に求め，積雪域データセットを作成することを目的とした研究を行った。アラル海と含む地域

およびバイカル湖を含む地域の２カ所においてＡＶＨＲＲのチャネル１，３，４と積雪域，無雪

域，雲の３種類を分類し，dailyの時系列データから雲域の下が積雪域であるか無害域である

かの推定を行う方法を開発したｃ結果としてdailyの積雪分布図を作成した。

1.2.12カラー写真像を形成しているアゾメチン型色素の光化学的・電気化学的挙動（継続）

（三輪卓可，池田点）

カラー写真像の変退色機構を解明する事を目的として，アゾメチン型色素の溶液について光

化学的検討，電気化学的検討を行い，稗々な有用な結果を得て来た。今ｲl晶度も昨年度と|可様に
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実験室の大幅縮小等の事情で，これまで得られた結果の総合的検討を行う事に留まった。

1.213.光切断法による手の立体形状計測

（三輪卓司，大淵一彦.，池田卓，児島麻子）〃工学部情報Ｌ学科助教授

手など様に圧力等により形状が変化しやすい対象の実際の形状は，接触法によっては計測は

困難である。この研究は，物体を握っている状態の手の実際の形状を計測する為に，光切断法

に基づいた計測系を作製し，物を握っている実際の手の形状を高精度（１ｍｍ以卜）短時間に取

得し，握り具合と形状の関係を明確にする事を目的にする。従来，光切断法は多くの形状計測

に利用されて来たが，多くの場合対象物と計測器の距離によって精度が変化する計測系が用い

られて来た。この研究では，以下の様な計測系と処理法により高精度な迅速計測系を作製した。

対象物体は固定し，光切断系と撮像系を，高精度，可変速度で対象物に対して移動するステー

ジ上に固定し，位置に依存しない計iM系を作製した。光切断面は，枠に固定した３個の半導体

レーザと円筒レンズを使用し，３個の光が同一平面を構成する様に調整して作製し，幅２ｍｍの

切断面を得た。これと鉛直の方向から撮像した画像から，撮像光軸側のエッジのみを抽出する

処理により0.5mm程度の精度の切断画像を得た。各距離の切断画像を，対象物上の代表点を基

準として位置補正を実施して重ね合わせて正確な等距離画像を作製し，１ｍｍ以下の精度の実際

の手の形状計測を実現した。この研究の計測系は試験的な物で，ほぼ当初の目標を達成したが，

撮像系とデータ処理計算機の高精度，高能力化により，更に短時間，高精度の計測が容易に出

来る事を確認した。また，球を用いた精度確認のみでなく，異なる形状の瓶を持った手の形状

計測を行い，瓶の形と手の形状の関係，握り具合の関係を明確にした。

1.2.14.着枝葉の分光反射スペクトル測定ユニットの試作

（三輪卓司，池田卓）

樹木葉の高精度なグランドト３ルースデータを取得する為に，水がある現地で着枝状態の葉

に対して年間を通して定期的に観測する為のユニットを試作し，良好な結果を得た。このユニッ

トでは，再現性のある高精度の反射スペクトルを取得する為に，直流安定化電源でタングステ

ンハロゲンランプ２個を点灯し，葉を２枚の金属板に挟んで平面性を確保，葉より後ろ側にあ

る物体の影響を避ける為に，暗黒空間とした。また，綿密な予備実験により，葉に測定による

損傷を全く起こさず，良好なスペクトルが得られる条件に設定，使用した。この装置は，基本

的には昨年度製作し，樹木葉の反射スペクトルを測定したが，草本植物葉に適用する為に更に

改良を加え，トウモロコシ，ダイズの着草状態の葉の良好な反射スペクトルを取得した。

1.2.15.樹木葉の分光反射・透過スペクトルに対する実験的検討（継続）

（三輪卓司，高村寛.）・日本大学文理学部化学科学生

千葉地方の代表的な常緑広葉樹６種，落葉広葉樹６種の葉をⅡに１度程度の頻度で定期的に

採取し，葉の含水率，葉の表と裏の反射スペクトル，葉の表から裏への透過スペクトルを測定

した。葉の含水率は，採取直後と８０βＣで２日間以止乾燥後の重量差から求めた。拡散反射・

透過スペクトルは，分光光度計：Ｌａｍｂｄａｌ９に150mmｄの取り付けて取得した。得られた多数

の系統的データより，１）葉のスペクトルの特徴，経時変化，２）葉の反射・透過スペクトル

と含水率の相関関係等を詳細に検討した。紙面の都合上，スペクトルの特徴，経時変化の概略
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は省略する。葉の含水斗《は，1450,ｍより長波長側の反射率とは無机ljU的，負I11UQ的，派相関

的な場合，史にはIliNllMl的喫索と負相関的要素が混在する場合などがあり，非常に複雑なIjU係

を示した。透過卒は，含水率と明瞭な正相関関係を示した。また，反射・透過率は，葉の成長

段階等には関係なく，樹祁毎に|古|有のブロックを形成する。これらの緋１１４から含水率は，葉の

反射・透過率を決める第１１人ｌｆでなく，葉の厚さ，組織の密度，成分澱皮聯が第１因子であり，

含水率は第２又は３１人|ｒと推察された。

1.2.16.半自然性草本群落の形成・維持に関わる光要因の意義

（三輪IIiKd，人fY’１．i彦.）・理学部生物学科講師

半自然ﾔＭ〔本MY藩として，農村地域における代表的放棄畑群落を対象にした。定常的な人為

[[から解放された放棄畑群落を構成する種組成は，地域内の群落'111で向い類似ﾔｌｉがある事が知

られている。この顛似ﾔ|;は，土壌中の種子の種組成と放棄畑特有の立地条件によって生育可能

種が選別される!｝iによるが，その群落構成の決定に，光要因がどの様な関わりを持つかを明ら

かにする。今１，１は，耕す際にｔを締にかけて，可能な限り根を除去し，遮光度の異なるネット

を施し，日射lUtをiljIl御した。これが，形成される群落の構成種や構造，その季節変化に及ぼす

影響を調べた。ｉ川定は，現在も継続中であるが，興味ある結果が得られつつある。この様な最

も基礎的な知識は，リモートセンシングで容易に推定可能と考えられる１１肘htから，生育して

いる草本柄物IWiの挑疋の１Ｊ能性に対する知識を提供する。

1.2.17.草本植物葉のスペクトルについての実験的考察；水ストレスを与えたトウモロコシ，

ダイズ葉の反射率と生理物理量の関係

（三輪'十i可，Ｉ：ｉｉｉ端.，Ｌ|｣１１１敬一郎｡）・園芸学部助教授，教授

リモートセンシングで通常測定される反射スペクトルが植物のどの様な特徴に対応している

のかを改めて検I;ｉし，有効なグランドト３ルースデータを取得・収集法のIIj検!;lと薙礎データ

の収集を目的として，草本植物の反射スペクトルと並行して極々のりｉ理的物理li(を測定し，相

関関係を調べる研究に満了した．今回は，種々の度合いに水ストレスを与えたトウモロコシ，

ダイスの葉の反射スペクトルと並行して種々の物理量を測定した．反射ｷ!と煎々の物理量との

相関関係を詳細にiiMIべた結果，葉の反射率は，葉の含水率等よりも葉の父(孔コンダクタンス，

水ポテンシャル群と良い相関関係を示す事が判明した．これより葉の1450,ｍより反波長域の

近赤外域反射率は，葉の瀧散能力，呼吸能力等と密接に関連すると推察された．これらの結果

は非常に興味のある結果で有る為に，1998年度にも類似の実験を系統的に実施する予定であ

る。

■１．３データベース研究部門

1.3.1．森林における水文循環に関する研究

（新藤ＩＭＩ犬）

地質地形愛IAS１，１Ｗ|ﾐﾉli態奨|ﾉﾘ，人為的要因などを考慮した森林水又環境の｣沖１Ｋ的特性，およ

びそれらの変化機柵を追跡している。検証実験のためのフィールドとして以卜゛の３地域を対象
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としている。

１）東京腿I:人`､』ん波､:地利111実験実習施設参与研究員として同施設を利川し，森林水文の蕊

本に関する研究を続けている。

２）東京大学愛知iiii料林（赤津，犬111）内の異なる地質地形の２流域を対象として，比較水

又に|則する研究を続けている。

３）愛知県束Ⅱ11戊川l小|Ｂｉ付に設置した試験流域での研究を続けている。ここでは１１１地伐採前，

伐採iI1I後，IilIi林後の流域流１１１の変化を追跡している。

1.32．乾燥地における水文循環に関する研究

（新藤ＩＮＩ夫）

アラビア半｣;３，束アフリカ，などの熱帯～亜熱帯乾燥地域，およびiljlIilIHi部などの温帯～ｌＩＩｉ

寒帯乾燥地域での研究を続けている。これまでの研究対象地は以下のとおりである。

１）これまでにイエメン（４Iu1)，エジプト（１回)，タンザニア（51,1)，ＵＡＥ（４回）に

おいて乾地の水又調査を行ってきた。（エジプト，イエメンはＪＩＣＡプロジェクトによる。タ

ンザニア，ＵＡＥは文部省海外学術研究による）

２）［|】国科学院jWrI1IIl砂漠ＬＩｉ態・地理研究)j}Tのサポートを得て，犬11Ⅱ１１脈北麓「Iil限荒漠生態

研究所」を拠点としてＩｉ１康河流域に水文観測施設を設置し，現在観測中。（又邪省創造開発研

究による）

３）中[､科学院ｲi家ｲ|;lkL業現代化研究所，中国科学院水問題ｌｉｌ１先ｌｌＩ心，ｌｌＩｌＫＩ科`､jと院太行111/ﾄﾐ

態研究所と此lIilし，人Ｉ１ＩＩ活動によって荒廃化した流域での森林水又特性綱査，また雨水利１Ｍに

よる修復の叩能ﾔ'1を探る為の研究をスタートさせた。（文部省iiII造開発研究による）

４）平成10ｲ'１匹より脇収入学乾燥地研究センターとの共同研究をスタートさせた．Ｌ兇在ま

でに砂丘地での水文観illll施設の設置を完了した。砂漠地域（砂{T:地域）の水文iiii環の機構につ

いて，ここを模範フィールドとして明らかにすることを'二l的としている。

1.3.3．CEReS受信のNOAA/AVＨＲＲおよびＧＭＳによる華北平原の乾湿分布のモニタリング

（近藤昭彦）

広域の地衣IIIiの乾搬分Ｉｊを求めることは水文学的には水収支の推定，特に乾燥による窯発散

量の抑制の効果のモデルへの取り込み，気象学的には大気循環モデルへの人皿といった電要

な意味がある．現在，鮫も実１１]的なリモートセンサーは可視・赤外のセンサーであり，CEReS

において画像を受(舟しているＮＯＡＡおよびＧＭＳに搭救されている。IlIIlJ，llY｣上､Iillj(はこれ

らのデータの受|（[１能範ljN内にあり，地球環境問題のメインストリームである食料,}，人、問題

において第一級のＪ１典ﾔ|【を持つ地域である。そこで，ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲとＧＭＳ/VISSRを11]い

て華｣上型lf11iiの乾湿分njのilli定を試みた。方法は，ＡＶＨＲＲにおいては'１/[ﾉ|{}Fi槻と輝度温度の散

ｲij図における散ｲijの傾きを花ﾊ１１の指標とする方法，およびVISSRにおいては地力ｌ１ｌｉの'｢前８

時と１０時のlrll(皮Ⅲ,{皮のｹILilM率を指標とする刀法の二つである。’１１じl-lについて．､つの方法に

よる乾湿分ｲijを比べると，ｌ１ｌｊ肴はよく一致することが明らかとなった。上川|;，CERcSで受(高

されたすべての''1'i火ⅡのＩｌＩｌｉ像についてデータセットを作成している。今後，成采の物BI1性およ

び季節性の検OilをｉｊうＰ定である。
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1.3.4．可視・近赤外（ＶＮ１Ｒ）センサーによる植生・水文状態量，フラックスの抽出に関す

る研究

（近縢Ⅱ({彦，池lllIli-）

実111術)71であるランドサットやＳＰＯＴに搭栽されている可視・近亦外（ＶＮＩＲ)センサーは

今後も継続して槻iIlllが行われ，新しい実用化衛星の管場によってiﾄﾞli分解能化も進行する予定に

なっており，ＶＮＩＲセンサーの環境愉報ill11Hの可能性を今後も追求していく必典がある。CEReS

で収集しているLANDSAT/ＴＭを用いた解析によると，草地におけるｌＷＩｉ指標と無発散Iｉｔの

間には極めて良好なBLI係があることが確かめられている(近藤，1998投稿111)。さらに，水田

においては可視・近亦外の分光反射輝度の経時変化にストレス等のhMi状態１１tにljLIするシグナ

ルが含まれている１１能性も見}})している（樋口・近藤，1998,印刷[|j)。これらの関係をさら

に詳しく確認するために筑波地域の森林に観測タワーを設置し（二上水研究)ﾘT，埼－Ｋ人学，群馬

大学との』し同研究)，1997年８月よりフラックスの観ｉＭを開始した（1996ｲ|:度導人の人気状態

量測定装慨を便111)。’01時にSPOT/ＸＳの画像を可能な限り受信し（ＮＡＳＤＡ/ＡＤＥＯＳ検;1[実

験)，可視・近赤外の分光反射輝度の時系列データから水文情報をhllllＩする（1998年度まで)。

１．３５．土地利用・土地被覆変化が水文環境に及ぼす影響

（近藤１V{彦，アグンブディハルト，西山潤）

術IＴｌデータから１１j｛られる肢も璽斐な情報は土地利用・-|芝地被概(LUC）の変化である。環境

リモートセンシングにおいては術吊から得られる情報と環境科学の諸分野の手法を組み合わせ

て，ＬＵＣの変化が(''1にどのような影僻を及ぼしたのか，という点をIﾘＩらかにしなければなら

ない。このようなiiM点から千葉ilj那川流域とインドネシア，Ｃｉｌｉｗｕｎｇ１１|流域においてＬＵＣの

変化をEljlMlll地|叉|，術)11データからデジタル化して明らかにし，水収支の変化のIil算を行った。

どちらの流域も部Ilj化の進行に伴い，蒸発散最の減少が計算で求められた。祁川では地下水流

動モデルもl0jlll$に適川され，ＬＵＣの変化に伴う地下水流動系の応容がシミュレートされた。

Ciliwung1llでは邪Ilj化に伴う流出品の端加傾向がデータから認められており，蒸発散モデル

と組み合わせることによって詳細な水収支の変化が明らかとなった。次ｲ1i度は，蒸発散モデル,

地I'1水流IMIモデルに流１１１モデルをリンクさせ，総合的な流域水循環モデルを柵築するとともに,

衛昆データを雰易に組み込むことができるモジュールを追加することによって，衛鼎リモート

センシングのIil1illfjをIrljめていく-]１＄定である。

1.3.6．地理情報データベースの開発と運用

（近藤|刑彦）

継続iiM趣であるが，Ijlき続きデータの収集，蓄積を行っている。役に'rつデータベースとは

個人あるいは組織のLUWl1ljにおよぶ経験の集積であるので構築は容易ではないが，徐々に蓄械

１１tは１１lえている。流域水収支データベースはレコードが100011を越え，近'１１１１にＷＷＷによ

る公UMをｒ定している。’１１位体データベースもレコードは3000件を越え，公|州llIlI近である。

牢lI111i1i柵としてiii典だが，雌i1iが難しいものとしてアルベド，t11Yilt&造（｜:域の物ｆｌｌＭﾐ)，地

卜水位・水面についてＩｌ１ｉ報収集を|)M蛤した。今後，ネットワークでの公|)Mを徐々に行っていく

〕r定であり，llilll1iに術jI1データと組み合わせた総合的な殿境解析システムに充峻させていく-]ｒ

定である。
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1.3.7．衛星データ検索システムの構築

（梶原LX1d，。ｆ少博，本多嘉明）

CEReSで受(周しているＮＯＡＡおよびＧＭＳデータの所在情報を検索するデータベースシス

テムを開発した。CEReSでは１日あたりＮＯＡＡについては４～５回，ＧＭＳについては24回の

データ受偏を行っている。これらのデータは受信・解析システムによって一次処fll1されたうえ

でアーカイブシステムへ転送される。開発したデータベースシステムは，アーカイブシステム

上におけるデータファイルの所在情報とブラウズ画像をＷｅｂから検索・災水するものである。

データベースシステム柵築においては，テーブルリレーションなどのデータベースの構造その

ものの設計も承典ではあるが，いかに人堂のデータを効率よく人力するかが'１１１題となる。本デー

タベースシステムでは，受信システムとアーカイブシステムIHIの自動転送プロセスに，プラウ

ズ画像およびデータの所在情報ファイルを自動生成するプロセスを加えることによって，デー

タの自動人力を実現した。このプロセスではデータベースの必要とするすべての↑iii報を－LL，

検索情報ファイルというシンプルな構造のファイルに出力し，そのファイルノヒ成をデータベー

スサーバが検知してデータを取り込む処理を行っている。このような２段階のデータ人力方式

を採用することによって，適上に受信された衛星データのファイル所在竹級も'二1勁人ﾉﾉするこ

とが可能となった。このとき使用した検索情報ファイル生成プログラムはデータベースの更新

作業にも便川することができる。したがって，将来的に大賦のデータファイルの保存場所を変

更することがあっても，データベースの更新作業はこのプログラムを実行するだけで終「する。

1.3.8．波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏）

地球温暖化に彫紳を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために，海洋の炭酸ガス収

支に直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，海上風と海l(Iiﾄﾞ11度の|則係など海面

境界過程の解析を１ｊうことがとても重要な課題である。本研究では駿河湾における係留したウ

エープライダプイによる波浪，アナログ風向風速計による海上風の述続観測を実施し，現場計

測データの解析を通して波浪の発達過程，海上風と海面粗度の関係などの'111題の解明を試みた。

1.3.9．ＳＡＲデータの処理アルゴリズムの開発

（杉森康宏）

人工衛星によるマイクロ波観測データ（SAR）による海面境界過程解析のために，ＳＡＲデー

タ処理アルゴリズムの開発とＳＡＲによる波浪処理システムの検討を行った。ＳＡＲデータに対

してl山i像強度スペクトルによる波浪の解析を行い，相対的な波浪特性を|ﾘ|らかにし，さらに

ＳＡＲデータに対して各種の補正方法を検討し，ＳＡＲデータによる波浪観illllが可能であること

を実証した。

1.3.10.衛星マイクロ波センサー（SSM|，SCAT）データの解析

（杉森康宏）

炭酸ガス収支のjiL枇もりを行うためのデータとして海上風が不則欠である。そこで人工衛星

マイクロ波散乱計による観測データ（EERS-1/SCAT）および，術li1マイクロ波放射計データ
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（ＤＭＳＰ/SSMI）から１１｝られる海上風速場と気象庁ブイロポットによる海|z風速，風向値との

比較をけい，側jI1kMill1Iデータの実用性，観測精度について検iilを１ｊった゜

1.3.11．北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森順法）

グローバルな伽域における炭酸ガス収支の見積のために，ＤＭＳＰ/ＳＳＭＬＥＥＲＳ/ＳＣＡＴ，

ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ，聯のi1ijjIl観illllデータから求めた風速，梅災I(Ii水i&,{のＩｌＩ(をlllい，既存の炭酸

ガス収支モデル（Liss，Slater：1974）から推定を行った。この結果をﾉﾑに，海[iIiのバブリン

グ，！`1波のIIIilMi比を觜噸した炭酸ガス収支モデルについて検ｌｉｌを↑ｊった゜特に砕波を考慮した

モデルから推定した結果は，放射Ｃ１４の結果と最も一致している11iが分かった。

1.312.炭酸ガス海面収支の観測

（杉森康宏）

人女(一海洋'111炭酸ガス収支にlI1i接関係する諸現象，例えば，砕波，水拙，塩分，ノヒ物過程等

はすでにlU1らかになっている。しかし，これらの物理獄が炭酸ガスフラックスに対してどのよ

うなプロセス，どのくらいの欣で影響するかはまだ解Iﾘ)されていない。本研究ではこれらの問

題にたいして炭駿ガスの測定器を構築し，他のブイデータの解析にﾉﾑづいて定I批的に解釈する

ことをll指している。

1.3.13．内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森順法）

地球環境IllllRnにIⅡえて柵114海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊のllU係がﾊｮ１－１されている。

特に来卵(湾や人阪滋などのような半閉鎖的性内湾での嵐栄養化に伴う水itr汚染は現在緊急に解

決しなければならない灘題の一つである。そこで，本研究は流体一/|：態系モデルをⅢいて博多

識に於ける又期の水ｌｉｒＪＬｊ１１ＩｌｉｉＩ蝉を行い，１０年間の調査データをもとにモデルのjimFlilIi及びモデ

ル結果からⅡＭＩＩされるllIl題点について考察を行った。

1.3.14次の３項目について学外共同研究を実施した。

（センター111,11打：杉森Lに宏）

'1t界海洋観lルステム構築に資する砧新的プイシステムの）』雛技術開発研

究

科`､jと技術庁

マイクロ波センサー等による大気・海洋炭鹸ガス収支の研究

科学技術lr

iiij派・資源調査新手法の開発

水嫌、：

（１）研究題l-l

学外機関

（２）研究題'－１

学外機ＩＨＩ

（３）研究鼬１－１

‘､胱外機|則
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1.3.15.低緯度海域における植物プランクトン生産機構の研究

（浅"Iiljyj）

太』|と洋赤道海域及びインドネシア・ロンポック海峡沖の植物プランクトンノＭｉ機櫛の研究を

行ってきた。ljqlHllj人､|えが赤jii域の暖水プールは，表１首において栄養端がＩｌＩｉｉｕし，８０ｍから１２０

ｍの深腕に'1}(物プランクトン極人lWiを形成する。また，１１１央人､r派から火M1人､ｎV【赤道の赤道

湧昇水の存ｲl:する海域は，衣liiに栄養塩が十分に供給されるものの，ｌｌｌｉ物プランクトンの生藤

が仰｛ｌｉ１ｌされる。このきつの'１１(物プランクトン生産機構を解1ﾘＩするために，船舶による観測を進

めるとともに，術111撚li1センサーによる観測データの収集を進めている。インドネシア・ロン

ポック海峡沖では，｜楜来貿易風の１次<乾季と偏西風が吹〈雨季と－６つの季節に人別され，植物

プランクトンのﾉﾋ雌機柵も異なる。また，太平洋からインドネシアへのインドネシア通過流も

植物プランクトンノＩｉ藤機M;に彩縛を与えると考えられている。この海域においても，船舶観測

を進めるとともに，術I'1データを用いた現象解明を進めている。

■１．４データベース開発運用部

データベース|)M発迎川部は，センターの計算機システム，データ受(（・処fIl1システム，デー

タアーカイブシステム，ネットワークシステムなどに関する研究・開発，および，管理・連用

をおこなっている。Ｗｉ成９ｲ１１度の-1：要検討テーマは，（１）前ｲ｢度に縦Ｍｉされた「大容lii衛展

データ・アーカイブシステム」および「ＮＯＡＡ，ＧＭＳの受信・処nMシステム｣，「女(象データ

システム」などの疋↑lirjiMl，および，（２）衛星データベース構築と検糸システムの１１M発など

であった。そのため，センター内に「衛足データベース特別委tl公」（亥１１１，Il2jj村，建石，近

藤，本多，Ildljji，lllillll）を役悩し，「CEReSデータベース計画」および「術)11データ検業ソフ

トウエアの開発」について検討した。

また，術lilデータベース構築と検索システムの開発の進行とともに，↑|IljLlIl研究者へのデー

タ配布システムの検Al，および，利用の推進をはかるためのワーキンググループ「データベー

ス公開に関するシステム検討ＷＧ」（本多，梶原，黄，岡野，鯨，樹木）を発足した。

奥に，平成９ｲ|：ｌ０ｊｊに打ちIこげられ，平成10年１ノ]より定常述川に入ったIlI1I41iiilt衛星

｢FY-2」データの受((役備を粧備し，受信試験を行った。

1.4.1．CEReS衛星データベースの開発

（炎Il1認純，，(・li村以雄，建石陸太郎，近藤昭彦，本多藻}１１１，梶lji順,i１，｜illllllズI;）

センター共通の研究,糾題として取り組んでいるセンタープロジェクト「術jl1観illIlによる束ア

ジアの環境変動危険地域のモニタリング手法の研究」の推進，および，リモートセンシング研

究のコーデネーション（jL1IiI研究）を推進するため，グローバル術111データベースの$附築につ

いて検i;Ｉした。すなわち，（１）Ｈ本一lljlIil-モンゴルを結ぶ航域をカバーするＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ

ＬＡＣ（1ｋm）によるｈｌ１ｉﾉ|i指数（ＮＤＶＩ)，海表面温度（SST）などのイリデータ，）]データを作成

し，データベース化する，（２）（１）より広い領域をカバーする，また，Ｉ{､jlllillll分解能データ

として，脈１１:術)1１（ＧＭＳおよびＦＹ－２）データのデータベース化を行う，（３）令球をカバーす

る衛星データとして，ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲＧＡＣ（4km）データの処1111とデータベース化を行う，

などである。そのため，、r成９年４)］１日からＡＶＨＲＲおよびＧＭＳの疋常受(肘をｲｊなうとと
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６に，受'0；・処理・醤積の全自動化，地図投影，パラメータ，スケーリング，ファイルの構成

とデータベース化などについて検討した。

1.4.2．衛星データ検索（ソフトウエア）システムの開発

（亥111溌純，岡村民雄，建石隆太郎，近藤昭彦，本多蝋明，梶I;1M〔可，岡山浩，

微少hIi，本郷千巻）

人容１k術)11データアーカイブシステムについて，種々の利１１１形態を考え，データ検索システ

ムで必喫となるｊ１Ｍｘ的機能について検討した。すなわち，蓄枇データの－魔衣（検索用情報ファ

イル)，ブラウズデータ，ブラウズ用データのアーカイブシステム・検索システム，ＷＷＷの

利111（検索と災水)，利1M者の必要なデータのコピー（|{リノ）などの作成，また，検索領域，

季節，複合センサー，コンポジット画像などの指定を１J能とする論f1M検索，ljQ係検索など検索

処fll1のi1.1i皮化などである。オンラインデータ利用のためのセンター内ネットワークの設計，高

速化（l0Base-lOOBase）についても検討した。

1.4.3．大容量グローバル衛星データの高速転送に基づく分散型処理システムに関する研究

（筏ﾉ|:;;i雄，安田鳥純，本多嘉明，梶原康司，本郷千ｲﾄﾞ，」ｉｆ少Nil）

衛府1データの特徴の一つとしてデータ扇がきわめて多いことがあげられる。また，解析も多

様化するＩｕｉｌｒＵにある。したがって，一つの研究機関が原衛星データの保存と加工（処理・解析）

のすべて机うと処B１１負荷が大きくなり，事実上，実行が/ｌｍｌ能になってしまう。ここでは，複

数の研究機関が，各々の対象とする分野を中心とした解析システムの|)3発を担当し，高速ネッ

トワーク上で結合された分散型のデータ処理システムについて検討した。また，千葉大学環境

リモートセンシング研究センターと東京大学生産技術研究所Ｔ･葉実験場ｌ１Ｉ１を622ＭbpsのＡＴＭ

商速lml線で接続し，本センター内の大容量環境データアーカイブ装悩内の衛星データの転送実

験を行なうなど，データ転送の負荷状況などについて詳しく調べた。

1.4.4．環境ストレスによる植性の蛍光および反射スペクトル変化の測定とデータベース化

（継続）

（玄１１１嚇純，磯lllm弘｡，高橋邦夫..）・千葉人学園砦学部，・・水史津商等専門学校

環境ストレスによる植物ﾉt理機能の変化の検|{}，指標化をl-1的として，杣ﾉ|Ｉの反射スペクト

ルおよびクロロフィル蛍光の測定，および，それらのデータベース化を行っている。今年度は，

人Ｍ，藩ｲﾋﾟﾉ|と，綿などを対象として，オゾン暴露，紫外線暴蕗，乾燥や過iM，熱などの環境ス

トレスによる械物のｌｌ１理機能（蒸散速度，光合成速度，気孔開度，葉ilil，バイオマス量，ＬＡＩ

など）の変化，反射スペクトルの変化特にレッドエッジの変化，クロロフィル蛍光の変化な

どをi}('1だし，それらの関係，また，スペクトル測定によるストレスの検知能力などについて調

べた。

1.4.5．野外型方向性反射観測装置の開発とそれによる地表の観測

（ｲillI峰，処ｈ峰太郎）

分光放射I;|によって↑\られる反射係数は太陽，対象物，分光放射iilの位悩ｌｊＵ係など，観測時
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の幾何的条件によって異なる。近年，衛星データから植生，土壌，ｳﾞｵｲi聯の地衣iiliの反射率を

解析するとき，術ｈ１の槻illI角や太陽高度，太陽方位などの幾何的位置を者噸して解析されるこ

とが多い。術）,{データの放射戯の補正等のための基礎研究として，分光放射府|･による地上での

BRF（Bidirectionalrcflectancefactor）観測の実験が行われている。本研究では野外型方向

性反射観川装iVfを試作し，水装侭よっていくつかの地表状態の観測角の迷いによる反射の変動

について研究する。

1.4.6．植生被覆率による分光反射率の変動

ClLi山峰）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（械生指数）が

提案されている。代表的な植生指数としてＮDVI（正規化植生指数）がある。これは可視部の

赤バンドと近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／

ＡＶＨＲＲではバンド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法

を用いて地球規模や地域の植生指数図が作られている。しかしそれらのlMi指数と植物の物理

量（例えばバイオマス）や植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究

では分光放射計によって観ｉＭされた植生被覆率の違いによる反射スペクトルの解析結果から，

植生指数値と楠(k彼劉率との関係について研究する。この研究は継続中である。

1.4.7．衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング

（石'１１峰）

植生と電磁波との柑且作111は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定IIt的かつ効果的

に評lHiすることはiiWlliではない。植物の特徴的な反射特性を利lijして，liliﾉ|ミモニタリングのた

めのアルゴリズム（械生指数）が提案されている。代表的な植生指数として，ＮDVI（正規化

植堆指数）があり，この手法を用いて地域や地球規模の植生分布図が作られている。しかし

NDVIでは乾燥地などの楠生の疎らな領域では背景の土壌からの放射１１tの影縛が強いため，見

かけの植生指数が大きくなる。本研究では過去に提案されたいくつかの樅化指数を検討し，そ

れらの植生指数の欠点を補間するアルゴリズムを開発した（論文に発表)。次のステップとし

て提案されたアルゴリズムや他の植生指数とを検証するために，いくつかの地域（たとえばア

リゾナ，オーストラリア）の衛星観測と同期してグランドトゥルースを行うと共に，その衛星

データを解析して鯖度を調べる。

1.4.8．植物のストレス検出手法に関する研究（継続）

（本郷千祥・有[llゆり子．・小林達明｡）≦園芸学部

本研究では，リモートセンシングによる植物のストレスの早｣01検111およびモニタリングを目

指して，ストレスを付与した植物の分光反射率の測定を行った。さらに，ストレスに対する植

物の反応を化理ﾉ１１態的な011面から比較・検討するために光合成速度および女ｉｆＬコンダクタンス

の測定を行い分光反射率との関係を調べた。
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1.4.9．リモートセンシングによる植物栄養診断に関する研究（継続）

（本郷Ｔｲﾄﾞ）

ノヒ態系が環境のli杉艀を受けると，その変化は代謝や養分吸収のようなキャノピーのﾉt化学的

性質の'|｣にあらわれる。キャノピーの生化学的変化をリモートセンシングによって検111できれ

ば，炭索や養分のソースとシンクの空間的な広がりと変動を知ることができる。

本研究では，リモートセンシングを利用して植生のケミカルコンポーネントを把握し，各成

分のスペクトルとﾉliBl1・ﾉＩｉ態学的特性との結び付きをもとにした柵成成分の簡易検111を目的と

している。また，枚璃M1iWiの|iii物に対しては，ケミカルコンポーネントの検''１結果をもとにし

たﾉｌｉ行の矯'ﾋﾟ手法についても検討を行う。

1.4.10.観測データと表現モデルの融合による超長期にわたる土地利用変化のダイナミック・

シミュレーションの研究

（黄少博，柴崎光介）

人'１１１活動に起因する上地利川の変化は，農耕文明の発祥以来，地球環境変動のｌｉな原因の一

つであI)，今後，人1-1蝋１１１１に伴う農業開発の進行などによりその変化はますますDII速すること

がｒ越されている。しかしながらこうした変化を予測することはいうに及ばず，鰹耕文明発祥

から現在に至る災期にわたって，どのような変化が生じてきたかを椎ilIＩすることは非常に困難

である。ノ１K研究は歴史的な地点データから，土地利用変化の法Ｉ'１１，人｢]変化といった周辺情報

を総合化し，現ｲl;の知識の範囲でもっとも「確からしい」上地利111変化を推定することを試み

る。ｌＬ体的には，槻jl('１データや定性的・断片的な知識に矛盾しないｔ地利111の変化を推定する

'1M題を岐適化llllMLiとして定式化し，それを遺伝的アルゴリズムを川いて解く。この手法によれ

ば，新しい知兄を今後発jiLされるたびに取り込むことにより，推定結果の(iir頼性を段階的に改

縛することができる。また，さまざまな知識を総合化することができるため，各分野の研究者

の知兄をコンピュータにより横断的に総合化し，ｔ地利111変化アニメーションとしてまとめる

ことで，データのＨ１対的に不足している地域，年代などが明らかになり，各分野における研究

を推進すること試みる

1.4.11．中国東部（上海地域）における土地利用変化の調査研究

（戯少博，’’１‘li梅）

Mij地域では岐近数（l:，都TiJ域の拡大が進んでいる。部市域の拡大のli7I時に，鰹地と緑地が

急速に減らし，様々な環境変化を引き起こしている。この研究は上海地域における様々な環

境変化，特にI地利''１変化を調査し，また，リモートセンシングおよびＧＩＳにより衛展デー

タを解析して，その実態を明らかにする
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[２］共同利用研究（平成９年度）

■２．１．プロジェクト研究

当センターが推進する研究課題「リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタ

リング」を実施するための｣し同研究，及び，当センターの各分野において↑ｊっている!'｣心的研

究課題で，共同研究により研究の推進をはかるもの。

□課題（P9700）：リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタリング

'二1的：実利用あるいは科学的成果をあげるためのリモートセンシングシステムのlbMi築を目的と

する。そのためのﾊﾋﾟ礎研究（グランドトゥルースの収集，データベース化，手法の標準

化，物理量推定モデル櫛築，等）をアジアの環境変動地域を対象として行う。ｉ\られた

成果を用いてアジア各地域の環境モニタリングを行うとlml時に，地域スケールからグルー

バルスケールへ対応する環境モニタリング手法の階胸的構築を目指す。

東南アジア環境モニタリングにおける地域情報の体系化とその応用

吉村充則（京部大学束南アジア研究センター）

中国西城乾燥地域での荒廃・砂漠化のプロセス研究とその評価モデルの構築

女仁屋政武・朴舜桀（筑波入学地球科学系）

研究対象地域は新鍋ウィグル自治区のウルムチから｣上'１１約140kmに位置しているマナスⅡ|流

域である。マナス川は入||Ⅱ11脈の北から400km流れてジュンガル盆地のマナス湖に流入してい

た。川の下流域は年平均降水liiが100～200mmで，１{に入'１Ⅱ||脈の氷河の融水を水iilXとして農

楽を営んできたが，ｆ流域の腿地の拡大，大規模な貯水施設と潅概水路の建設によって水が掴

れ始め，現在ではマナス湖は完今に干上がっている。このような乾燥地化はさらに上流に進行

している。

ランドサットＴＭ（1989.8.23）とJERS-lOPS（1996.3.23）のデータを使って，上

流域の土地被覆分類を↑『い，211$期間での変化を几た゜それによると，農地の期jll1，砂漠域の

減少，全体的な地表illi水分の増加の傾向が認められた。ＧＩＳデータ作成として次のような作業

を予定している。１０ﾉj分の１または50万分の１の地形IX1から等高線を入力し水系図，高度分

ｲijlx1，斜Mli傾斜図，斜iili方位図を派生させる。さらにI11i化図，土壌図，瀧概水路lx1などをディ

ジタル化して農地化砂漠化との関係を見る。術li1データとしてはＮＯＡＡＡＶＨＲＲも利用し

て，砂漠化の時間的，空IHI的変化を調べ，そのモデル化を試みる予定である。

衛星データと地理情報に基づく水・エネルギー循環の解析手法に関する研究

陸曼皎（踵岡技術科`､胱人`､rt）

可視・赤外センサーから11)られる水文物Hl1砧を分ｲiパリ水又モデルに取り込む了法を|)１１発する

ことを目的とする。ｒ↓体的には積雪Ihi積情報，アルベド，械生情報，丁}Z地利111などをモデルに

組み込み，衛星データの水又モデルにおけるインパクトを評価した。今後，これらの結果をふ

まえて衛星データとモデルを組み合わせた手法の雌'１，そして様々なスケールでの水・エネル

ギー循環の解明をＨ指す。
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東アジア暖候期のマルチスケール降水環境変動のモニタリング

lⅡ朧内蔵進（IimIlI入学教育学部）

’-1本付近は，椀1:Ｍ・秋雨前線帯・台風蝉が暖候期にlll現し降水職も入きいが，その年々の変

､jつまり豪雨頻皮やljIIL常渇水等の水環境の変動も入きい。ところで日本付近での降水システム

の１１}現特性や恢獅いは，東アジアの人脳』模人気場の顕杵な季節変化に{|くって季節的に大きく兇

なる。その季節fljの各応答が積みWtなり，年々の水環境の述いを形成する。従って，地球規模

での大気・海洋・除liIi環境の変動に対する地域規模の降水環境の応答過朧をFM解するステップ

として，いくつかの典ｊｉｌ年を中心に，各季節毎の個々の降水系の特徴や''１８J特性の年々の逆い

をモニターし，それと１－１本付近（地域規模）～東アジア規模～地球規模のマルチスケール大女（

隙境の変動との対応l)U係に関する過腺をぢ察するとともに，その効率的なモニタリング法をｉｉｉ；

'Iすることを目的とする。

／Ｍ：度はその第１イ|:次として，峻険１０１の中でも梅雨から奥の異常気象年にil:甘し，日本ﾀﾞﾘﾉ;＆

での冷夏・大雨f11の1993年と猛暑・渇水年の1994年叉における広域水術環の特徴と，個々の

降1:|jイベントについて，ＳＳＭ／IやＧＭＳデータ等を川いて解析を行った。また，夏の降水１，t

変動のアノマリーが秋にはどのように変化するのか，いわばアノマリーの季節を通した振る郷

いも，水資源環境にとり孟要な問趣である。そこで，Ｕ9束以西ではいずれもりif署・渇水の続い

た1994年と1995年の叉から秋，顕普なエルニーニョイ１４である1997年夏から冬，におけるＨ本

付近の前線帯の振る嫌いについて，preliminaryanalysisを行った。また，今年度は実際の解

析への適用までは至らなかったが，CEReSのＮＯＡＡ受lji解析システムの見学等を行って，各

術)'1を組み合わせた詳細な事例解析へ向けた準備を行った。

□課題（P9701）：地上設置大気観測装題による衛星データの大気補正に関する研究

||的：ライダーを含む地上設置計ijllI技iiMから得られる人文(データを利用して，衛星リモートセ

ンシングデータの大気補正アルゴリズムの研究を↑ｊうとともに，術''1データを利用して

人気現象を解りＩする。

衛星データからの大気の光学的厚さ推定に関する研究

IIl11lMIと。111崎lUl法（金沢工業大学）

衛展画像データに人気補正をおこなうとき最も雨要な人文(のパラメータは人気の光学的Ｉ７さ

である。しかし，この(lfiは画像取得11＄に観測をしていない限り，常には得られない。画像[1身

から人気の光学的|ＩＪさを推定することは，極めて重妥である。本研究において開発した画像１２１

身から大気の光学的1/さを推定するアルゴリズムは以ドのflllHで実行される。

１．画像内の陳から十分に離れた海域をテストサイトに選ぶ。２．我々の|)M発した大気効果

hlilIi法を用いて，人文(の光学的厚さてを変化させながらijjj域テストサイトの近亦外バンドの､Ｖ

均反射率Ａを計１７;Iする。３．このとき，海域の平均反射率Ａ＝0.0を与える人気の光学的lり

さを岐適な値とする。

このアルゴリズムを人女(ヘイズの１０/い}-1と薄いLlに収１１)した２シーン分のLandsatTMIIIIi

像データに通11]して，それぞれのl-lの人文(の光学的1Jiさを推定した。これらの推定(,iIiと水ＷＭ

１１ｌ１の観測データからiiljilされるIill[との比較をおこなった。その結果，ヘイズiMiいＨに関しては

良い一致を，また，ヘイズの厚い｝ｌはあるていど良い一致を得た。今後の裸迦としては衝l1ll0il

lWの人気観測を実施して，アルゴリズムの桁度検f【[がある。
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大気補正用検証システムの開発とリモートセンシングデータの大気補正に関する研究

森１１１雅雄（長崎大学［学部）

概典：画像中で岐低lmi索値を示すllhi索（水域，陰域）は，大気からの情報のみを含むと仮定し，

その画素値がパスラジアンスであると仮定する大気補]'１手法の構築を以下の11j項に沿って実施

した。

(1)太陽高度，エアロゾル量（地上視程)，水蒸気!i(をパラメータとして変動させ，MODTＲＡＮ

３を用いて，パスラジアンス，総透過率，地表面でのド向き拡散照度をiil･算し，太陽高度とパ

スラジアンス(妓低llili索値)から，総透過率，地表面での卜向き拡散照度を推定するテーブルを

作成した。

(2)パスラジアンスと，総透過率，地衣面での下向き拡散1M1度の間には，机関はあるものの，

１対１対応ではない。このため，水撫女(１１tまたは地｣1祝ﾄﾞ!iＩが既知の場合，それらを補助データ

としてパスラジアンスから，総透過率，地表面での下向き拡散照度を推定するテーブルを作成

した。

(3)(1)，(2)を比較した場合，補助ＩＩＩｉ棚を用いる(2)が良好な結果を示し，人気補正における

大気の地上観ｉ１ｌＩのWi典性が示された。

対流圏エアロゾルのキャラクタリゼーションに関する研究

中江茂ｑ三浦和彦（東京理科大学EM学部）

1997年10月16～１９日に，東京理科大学野、キャンパスにおいて係留気球とライダーにより

人文i境界層内エアロゾルの同時ｉＩＩＩ定を行った。係留気球にはパーティクルカウンタ（OPC，

ＫＭＯ7)，ポータプルサンプラー，気象ゾンデを交互に搭ＩＩｍし，原則として350ｍまで上昇，「

降を繰り返した。ＫＭＯ７，気象ゾンデは50ｍ毎に約1分llII測定した。サンプラーにより岐高,1.1ｊ

度と屋上で同時に，コロジョン膜抜り付きメッシュに５分|(1)捕集した。また尾-ｔでは，ラジオ

スペクトロメータ，オリオールメータにより太陽光のFli1Il測定を行った。４階の研究室には，

ＯＰＣ（KCO1lCNC，ネフェロメータ（Ｔ葉大)，Lll搬ﾉロライダー（千葉人）を設置した。ＯＰＣ

のコインシデンスロスと実際のlHi折ヰ《に近い値でのしきい(I尚半径を補ＩＦし，粒筏分布から消散

係数を求めた。地衣付近で測定したKCO1から計算した消散係数とネフェロメータの値とは，

机対的変化がほぼ一致した。ＫＭＯ７でil1lI定した濃度の鉛'10[分布と，ＳＥＭ,ＥＤＸによる粒了の形

態と元素組成比により，逆転層の上卜で異なった濃度，成分の気塊が，逆|i｣LilIYiの解消とともに

l0ilじ濃度，成分になることを確認した。ＫＭＯ７から計･猟した消散係数とライダーの値とも，粒

子濃度と同様なプロファイルの変化をノバした。MSR7000とオリオールメータから求めた光学

的Ｉ７さはほぼ一致し，粒径分布からiiljn〔した消散係数を350ｍまで積分した(１１１〔は，オリオール

メータから求めた光学的厚さの10％臘皮だった。

□課題（P9702）：光学的手法を用いた大気計測システムの開発と研究

Ⅱ的：大気データ取得用多波長ライダー装置や'｡I搬型ライダー装置などにjILづく大気計ｉＭのセ

ンサーシステムを開発し，エアロゾルおよび人文(微11(成分について光学的手段により研

究するとともに，衛星データの人気補派に応11jする。

注）課題P9701とP9702は「人気補lliデータ取得用地ｌ:I没iiYf多波長ライダー装置」の導入に

伴い，「大気iliiE1M検証システムの開発とリモートセンシングデータの人気補正に関する

研究」を分割したものである。
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ライダー，サンフォトメーター，フィルターサンプリングによる大気境界層エアロゾルの光学

的性質に関する研究

村山利幸・岩坂[肖人・塚本達郎（東京商船大学商船学部）

本年度は昨年度から部分的に行ってきた，偏光ライダー，サンフォトメーター（ポータブル

サンフォトメーター及びスカイラジオメーター（オリオールメーター）とフィルターサンプリ

ングから対流圏エアロゾルの光学的厚さの大部分を占める大気境界層中のエアロゾルの光学的

性質と化学組成の関係を詳しく調べるために，定期的に12時間以上の連続観測を行った。フィ

ルターサンプリングは２～３時間毎にフィルターを交換することにより，ライダーやサンフォ

トメーター等で観測されるエアロゾルの光学的性質の急激な変化や，地上気象（風向・風速，

湿度・気温）の変化にも追随できる。また飢２ミクロンを境に粗人粒子，微小粒ｆに分けて補

集できるため，ある程度，人工（微小）及び自然起源（粗大）に分けた補集が可能である。特

に混合層内では，エアロゾルが対流により，よく混合されるため，このような比較が意味を成

すと考えられる。現在，系統的な解析は，フィルターサンプルしたエアロゾルの水溶性成分の

分析のみしかなされていないが，昨年と同様な成分の季節的変動が観測された。今後，サンフォ

トメーター，スカイラジメーター，ライダーのデータを合わせた総合的な解析を行っていきた

い。

□課題（P9703）：マイクロ波センサーを利用した大気情報抽出に関する研究（継続）

目的：大気中の水蒸気，雲水，降水等の水循環に関わる大気情報を，地上及び衛星マイクロ波

センサーを利用して求める手法を開発することを目的とする。さらに，これらの情報と，

他のセンサーによって得られるものとの整合性についても検討する。

マイクロ波センサーを利用した大気情報抽出に関する研究

早坂忠裕・石田春磨（東北大学理学部）

本研究では，昨年度に開発した地上で観測される２波長のマイクロ波放射輝度温度から大気

中の可降水量および鉛直積算雲水屋を推定するアルゴリズムと，日射計による観測を組み合わ

せて大気中の雲パラメーターを推定する手法の開発を試みた。マイクロ波放射計観測からは鉛

直積算雲水屋が求められる。一方，日射計の可視域のデータからは雲の光学的厚さが推定でき

る。光学的厚さは雲水量と雲粒の粒径分布（あるいは有効半径）によって決まるので，マイク

ロ波放射計と日射計の同時観測から平均的な雲粒の有効半径を推定することが原理的には可能

である。

実際の観測から，鉛直積算雲水量と光学的厚さを推定し，雲粒有効半径を求めたところ，そ

の値は一般に航空機等で観測されている値と比べて概ね妥当なものであった。しかしながら，

現実には有り得ないような有効半径の値になる場合もいくつか見られた。この原因は主に雲の

不均質性によるものと考えられるが，その内容は，解析の際に行う放射計算で仮定した平行平

板状の雲と現実の雲が異なることと，マイクロ波放射計と日射計の視野角の違いに起因するも

のの二つに関係していると考えられる。

衛星データを用いた雲と放射収支の研究

岩坂直人（東京商船人学商船学部）

本研究では，海1ｍでの放射エネルギーフラックスに影響を与える雲を気象衛星ひまわりの赤

外画像データから判別することを試み，さらに海面での長波放射収支の計算を行った。対象領

域は北緯60度から南緯60度，東経80度から西経160度で，対象期間は1992年１０月から９３年９
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月である。

まず，晴大域と曇領域の判別方法を検討した。手法としてはISCPPで採用されているRossow

等の方法を検討したが，可視両像を利用しないことや使用するデータセットがヒストグラムデー

タであることなどのためにこの方法は利Ⅱ]しないことにした。そして，RodgersandWalshaw

(1996）のランダムモデルを用いてＮCEPの再解析データを使用して人気補正を行い，赤外画

像からＭａｓｕｄａｅｔａＩ．（1988）の海面射出率の補正を行ったうえで温度分布を求めて，海面

と霊域を区別する方法を採用した。なお，利区域については研究対象外とした。妻頂温度から

NCEP再解析データに基づき雲頂高度を推定した。そしてある領域内での高度分布の標準偏差

から，雲の種類の判別が出来ないか検討したが，明確に穂類分けすることは難しいことが明ら

かになったため，今年度は種類判別は行わなかった。

海面での長波放射フラックスの推定は，雲の種類が分からないため，雲の厚さを仮定し，

NCEP再解析データの温度および湿度分布と雲底高度から前述の放射モデルで行った。低緯度

のKwajalein烏での卜向き放射推定鼠を実測値と比鮫してみると，月平均ではＨによって大き

くはずれる場合と比較的よく合う場合があったが，より短い時間スケールで見ると，晴天時に

は実測より小さく，曇天時は大きくなっていることがわかった。

□課題（P9704）：自然環境を構成する要素のグランドトゥルースデータの取得収集とデータ

ベース化（継続）

Ｈ的：リモートセンシングの高度利用に不可欠な，自然環境を構成する種々の要素のグランド

トゥルースデータの取得・収集を，その方法論を含めて行う。更に，既存のデータを含

め，データベース化の方法等を検討し，試験的なデータベースを作成する。

環境ストレスを受けた植物個葉の反射スペクトル特性に関する研究

千貴端・中山敬一・松岡延浩（千葉大学園芸学部）

本研究では，土壌水ストレスを受けたトウモロコシとダイズの葉の分光反射スペクトルを，

葉の水ポテンシャル及び気孔コンダクタンスと関連づけ，植物が受けた水ストレスを検出する

可能性を検討した。実験では，土壌の水ストレスに対する植物の生理学的反応特性を明らかに

した。なお，両作物に対する代表的な分光反射スペクトルが得られ，水ストレスの検出には近・

中間赤外域分光反射スペクトルを用いることが有効であることが確認された。

葉の水分ポテンシャル，気孔コンダクタンスと反射スペクトルとの間に密接な関係が見出さ

れ，それらの関係を表す有効な特徴的波長や比反射率を特定できた。人豆の葉の水ポテンシャ

ル（ＶＬ）と中間赤外域の平均反射率（Ｒス）または特徴的波長の分光反射率（Ｒﾉ(）との間

に負の線型相関があり，相関係数が最も高かったのはそれぞれR2000-2300とR2150であった。

なお，１FＬと比反射率（Ｒス／Ｒ1430,Ｒス／Ｒ1650,Ｒス／Ｒ1850）との間にiF又は負の線型

相関があり，相関係数が最も高かったのはそれぞれ，Ｒ1850／Ｒ1430,Ｒ1600／R1650と

Ｒ1430／R1850であった。さらに，気孔コンダクタンス（gsl）と特徴的波長の反射率（Ｒス）

及び比反射率Ｒス／Ｒ1430,Ｒ入／Ｒ1650,Ｒス／Ｒ1850との関係は対数関数で,jくされ，回帰

式に対する決定係数が高かったのはR160qR1850／Ｒ1430,Ｒ1600／R1650とＲ2150／R1850

であった。

□課題（P9705）：アジアの土地被覆データベース（継続）

目的：ＡｖＨＲＲデータを用いてアジア地域をカバーする土地被撹データを作成することをＨ的

とする。また，グランドトゥルース１ＭとしてIK1ごとの既存の-上地被撹図を数値化してデー
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クベース化することも補助11的に含める。

アジアの土地被覆データベースの開発

村|t広史（''１k地fIM院）

本研究は，女(象術)ｌ１ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲのIIlli像を用いたアジア地域の｜地被泄データベース

を縦|Niしていくことをl-I的としている。ｌｉｌ様なプロジェクトが，地球ｌ:の介陸域を対象として，

米IiIil地面調査)jjrの卜部糾織であるＥＲＯＳデータセンターにおいて進められていたため，本年

度はその進捗状況を調査した。その結果，1997年秋までにlkmllU隅（lliMi1には，緯度経度方

|;］にそれぞれ30秒|lllljii）の全陸域の土地被榎データが－応整Miを完「していることが}ﾘ1らか

となった。

この上地被楓データは，インターネット経由で公開されており，一般にも提供されている。

このデータ終Ｍｉに使われたIjiデータは，1992年４月からの１（rlIllに観＃111されたＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ

であり，今後の上地被孤変化等の研究の基本をなすと考えられる。本研究で検１ｉｔされている-上

地被劉分頻項Ｈと１対１で対応するものではないため，若「の変換テーブルが必要になると考

えられるが，アジア地域の'二地被覆変化を把握する上で有川なデータになると思われる。

衛星画像とＧＩＳによる熱帯湿地林地帯の環境変化モニタリング

古野邦彦（筑波人．､j｣ﾋﾞﾈ|:公l:学系）

本研究では，人lWil-l的のiIiL開発により，一部の自然林を除いては呰伐され，排水施設が建設

されて広人な腿地が造成されたタイ国ナラチワ州ナラチワ市周辺の熱柵iM地林地帯を解析対象

地域に選んだ。そして，この地域において，望ましい土地利１１]計画により熱`||;iM地林のﾉｉＨ態系

を維持するための'1$系ダリヒ地被遡データベースを作成することを目的とした。

今年度は，この解析対象地域において，詳細なるＧＴ調査を行うべく，ＧＰＳカメラを用いて

現地の様-Ｆの搬'１膠を↑ｊった゜300枚以上の写真を撮影した。この調査結果をもとにして，１９７３

（1:10)j撮影のランドサットMSSiIlli像と1988年８月撮影のランドサットTMlIlIi像をⅢいて，-k

地彼遡分類を↑jい，特に|)H光の激しいとされた地域について，残存する熱,ＩｌＷ地林の自然林と

それを取りまく農地と２次林が形成し始めて放棄された農地の土地被覆変化状態を解析した。

｣笘地被掴変化の解析の際には，それぞれの分類結果をl00mxlOOmll11隅のメッシュサイズにリ

サンプリングし,ＧＩＳデータベース化した。さらに，現地調査で人手|[}来た|)3発プロジェクトの

位置を水す地ＩＸ１（ProjectLocationmap）から，開発範州をデジタイズし，lIlli像に重ねた。

その結果，熱帯iM地林である［1然林は，周閉からの環境改変の11iﾉﾉにより，その人きさを縮

小していた。さらに，水111のI(IilYiは哨人していた。また，1973年には１V〔地と分頻された簡所

が，1988ｲliには森林に分類されていた。ＧＴ結果と比較してみると，この地|×は，２次林であ

るメラ・求[力林であった。

以'て，本解析により，熱,１１$湿地林地帯では，地域開発に伴い，開発範ljlilの1剛辺でも開発が進

行し，既存の腿地でもその利111形態が変化し，また，農地開発が失敗した地|>《では腱地が荒廃

化し，＿ﾕ次林が形成されていることがlﾘ11膿に確認された。画像の解析結果は，ユリ咳地域の時系

ダリ・Ｉ:地被孤データベースとして利川できると考えられる。

植生変動の解析による景観生態学的類型区分

森本十桁（人阪１１:n1人'Ｗｕｌ学ＩＭＩ）

リモートセンシングにより，沙漠化地域の値''2モニタリングに際しては，つねにその雫間解

像度の述いによるｌｉｌＩｉﾉ|{凡例の怠味の違いや，植生類型の連いによるｌＷｌｉ指数の趣Lltの逆いに配
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慮する必要がある。本研究では，これまで粗放な開墾と過放牧による沙漠化と緑化事業を経験

してきた内蒙古のオルドス高原ムウス沙地を対象に，グランドツルースとNOAAAVHRR，

SPOTHRV，その他を組み合わせて沙漠化と緑化状況の適切な評価方法を開発し，植生変動

に及ぼす自然的要因と人為的要因を明らかにしようとしている。

本年は，現地調査において，現地の景観生態学的土地被覆単位であるヨモギ群落や常緑針葉

樹低木群落，その他の植生について分光反射特性を測定し，植生指数と葉面積指数，現存量の

相関関係について調べた。その結果，各植生単位ごとに植生指数に基づく回帰式が得られたが，

常緑針葉樹低木群落はかなり特異な反応を示すことが判明した。さらにこの結果を用いて現地

におけるカイトを利用した赤外線写真による群落葉面積指数と現存量の推定を行うことができ

た。これらの結果は来年度からの広域モニタリングの重要な基礎資料となる。

□課題（P9706）：NOAA／ＡＶＨＲＲによる草原バイオマスの推定（継続）

目的：半乾燥地帯における希薄なバイオマスを衛星データと地上観測により正確に把握し，地

球規模の砂漠化モニタリングと半乾燥地帯の生態系維持を目指すｃ当初はモンゴルにお

いてモンゴル環境庁の協力を得て手法開発を行う．

モンゴル放牧草原における植物種構成，植物鐙に及ぼす放牧の影響一実測とモデル化一

大久保忠且（茨城大学理学部）ほか６名

モンゴル放牧草原におけるバイオマスの推定と家畜生産力の把握

秋山侃（岐阜大学流域研究センター）ほか

研究の背景と目的：モンゴルおよび中国内蒙古を中心とする豊北アジアステップ草原では，

数百年にわたり放牧しながら短草型草原植生を維持してきたが，近年，周辺の人口増に伴う家

畜放牧圧の増加で，草原の砂漠化が急速に進んでいる。この放牧草原の家畜収容力や環境容騒

の範囲内で適正に植生を維持しつつ持続的利用を図るためには，植物バイオマスと放牧家畜の

相互関係について，地上ならびに人工衛星データからの実測と，数学モデルによる正確な予測

を行う必要がある。とくに本研究では，植生構成種により家畜の成長・堆産力が異なる点に注

目し，エネルギー流（代謝）として把握したモデル開発と，衛尾データによる広域的草量分布

の解析を試みる。学際分野（情報工学，環境科学，草地学，畜産学等）の専門家と，異なる組

織（岐阜大学，千葉大学，茨城大学，中国科学院植物研究所）を結集した共同研究により，新

たな研究展開を図る゜

研究内容・計画：１）中国内蒙古自治区シリンゴロ平原を研究対象地とし約５年間の調査研

究を行う。２）日本国内の放牧草原における植物バイオマスの推定法の検討：かねてからバイ

オマスの調査を続けてきた放牧草原で，植物生産力の季節的動態の実測をさらに補足する。あ

わせて地上数メートルからの遠隔測定による推定値とバイオマス現存員との対応を調べる（飛

騨，日影平，若座原牧場等)。３）衛星画像解析による広域的草量分布の変動解析：中国内蒙

古シリンゴロ平原の1970年代から最近までのランドサット画像を解析し，家畜頭数，気象条

件等と草原植生の関係を解析する。４）現地における草地生産モデルの構築：中国科学院内蒙

古草原生態系研究所と共同研究を行い，既存の文献等から植生別種構成の変化やバイオマス生

産のモデルを構築し，草と家畜の生産力を推定する。また，砂漠化危険地域を予測する。

初年度の主な成果：１）1970年代からの衛星画像をはじめ，植生，土壌，気象等関連資料

を収集し，一部をデータベース化した（中国との共同研究)。２）８月の現地調査により，特

徴的な地表被覆物を把握し，衛星画像解析の方向性を把握できた（中国との共同研究)。３）
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分光器を用いた予備実験で，草最と分光反射係数の間に高い相関係数を認めた。４）放牧草原

の草最と，衛星波長反射との関係を分光反射指数として利用する可能性を見出した（千葉大学

との共同研究)。５）これらの計画と成果を，８月に内蒙古自治区フフホト市で開催された

｢内蒙古高原の草原管理国際シンポジウム」で発表した。

NOAA／ＡＶＨＲＲから推定される草原バイオマスを用いた炭素循環モデル（Sim-CYCLE）の検

証

及川武久・伊藤昭彦（筑波大学生物科学系）

草原における土壌データがＮＯＡＡＡＶＨＲＲに及ぼす影響

高木方陸（高知工科大学社会システム光学科）

□課題（P9707）：ＡＶＨＲＲ／ＧＡＣ多時期データの処理方法に関する研究（継続）

目的：１３年におよぶデイリィーベースのＮＯＡＡＡＶＨＲＲＧＡＣデータ（地上解像力４km）の

クラウドフリーデータを作成し，地表面や海洋の長期間で起きている現象を解析する。

ＮＯＡＡＧＶＩ（地上解像力16km）データでなされた様々なグローバルスケールの解析が

より詳しく行える。

ＡＶＨＲＲ／LACデータとＡＶＨＲＲ／ＧＡＣデータの時系列比較分析に関する研究

石黒悦爾（鹿児島大学農学部）

ＡＶＨＲＲ／ＧＡＣデータを利用した食糧収量推定に関する研究

新井田秀一（神奈川県立生命の星・地球博物館）

人口増加の歴史は，農業の発展の歴史ともいってもいい。人類はほんの200年前まで10億人

に満たなかった。食糧の増産が人口の増加を促し，また，人口増加が食糎の増産を促した。そ

の結果，現在人類の人口は，６０億人に達しようとしている。この食糧の急激な増産は，農法

の改良によるものだけではない。化学肥料の使用など農地への過剰な負担や，排水不良や乾燥

地帯など農地として不適な場所の開墾に支えられている。この結果，土壌の流出などが起き，

耕作可能面積が減少しつつある。また，食糧生産高は，雨量・気温などの気候にも左右される

ために，地球温暖化などの地球環境問題からも影響を受ける。

これから未来へ向けて，食糧事情はさらに悪化していくものと思われる。そこで本研究では

人工衛星を用いたリモートセンシングから得られた植生・気候などのデータから食糎収量の推

定方法を確立していく。これは地球全体での食糧事情を把握するために有効なものと考えられ

ている。

本年度の成果：木研究では，アメリカ気象人気局の気象観測衛星ＮＯＡＡシリーズに搭載さ

れているＡＶHRR（改良型高分解能放射計）のデータを用いる。このデータから植堆指標と呼

ばれる近赤外と可視域との比を計算する。最終的にはＧＡＣと呼ばれる４kｍメッシュのデータ

を便川する予定だが，モデルの開発段階に当たっては，１６kｍメッシュに間引きしたものを使

用する予定である。

本年度は，モデルを開発する前段階として収量推定をモデル化する食糧についての検討を行っ

た。世界の食糧事情を考えたとき，いわゆる主食といわれている穀類を中心にリストアップし

ようとしている。例えば，米，小麦，大麦，ライ女，えん麦，とうもろこし，あわ・もろこし，

大豆，ばれいしょ，かんしょ，キャッサバなどである。次にこれらのデータを国別に集計する
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わけだが，この国については，統計資料の信用性を高めるため，国情の安定している国を調査

中である。これらについては国辿食織農業機関（ＦＡＯ）において発行している統計資料の人

手を検討している。

将来構想：来年度は16kmメッシュデータを使った推定モデルを調査し，検討を行う予定で

ある。最終的には海表lhi水温などの衛星データを組み込み，さらに気温．湿度など現在地卜で

観測されている気候データを含んだ複合モデルを開発する計1mである。

□課題（P9708）：衛星データと地理情報を用いた地域環境解析の手法に関する研究（継続）

目的：地理情報システムを用いて複数の衛星の多時期データと様々な地理情報を雨ね合わせ，

近代化による土地被覆変化が地域の環境に及ぼした影響を定量的に評価する手法を開発

することを主目的とする。特に水・エネルギー循環の変化に焦点を合わせ解析を行うが，

地球科学・環境科学全般から課題を求めている。

房総半島におけるＪＥＲＳ－１ＳＡＲデータによる構造解析とそのテクトニクスヘの応用

伊勢崎修弘（千葉人学理学部）・藤井直之（名古屋大学理学部）

房総半島は，その春か沖にTriplejunctionが位置しており，太平洋プレートとフィリピン

海プレートの影響により，たえず地殻変動が見られる地域である。特に房総半島南部は鴨川地

溝帯を境に線状構造に変化が見られる地域である。ＧＰＳ観測からは，房総半島南部と千葉の

間の斜llli雛が短縮する傾向が見られ，その距離は－年間でおよそ0.5～１５cmである。

近年，宇宙に基をおいた観測技術から得られるデータはその精度や空間分解能が高く，地球

科学の研究に多数貢献している。合成開口レーダ（SAR）は全天候性のマイクロ波を送信す

る能動型センサであるため，光学センサのように昼夜，天候に左右されることなく地表を観測

することが可能である。ＳＡＲのインターフェロメトリック解析では，広範閑を対象として画

的に地殻変動を数cmのオーダーで検出することが可能である。本研究では，地球資源観ＩＨＩ衛星

JERS-1に搭載された合成開口れ－だのデータを用い，地表地質地形の検出および，ＳＡＲイン

ターフェロメトリにより房総半島南部の地殻変動を検出することを目的とする。1993年１月

１５日と1996年１月１０日に観測された２シーンの画像再生処理を行い，アフィン変換による幾

何補正を行った。その後，地表地質構造を反映するリニアメントを差分オペレータにより求め

た。さらに，本論では房総半島南部のインターフェロメトリック解析により検出される地殻変

動と地表地質構造との比較を行い議論する。

己

衛星データと地理情報を用いた北東アジアの水文・地形システムの解析

柏谷建二（金沢大学理学部）

グローバルな気候変動に鋭敏な反応を示すアジアモンスーン域の北縁部にあたる南シベリア

の流域およびこの数年間に豪雨災害の多発している北陸地域を対象にして，流域の水文・地形

資料および衛星データから得られる環境資料等の考察に基づいて，水文侵食環境の変動と崩壊・

上行流などにみられる地表部の物理的応答，いわば地形システムを明らかにすることを試みた。

南シベリア，バイカル湖周辺および北陸地域の時系列衛星データを人手し，変化を明らかに

した。特に北陸地域では現地調査との比較検討に電点を置いた。同時に，対象流域（黒部川，

姫川およびバイカル湖南部の流域）の水文・地形資料を収集・解析し衛屋から得られる現地の

状況と比較検討を行った。
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ＧＩＳと衛星情報を利用した中国半乾燥地域の植生・土地利用変化解析

小林達１１１１（Ｔ葉人`､jと|判幾､rh部）

中１１Jの代衣的12[M2燥・砂漠化地域である中国ムウス砂地の景観変動を，術111データ（LANDSAT；

ＭＯＳ)，航窄ﾂjUU，llloiﾉlilx1・」て地利１１]図などを用い，また現地調査をおこなって分析した。

1978年又のＬＡＮＤＳＡＴ／ＭＳＳデータと1993昨夏のＭＯＳ／ＭＥSSRデータのそれぞれからＮＤ

ＶＩ（iEBJ化飛lllI(ﾉ１１指数）llIli像を作成して比較した結果，ｉ１ﾘ111%}いや部IＩｊ（楡林Ilj）・集落IiBI辺

で柄Lli1ltが蝋ⅢⅡしていた。７０ｲ|{代後半に撮影された航空写真と現在の’2地利''1を比較し，現

地の関係者から'１１１き取りを行った結果，河川や農村周辺では「ﾘ|水拉沙法」などによって農地

が増入したことがわかった。同じく，楡林市周辺では，緑化・造林ﾁﾄﾞ災が進腿して森林が大規

模に造成されていた。いつぽう，衛星データの分析により植化lilの減少がhMi杵だった地域とし

て，楡林llj部，水jliiであるrli1リダムヒ流の草原がみとめられた。楡林ｌＩｊ部では，この'Ｍ１の郁巾

化の進展によって股地が減少し，趣ぺい地が増加していた。li1iIリダムヒ流部には入城できなかっ

たのでIﾘ1らかではないが，腱地拡大・過放牧などによって械生が衰退したものと思われる。

このほかＭＯＳデータの季節的解析から安定度の,高い常緑的なF1然械ﾉＩｉの分ｲＩｊが｝lllll}できた。

その分布を過去のｌｉｆｉﾉｌｉ図と比較した結果，牧畜地域では安定値/|孔域の減少がAlられ，楡林市周

辺ではその期DIIが兄られた゜

以上のように，令体としては潅慨施設が整い土地管理意識がi舟い農村地域で緑化が進行して

おり，雄概施I没のない牧畜地域内の天水農地と放牧草地で，市場経済の影郷のもと，砂漠化が

進んでいると推察された。

地理情報システムによる十勝地方の農業情報データベースの開発

菊地晃Z・辻修（柵広畜産大学）

本研究の卜|的は，我がlRIにおける畑作物食糧基地である十勝地方においてこれまでWli築され

てきた腿災lI1i報，特に，作物生産に関わる土壌，農業気象，‐'二地改LLLに|則するデータをＧＩＳ

をⅢいて－つのデータベース化し，今後の十勝農業の発歴に寄与することをl-1的とする。

昨年度は，その手始めとして，’'1論者の菊地が作成した25ｲIH11lIにわたる｜勝地方の1308区

IIIliからなるテンサイ収1,t地ｌＸｌをＧＩＳに取り込んだ。本年度はそれに､Ⅱえ，｜･勝祷内における

'2壌以1を掛け合わせることによって，十勝管内における作物211行とｌ域のｌｊＬ１係が，I-l視によっ

て把握することが【ﾘ能となった。

来年度以降も，新たな僅災|則係情報をこのＧＩＳに取り込むことによってこの}勝地方にお

ける農業IIli報データベースの充実が'又'られるものと思われる。

衛星画像による水鳥類生息湿地の解析

金ノト桁（lM1Jl法人１１本野.($の会研究センター）

アジアの北火祁や海ｌＩｉ部には，ツル類やガンカモ類，シギ・チドリ類のﾉli且地となっている

ilid地が多数存ｲ|;している。これらの湿地は，湿地内や周辺，」2流祁のllM光によって人きぐ変化

しつつある。水研究では，これらの湿地の現状や過去からの変化を術jIllIIIi像により把握し，今

後の１１ⅡＩ地保余Ⅱil1IIIiを検,紺することをＨ的とする。

卜{水野`(；の公では，人ｌ:術jI1を利1Ⅱしたツル類やハクチョウ蛾の渡りの迫IMIを火他するとと

もに，アジア将地のKMiH保0通'11体と辿絡をとり，渡り鳥にとってjlli喫なﾊ１１地を)11111)している。

水研究では，これらの川賊にとってiF典なi1,,1地について，術j1lUIll像からそのi1i1l地の｜増地利111状

》,１，１１<[ﾉｌｉ，水(１t変化の総（|{およびｲﾄﾞll1l変化を分析した。分析を↑j:っているﾊ１１地は，IlIlKl東北部

のiil:､Ｉｉ１１ｉ〔Ａ１辺，IlIll(1'''１荊部のポーヤン湖などである。
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また，人［術111による追跡を行った同体の位置と衛展画像を分析した結果をWIね合わせるこ

とにより，鳥餓の利||Iする場)Ｊｉの環境特性を明らかにする作業を↑ｊった゜

ＡＤＥＯＳＡＶＮｌＲを用いた地域水文モデルの構築に関する研究

杉１１１倫Uｌ（筑波大学地球科学系）

ADEOS／ＡＶＮＩＲに代衣される高分解能の'ElI視・赤外センサーのⅡ$系ﾀﾘlIlli像データから水文・

I1fi生状態litおよびフラックスに関するシグナルを}IllllＩすることを1-1的とする。1997イド７ﾉ」に

滋賀県i断)１１１１｢の水111において可視・近赤外lIIli像と熱赤外画像を地上において収1(礼，｜可時に計

測された熱収支要素と比較した。また，筑波大学の草地と水Ⅱ1の実験|lIil場において熱収支観測

を継続するとともに，SPOT／ＸＳ観測（宇宙開発事業団の協ﾉjによる）とlIillO1して，地j1で

可視・近亦外lIlli像と熱亦外1iIIi像を取得した。今後，SPOT／XSlllli像と熱収支・水収支要素と

比較することにより，蚊も実川的な可視・赤外センサーから広域フラックス推定に有効なシグ

ナルをhlllIlする作業を進める。

地表被覆と水・熱フラックスの空間分布に起因した積雲発生メカニズムに関する研究

櫓|||哲哉（名Ｉｌｊ膿人学人父(水圏科学研究所）・木村富士雄（筑波人学地球科学系）

陸ｌＬでは風向に()った硯Ⅱﾘ的な小積雲の配ﾀﾞﾘが観i1IlIされることがある。さらに，これらの小

積雲は約10km以「の水､'2規模の微細な地形や地表被覆に対応して強調されたり，リリめられた

いしていることが認められる。これは，小規模の地形起伏と地表被撹の不均一な分njとが相まっ

て，値ﾉ|ﾐ風と地形風とが混合した形でのメソスケール循環が起こり，小iIi蛍の分ｲijに影粋して

いるものと答えられる。

本研究では，腿なる地衣被捜が数kmの空間スケールで/f〈規I1Uに存在する広域陸地IlIiにおいて，

地表111iからの熱フラックスの空lI-lI分布と，地形風や植/t風等のメソスケールの女(象現象との関

係を見'l}し，Landsat-TM等のi断空間分解能の衛星画像を111いて，職塑発ﾉＩｉのメカニズムを解

明することを目的とした解析を行った。

研究対象地域は，茨城県１打部の小且川および桜川に挟まれた筑波台地，およびその周辺の低

地である。対象地域には，しばしば規則的な小積雲の配ﾀﾞﾘが観ijlIされることがあり，本共lIiI利

用研究の一環による地球観測衛星Landsat／ＴＭの画像解析により，1984ｲl（７）１３１日におい

て，｜`1地域に小iyi望の配ﾀﾞﾘがきれいに観測されていたことがわかった。本研究は，このlliji像を

発端とし，以卜の２つの解析を行った。

①上記Landsat／ＴＭデータのＵＴＭ座標系への幾([Ｉ補正とlIlli像化

②小穣要の塞底,ｉｉｉ度の兄枇もり

その結果，Iziid観illlHにおける小積宝の雲底高度は，約485ｍと''１１１１リルた。

本研究対象地域では，1992年８月に，ＴＡＢＬＥ（TsukubaAtmosphericBoundaryLayer

Experiment）と呼ばれる人気一陸而間の水・熱輸送に関する広域観illllを実施している。この

観測期|M1中の1992ｲｌｉ８１ｊ６Ｈには，1984年７月３１}］とlTil様な小賦衷が地｜:から槻iMIされてい

る。このＨに槻ＩＨＩされたラジオゾンデから得られた人気境界Ⅱ`illIの１Ｍ位プロファイルと比湿プ

ロファイルにより，小枇墾の要底商度が約500ｍと､卜１１別された。今後は，研究対象地域におけ

る」Z地利川のメッシュマップを111いて，1992年８月６日での筑波台地｜zと低地上での蹴熱・

潜熱フラックスのlililYilⅡWii､|A均値をそれぞれ算出し，５０ｍメッシュの標,(ljデータを１１１いて，

地形と地衣被劉の状態を考慮した地形風と植生風に関する数''１〔実験を行い，比較的､lA11lではあ

るが小規模の地形起伏と地衣被覆の空間分njに起IJklした小概要の発ﾉｌｉのメカニズムを解|ﾘ)する

予定である。
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□課題（P9709）：地理情報データベースの開発と運用（継続）

目的：リモートセンシングデータのグランドトゥルース，あるいは地球環境に関するモデルの

検証に利用叫能な野外科学分野における観測データを岐新の地理情報システム上でデー

タベース化し，時間・空間的な情報を得る手法を開発する。

養老川流域環境データベースの構築

飯村兄（千葉県水質保全研究所）

総合的な流域管理のための基礎資料とするために，千葉県内の河川流域の水環境その他に関

するデータを地理情報システムでデータベース化した。

県内河川について，公共用水域水質測定結果，流域市町村の字別し尿処理形態別人口，家畜

飼養頭数などの既存データ，水質調査等による水質測定，河川流量などの独自データ，及び衛

星データを地理情報システム上で連関させ，流域環境管理データベースを整備する。

本年度は養老川流域を対象として地理情報データベースの作成を試みた。流域界，字界，河

川流路等の地理情報をＧＩＳアプリケーションであるMaplnfoを用いてデジタル化した。この

地図に以下のデータベースをリンクさせ，１二迦図を作成するベースマップとして使用する。

収集したデータは人口，浄化槽，学校，病院，家畜等に関するものである。住宅用の単独処

理浄化槽はその設置基数を用いた。店舗付き住宅など，業務用などと住宅用が兼用のものも含

んでいる。合併処理浄化梢は小規模（50人以下槽）のものはその設置基数，大規模（51人以

止）のものは人槽数の合計を用いた。

学校の児童，生徒，学生数は，「平成８年版千葉県教育便覧」（千葉県教育委員会編)，病院

(医院・診療所を含む）のベッド数は，「平成８年版千葉県病院名簿」（千葉県衛生部編）によ

る。家畜頭数は「平成８年版千葉農林水産統計年報」（関東農政局千葉統計事務所編）のデー

タを元に調査した。

水質調査結果については水質汚濁防1ｔ法に基づき市原市が行っている水質調査結果を千葉県

がとりまとめている「公共用水域水質測定結果及び地下水の水質測定結果」を用いた。調査地

点のうち「高滝ダム」はダム完成前に調査されていた地点で，現在はダムになっている。

これらのデータの持つ位置情報（字，座標）をキーにして地図にリンクさせることによって，

様々な主題図を対話的に作成する手続きを確炊させた。

降水の安定同位体比を用いた水蒸気起源の分類に関する研究

嶋田純（筑波大学地球科学系）

環境リモートセンシングによって得ることができる様々な広域情報を検証する手法の一つと

して降水の安定同位体は非常に有望である。なぜなら，降水の安定同位体組成は降水の履歴情

報，すなわち，どこで鱸発したか，どのような状況で蕪発したか，どこから運ばれてきたか，

といった水循環に関わる情報を含んでいるからである。そこで，ＩＡＥＡ／ＷＭＯで作成されて

いる降水の同位体組成データセット（GNIP）をデータベース化し，ＧＩＳに組み込むことによっ

て対話的な主題図作成が行えるようにした。今回は。値（d-excess)と呼ばれるパラメータに

着Ｈし，その季節変化を世界地図上で比較した。その結果，モンスーン地域であるアジアでは

夏と冬に。値が大きく変化することが明らかになった。夏の降水の。値は小さく，海水に近

いことを意味している。一方，冬のdIlI1(は人きぐ，海から蒸発した後，何１回1も再蒸発を受けた

水であることを意味している。風系と合わせて考察すると，夏の降水は南方の海上から供給さ

れたばかりの新しい水であり，冬の降水は大陸起源の再蒸発を経験した降水といえる。
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リモートセンシングによる熱帯地域スリランカの水循環変化に関する研究

冊ＬＰ正（筑波大学地球科学系）

-k地被覆の改変といった人間活動による地表iliiへのインパクトは，熱収支・水収支の変化を

通じて地域の環境へフィードバックされる。一方，地域の熱収支・水収支はグローバルな環境

変動の影響も受ける。インド洋の孤立峰であるスリランカ島ではインド洋の海水温上昇に伴う

降水量の変動と歴史時代の土地利用の変化による水収支の変化により，中央１１１岳地域に源を発

するマハウニリ川の流況は大きく変化した。マハウェリ川流域の降水風変動は榧根ほか（1995）

が詳細な解析を行っている。また，流域のｔ地利用の変化による流況の変化はマドゥマ（1994）

による報告がある。本研究では衛星データによる画像解析と地理情報システムの手法を用いて

近年の土地利用の変化のマッピングを行い，それが地域の熱収支・水収支に及ぼした影響を評

価することを目的とする。

榧根ほか（1995）はスリランカの降水昂が平地では増加，山地では減少していることを明

らかにし，これを北インド洋における岐近の海水温上昇によって説明した。このような降水量

の変化は河川流鼓の長期変動に現われる筈である。MaddumaBandaraandKuruppuarachｃｉ

(1994）はスリランカ111地域を流れるマハウェリ川の上流部において長期間の流況解析を行っ

た結果，乾期の流量は減少しているが，雨期の流域は増加傾向にあることを明らかにした。雨

期の流量増加は降水量の変動傾向とは逆である。このことの説明として彼らは土地利用の変化

をあげている。

マハウェリ川の流域はセイロンティーの産地であるが，上地利用図の解析によると1956年

に流域の61.1％を占めていた茶畑が1981年には38.8％まで減少した。換わって大きく増えた

のが居住地と作物畑である。この土地利用の変換が流域における水収支を変え，降雨時の直出

流出成分を増加させた。

地球観測衛星ランドサットは1972年より観測を行っている。そこで，1976年５月１８日と

1980年２月６日のマハウェリ河流域のランドサットMSSlIlIi像を入手した。また，スリランカ

は日本の衛帛であるMOS-1のバンコック受信局の受信叩能範囲にある。そこで，1989年２月

１７日のMOS－１／ＭＥSSRデータを人手した。これらの画像データと現地で人手した印刷地図

を用いて最近の土地利用変化のマッピングを行う予定である。

ＧＩＳを用いた総合的土地利用データベースの開発

尾藤章雄（山梨大学教育学部）

総合的土地利用データベースの開発の最初の段階として，人、の爆発的増加で将来の食料供

給が懸念される中華人民共和国について20kmメッシュの土地利用データベースを作成した。

共同利１１]研究の申請の際には，ATLASＣＩＳを用いて作業を進める予定であったが，新たに同

じESRI社から発表されたＡＲＣＶｉｅｗ３ＧＩＳを用いることにし，Arclnfoとの連携を取りながら

作業を進めることにした。

もとになる土地利用のデータはL|｣国科学|+|版社が1990年に出版した「ｌ：lOOOOOO中国土地

利用図（'二地利用は1985年当時のもの)」である。この図の陸域に経度１度を４等分，緯度１

度を６等分する線分を引き，この線分に囲まれたメッシュ内の土地利用種目を面積の大きい1順

にすべて数字で記録した。凡例は適宜まとめて63種目とし，多くのプロジェクトが食料生産

に重点を置いている現状に適合するよう，農地利111に主眼をおいた。また'司じI1j国科学出版社

から出版された「中国土地利用」の記述に基づいて，西暦2030年頃の土地利用変化をシミュ

レートし，その結果を土地利用変化図（2030年)として表現した。
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流域水文観測データベースの開発

辻村真貰（愛知教育大学）

環境リモートセンシングを実用レベルまで高めるには地上検証データが不可欠である。その

ようなデータの一つとして流域水収支法による実蒸発散最データを収集し，データベース化を

行った。公開されているジャーナル，報告書等から年および月単位で降水量，流出量データを

抽出し，損失壁（降水壁一流出壁）を実蒸発散戯とした。現在までに全球で約1100レコード

を集積し，世界の年蒸発散最分布図が描けるまでになった。また，蒸発散量対降水量の散布図

を作成すると，地域ごとに蒸発散量の岐大値が存在し，降水量との関係から蒸発抑制が生じる

降水量の閾値を定義することができる。この他は地域の水文環境を理解する上で決定的に重要

な値である。今後，レコード数，特に流域の位置情報を集積し，データベースの情報量を増や

す予定である。成果は1998年３Ｈにクアラルンプールで開催されたFirstAsianPacificFRIEND

WorkshoｐｏｎＤａｔａＡｒｃｈｉｖｅａｎｄｔｈｅＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃMethodsforComparativeHydrologyand

WaterResourcesにおいて発表した。

□課題（P9710）：地表面反射スペクトルデータの収集手法の開発とスペクトルデータベース

の作成（継続）

目的：リモートセンシングによる植生の物理量抽出の間接推定アルゴリズム開発に適用可能な

反射スペクトルデータの収集手法を検討し，実測によるスペクトルデータ収集を行う。

さらに，収集したスペクトルデータを容易に利用できるような形でデータベース化する

手法の検討を行う。

広域ネットワークに基づく衛星データ検証用トゥルースデータの効率的公開方法の検討

奥村浩（長岡技術科学大学）

■２．２一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究。あるい

はリモートセンシングの有効利用を推進するための野外観測やデータベースおよびセンサーの

開発等に関する研究

リモートセンシングを用いた海洋からの生物起源硫黄の放出量の推定とその地球の気候変動に

及ぼす影響

H1中茂・駒崎雄一・成田祥（慶応義塾大学理工学部）

令地球的な硫黄化合物の循環を考える上で，特に，海洋からの生物起源による硫黄の放出量

が比較的多いことが最近注目されている。海水中の硫酸イオンは植物プランクトンに取り込ま

れ，体内で有機硫黄化合物であるジメチルスルフィド（ＤＭＳ，ＣＨ３ＳＣＨ３）に還元される。

ﾉｌｚ理作)'1により排111されたＤＭＳは難溶性・揮発性であるため，海水から大気へ放出される。

そして，海洋大気中に放出されたＤＭＳはＯＨラジカルと反応し，ＳＯ２及びメタンスルホン酸

(ＭＳＡ)に酸化され，さらに硫酸に酸化されることが報告されている。簸終的に生成された硫

酸は蒸気圧が小さく，大気中で粒ｆ化し，雲の'|{成に必妥な凝結核となる。雲は太陽光を遮断

し，地表１ｍが暖まることを妨げるので，地球を冷却する働きがある。したがって，海洋から生

物作川により大気中に放ＩＨされるＤＭＳは，炭酸ガスとは異なり，地球の温暖化を結果的に抑

制する作用があると考えられる。こうした地球の気候変動の観点から，海洋中のＤＭＳなどの
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生物起源硫黄の測定が行われるようになってきた。そこで，本研究においては，人兀衛星によ

るリモートセンシングを用いて地球規模での海洋からの生物起源硫黄の放出量を明らかにする。

研究代表者である田中（慶應義塾大学理工学部）は，海水Lllの植物プランクトンにより生成

され，海洋から大気へ放出される生物起源有機硫黄（ＤＭＳ,ジメチルスルフィド）に着目し，

ガスクロマトグラフ法およびイオンクロマトグラフ法を使用した海洋大気中のＤＭＳ,ＭＳＡな

どの生物起源硫黄化合物の測定法を開発してきた。そして，①1988年および1990年に，南極

観測船“しらせ,，の航海において大気試料を採取し，南極近海におけるＭＳＡの濃度分布を明

らかにした。その後は，②1991年，原油タンカー“ジャパン・バイオレット”による西部太平

洋，アンダマン海，北インド洋，アラビア海，ペルシア湾の航路上，③1991～1992年，日韓

フェリーによる瀬戸内海の航路上，④1992～1997年，東京大学海洋研究所“白鳳丸”による

西部太平洋，インド洋の航路化において海洋人気中のＤＭＳ，ＭＳＡなどの生物起源硫黄化合物

の測定を継続して行い，海洋における生物起源硫黄化合物に関する多数のデータを蓄積してき

た。しかしながら，全地球的な生物起源硫黄の状況を把握するには人工衛星のリモートセンシ

ングによる海洋モニタリングも必要不可欠である，そこで，これまでの海洋調査結果と人工衛

星によるデータ解析を行い，人工衛星による唯物起源硫黄化合物のモニタリングの可能性につ

いて積極的に検討する。具体的には，人工衛星による海色データをもとにして海洋における植

物プランクトン量と種類とを推定し，生物起源硫黄化合物との海洋調査結果などと人工衛星に

よる海色データとをあわせて，植物プランクトンによる生物起源硫黄の生産量と海洋からの放

出量を推定する。

本年度は，データ解析のもととなるクロロフィルａの測定を三河湾・佐久島にある名古屋大

学付属太陽地球研究所・佐久島観測所で行い，ＤＭＳの前駆体であり，生物起源硫黄化合物の

一つであるＤＭＳＰ（ジメチルスルフォニオプロピオネート）との関連を見出した。このことか

ら，人｣二衛星による生物起源硫黄化合物のモニタリングの可能性が大きいことが明らかとなっ

た。

ＡＤＥＯＳＯＣＴＳデータと海上現場データによる大気補正アルゴリズムの評価

香西克俊・境田太樹（神戸商船大学）

インドネシア東部沿岸浅海域における堆態系を保護し，かつ港湾などの開発計画を管理する

ためにPadar島周辺において1994年９月底質観測と測深が実施された。｜ril海域をカバーする

LandsatTM画像が取得され，測深および底質分類のため用いられた。ＴＭを利用した種々の

測深モデルを試した後，そのうちＴＭのバンド１と２を利用したmultiband-multilinearモデ

ルを現場深度との高い重相関係数のために選択した。モデル自身の標準誤差は５メートルの深

度編に対して約60cmであり，実測と推定深度のrms誤差は約１ｍであった。またモデル推定

値に対する種々の底質の影響を検討した。

マイクロパルスライダーによる大気観測およびデータ解析アルゴリズムの開発

中村隆・桜田安志（釧路Ｌ業高群専門学校電ｒ工学科）

マイクロパルスライダーはエアロソル観ii1Iのためのアイセーフで小型の今固体ライダーであ

る。このライダーは信号検出にフォトンカウンティングを用いる事により，成層圏までの消散

係数分布を導出可能である。本研究では，マイクロパルスライダーに大容量のアーカイブ装置

を取り付けることにより，長期間での自動気象観測をおこなった。現在は，地ｋから６０km程

度までの観測データから，フェルナルドの方法を用いて，消散係数分nJを自動的に導出するア

ルゴリズムを開発中である。また，マイクロパルスライダーで得られるデータからは，消散係
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数分布だけではなく，雲低高度等のデータが取得可能である。そこで，マイクロパルスライダー

で得られたデータから雲低高度を自動検出する為のプログラムを開発した。

リモートセンシングを用いた都市域の地表面温度に関する地理学的研究

三澤正（千葉大学教育学部）

本研究は，都市域の地表面温度の微細構造と土地利用状況との関係を明らかにすることを目

的としている。解析対象地域は，近年の土地利用の変化が著しい地区である千葉市周辺とした。

1985年８月のランドサット画像によると，高温域が千葉市中心部や海浜ニュータウンをは

じめとした住宅集中地区，さらには臨海コンビナート地区に広がっている。また主要街道に沿っ

て高温域が分布する。これに対して，畑地や水H1，巾街地内部の大規模な緑地（公園等）は相

対的な低温域になっており，両者の栄は10°Ｃを超えている。この様な地表面温度分布は家屋

密度の分布と良い対応関係を有することがわかた・

千葉市周辺では，幕張新都心の開発や千葉ニュータウンをはじめとした住宅地開発が進行中

で，これら地区では土地利用が大きく変化しつつある。1985年当時は開発途中であった幕張

新都心や千葉ニュータウンは，まとまった高温域を形成するには至っていない。今後は，これ

ら地区の最近の地表面温度分布を調べることによって，土地利用の変化に伴う温度変化を明ら

かにする予定である。

二波長同時発振小型可搬ＣＷライダー用光源の開発

尾松孝茂（千葉大学工学部）

半導体レーザー励起固体レーザーでは，励起光である半導体レーザー光が固体レーザー結晶

に吸収される際に発生する熱がレーザー結晶の屈折率変化をもたらし，結晶がレンズとして働

くという，いわゆる熱レンズ効果が現れる。特に，Q-switchレーザーでは，Q-switchセルを

共振器中でレーザー光が最小ビーム径を持つ位置に挿入する必要があり，熱レンズ効果は共振

器設計の雨要な指針を与える。また，ＮＬＹＡＢレーザー結晶はそれ自体が非線形光学結晶であ

る自己周波数逓倍型結晶である。それゆえ，ＮＬＹＡＢ結晶では，熱レンズ効果は共振器構成を

変化させるだけでなく，熱的な位相不整合を誘起するため，レーザー光出力効率に直接影響を

与える。従来，固体レーザー結晶の熱レンズ効果は結晶を一枚のレンズとしてみなし，結晶の

励起領域へ入射したレーザー光の集光度から，評価するのが一般的であった。この方法は簡便

ではあるが，測定精度が低く，また，励起領域の直径が100四ｍ程度と極めて小さい端面励起

型半導体レーザー励起固体レーザーには適用しにくい。また，Q-switch動作のようにレーザー

発振，停止を周期的に繰り返し，動作中に共振器内光子密度が大きく変化する場合，反転分布

密度に応じて非輻射遷移確率が変化し，熱レンズ効果が周期的に大きく変化することが知られ

ている。しかしながら，レーザー動作中のレーザー結晶内の熱レンズ効果を直接測定した実験

例は報告されていない。本研究では，新しい熱レンズ効果測定法であるホログラムシェアリン

グ干渉法を考案し，なおかつ，Ｌ字型共振器を用いて，数100浬、という極めて微少な励起領

域内の熱レンズ効果をＮＬＹＡＢレーザー発振中，停止中に直接，測定することに成功した。こ

の測定結果から，レーザー発振中は動作停止中に対して熱レンズ効果が約60％程度に減少す

ることが明らかになった。この測定結果はＱ－ｓｗｉｔｃｈＮＬＹＡＢレーザー共振器設計に重要な指

針を与えるものである。
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組成分析に基づく大気エアロゾルの吸収特性推定法の検討

太田幸雄（北海道大学工学部）

平成８年12月より平成９年４月まで，千葉人学環境リモートセンシング研究センター屋上

において，また平成９年５月からは北海道大学工学部の屋上において，晴天日の日中に分光型

日射計を用いて各波長毎の散乱日射量および全犬日射量の観測と，サンフォトメータによる大

気混濁係数測定（大気エアロゾルの光学的厚さの測定）を行った。また同時に大気エアロゾル

のフィルター補集も行った。フィルター補集したエアロゾルについて化学成分分析を行い，得

られた組成分析結果を基にMie散乱理論を用いて観測当日の大気エアロゾルの吸収特性を算

出した。この吸収特性と，測定された光学的厚さを用いて放射伝達方程式を解き，直達日射堂

と散乱日射量との比を算出した。同時に行われた直達日射量と燦燗日射員の比の観測値との比

較を行う事により，組成分析に基づく大気エアロゾルの吸収特性の推定方法についての精度の

検討を行った。

都市域における放射・熱収支のリモートセンシング

菅原広史（防衛大学校地球科学科）

ヒートアイランド現象に代表される都市温暖化問題は大気汚染やグローバルな地球温暖化の

定量的解析の面から解明が必要とされている。都市温暖化の原因のひとつに地表血が人工地表

面へと改変されることがあげられる。リモートセンシング技術を利用しこの地表面の改変が放

射・熱収支に与える影響を定量的に明らかにするのが本研究の目的である。

東京の都心における平均的な顕熱輸送風を推定した。推定には地表面熱収支を解くモデルと，

航空機リモートセンシング観測による地表面温度を使用した。熱収支を解く際に必要なアルベー

ド，地中の比熱・密度は観測によりそれぞれ独立に求めた。推定した顕熱輸送壁のＨ変化は人

気境界層の熱収支とよい一致を示し，この推定方法の妥当性が確認された。

SSM／|データによる亜熱帯収束帯周辺の水蒸気場の研究

児張安箙（弘前大学理学部）

米国ＤＭＳＰ衛星に搭載されたマイクロ波放射計ＳＳＭ／Ｉ（SpecialSensorMicrowave／

Imager）データは，大気中の水蒸気と降水:昂の情報を得ることができるので，地球規模の水

循環過程の研究に役立つと考えられる。４波長のＳＳＭ／Iデータから，月平均の鉛直積算水蒸

気量を求めた。Wentz（1994）のインヴァージョン法と早坂（1996）の重回帰式による方法

によった。客観解析データ（ECMWFReanalysisdata）と比較すると，梅雨前線帯や熱帯モ

ンスーン域の水蒸気分布に違いがみられたが，両者は定騒的にはかなりよくあっていた。また，

|可じＳＳＭ／Iデータから得られた水蒸気鐘でも，Wentzと早坂の方法では解析手法の違いによ

る差異がみられた。

ＳＳＭ／１，衛星赤外雲画像，雨風計の各データを組み合わせて，令球の月降水鼠のデータセッ

トを作るＧPCP（Globa]ＰrecipitationClimatologyProject）が始まっている（HuffmanetaL

1997L1998～1996年のデータを取得して予備的な解析をした。その結果，緯度20度～35度

の亜熱帯域の降水量は全球降水量の～20％で，亜熱帯域の低気圧経路に集中していることが

わかった。

外モンゴル草原地域の現在および過去の耕地の検出

阿小島功（'11形大学人文学部）

研究の目的：①モンゴルの半乾燥草原地域の丁'2地利川は伝統的に草原に優しい，すなわち侍
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統１J能な程度の遊牧であったが，約30ｲﾄﾞ前からソ連の援助によって大規模機械化耕作（帯状

の隅ｲ1耕作）が導入された。本来脆ﾘﾘなﾉｌｉ態系においてi『われた大規模機械耕作の環境彩縛ｉＩｉ

Ｉｉ１１ｉや人口増，経済のl21II1化・混乱をｆｒｊｊｌとした近年の耕作の実態とその影騨を明らかにしたい。

その耕地分布（できれば荒廃程度）を人1:衛星画像から検ⅡＩする手法を検ｉｉｉしたい。②中世（？）

に漢人によって導入されたと考えられる放棄された耕作跡があり，その者,I｢学的検討もほとん

どijわれていない。人規模機械化耕作によって破壊される（た？）可能性のある例もある。そ

の分ｲijの把握の検ｌｉｌもしたい。

１２成９年度の研究内容：①モンゴル１１１央部ハラホリンにおいて，大規模耕地の現地調査と経

常者からの聞き取りi;l制査を行った。1961イドに漢人が人１１１１(し雁がい水路がljlかれた。８０年から

ロシアの援助によって大型機械が導入された。9011Zより化学肥料が導入され，９２年より瓜↑;ｉｆ

化された。航空`ljUoLには３系統のl:地11;||の切り合いが遇められる゜予定していたLandsatlIIli

像は未人手であり，、｢成10年度から''''１像解析を行いたい。②中１１ｔ（？）の耕作跡の可能ﾔ|:の

ある地域を空中からの観察によって２地点知っており，うちモンゴル東部スージン平原地域で

人縮尺の空撮を計･llIIiしていたがCEReS本体の観測計1111iの祁合で実現できなかった。中縮尺牢

I|】’１j真判読のみを行っている。

人エ衛星画像データを用いた全世界人ロ密度分布データの作成

村上広史（国土地ＦＭ院）

リモートセンシング技術を利用したイネいも病発生予測のための基礎研究

'''１;』敏彦（福島県腿災試験場）

半自然性草本群落の形成・維持に関わる光要因の意義

人fX宜彦（千葉人．､rhIIM学部）ほか３名

）この強さが放棄畑群落の組成と櫛造，その維持と季節変化に及ぼす影辮を調べた。遮光率の

)'4なる実験区でiWi別の優先度，サイズ成及などを測定し，｜×内の積算L1肘11tと関連づけた。各

|×の平均遮光率はそれぞれ22.3％，４９．１％，５８．３％，７２．４％であった。秋iriIl｣射最は夏季に

おいて実験区'１１１に雌も大きな差が'|くじ，冬季のそれは岐小であった。裸地化のⅢF期は優先ｆｉｉｆｉ

ｉＷｉを決めるが，５ＩＩｌｚ～ｌＩｊ句の裸地化はイネ科一ｲＷｌｉｈｌｉ物のDigita｢ｉａ属のＮｉ（ヒメシバ，ア

キメヒシバ，コメヒシバ）を優占（H1対優,l丁度75～92％）させた。Digitaria属の優勢的な地

災lili被覆は，多IWiの佼人と定着とその成及を強く抑(li11した。その結果，Digitaria属種とほぼ

'１１１１ケに生育を開始した－部の草本FIiを除いて，多くの祁１１１１体は発芽と｜IIi死を繰り返した。

Digitaria属の厩個体の枯死はより低い遮光区で早く始まり，冬季にはメマツヨイグサが優,Iｉ

した。メマツヨイグサの成長は高い遮光区ほど強く抑Ilillされ，遮光率72.4％の区ではそのﾉli

fi:がほとんど認められなかった。Digitaria属の穂のより,1.jiい遮光区での優勢的な埖育は，こ

のﾄﾞiiが弱光条|'|:で人きなサイズ成及と，より長期のﾉlifliがuJ能であることを,｣《した。実験|×外

で優,'了するセイタカアワダチソウは，'|畠行個体の大部分が炎/|Ｉによって,Iiめられ，初年度のＨ１

対優IIiは，この柿が２ｲ11tlにおける催,IiをllH赤させる。オオアレチノギクについても同様のこ

とがいえ，冬季を挟んで種組成に人きな変化が低い遮光|×で先行的にljM始され，遮光率の述い

を強く反映したh/[物鮮滞が形成されるとろ･えられる。
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地理情報システムによる房総丘陵ケスタ地形の地形解析

水谷武司（千葉大学Bl1学部）

構成地lFiの耐侵食ﾔ'1の鵠異に起因するケスタ地形が典型的に発達するし)総n:陵について，数

(llLi標高データの利)'1により，各種地形特性値の計illllを行った。

１．５０ｍメッシュ数Ill〔地|X|と地質図を頭ね合わせ，photoshopを便11Iして，各1Wi地質領域の数

値標高データファイルを作成した，

２．尻総丘陵を10の地形1×に区分し，１／５万地形図から作成した２kmメッシュ数(１h棟,rliデー

タを便11】して，各地形区についての高度一|、積比曲線，起伏度指数，水系密度等の地形特性値

の計測を行った。

蚊媒介感染症の動向監視と対策へのリモートセンシングの応用

川端反人・長尾吉郎（神Ｉi大学医学部）

インドネシアのロンポク島には，マラリア媒介性の蚊が６種，見出される。これらのうち，

どの種が-1ｉたる媒介者かをlUt的に示すため，空間解析の手法を適用しつつある。

新しい植生指標と近畿地方の植生調査

落合史生（補隊１１１人学教養学部）ほか３名

我々のグループは多バンドの人工衛星データを分析する新しい解析方法「パターン展開法」

を提案した。この方法は人_[衛展データの各画素のアルベド・スペルトルを水，樅4k，二上壌の

成分に分解するものである。そのときの展開係数をＣｗ，Ｃｖ，Ｃｓで衣す。一般にリモートセ

ンシングにおいてlWliを調査する場合，ＮDVIが用いられることが多いが，多くの研究者によっ

てその欠点が指摘されている。ＮＤＶＩは２バンドのみの情報から導かれる('１１[であるのに対して，

｢パターン股開法」のｌＷｌｉ係数Ｃｖは多バンドの情報を利用している点から，ＮDVIの欠点を克

服するnJ能性を持っている。

1975年から1995ｲﾄﾞまでの20年間のLandsatMSS／ＴＭデータを利１１]して，近畿地方の植生

の変化を調査した。その結果，この20年の間に植生域は約１０％減少した。そのなかで特に，

住宅地の開発が進む三'１１地区および関西文化学術都市の建設の進むｊｊＩ阪奈地|×は，約20％近

い減少であった。

リモートセンシングによる地質露頭情報の収集記録システムの研究

高島動・村上英樹（秋111大学鉱山学部）

地質研究のﾉﾑ水は，野外における露頭の観察である。しかし，そのlid録は研究者個人のメモ

として記ilihされるのみで，客観的データとして広く＿般に利1Hされることはない。このような

状態は，地質以外の研究者との対話を妨げ，地質科学をいわゆる博物学と'1M定するlji(因ともなっ

ている｡

本研究では，地質研究の雑礎となる上記地質露頭を寡観的に記lliRし，データベースとして広

く利川できるシステムの柵築をlXlる。今年度は，露頭の全蹴`'了典データ，堆枇WIi進藤の分る拡

大写404,スケッチ蝉をデータとして人力するためのフォーマットを確定し，秋Ⅱ1県南部地域の

人刀を行った。

また，露ljriの定'1t的iidilili法として，露頭あるいは岩石片の構成粒ｒについての１１１１率プロファ

イリングの応１１１と，リモートセンシングで使われるマルチスペクトルデータの実際の応川とし

て変質｣ifjのデータ災録を開始した。
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（公表論文）

佐伯和人・I冑j島勲・村_上英樹・遠山稚子：曲率プロファイリングソフトの開発と地形解析へ

の応用．日本リモートセンシング学会誌，投稿予定

衛星リモートセンシングデータの地上検証

開發一郎（広島大学総合科学部）

1993年秋に滋賀県琵琶湖東岸の高月町周辺の水田地帯で実施された衛星Ｅ－ＥＲＳ１（Ｃバンド）

と航空機ＭＳＳ・ＳＡＲ（Ｘバンド）リモートセンシング土壌水分測定のための同期地上検証実

験結果の解析を実施した。その結果，航空機ＭＳＳの近赤外域のＣＣＴカウント値と電磁波ＴＤ

Ｒ法の深度0-5cm土壌水分との間に良い相関関係を見出した。また，測定精度，測定時間，

操作性の面から電磁波ＴＤＲ法がリモートセンシング土壌水分測定の有効な地上検証法である

ことが示された。

地形や植生変化にともなう水文環境変化に関する研究

佐倉保夫（千葉大学理学部）

ｔ地利用・土地被覆変化，地形改変といった人間が自然に与えるインパクトが地域の水又環

境に与える影響について検討を行った。土地被覆変化の抽出は衛星リモートセンシングが最も

得意とする分野である。そこで，千葉市周辺およびインドネシア，ジャカルタ郊外を対象とし

て衛屋画像による土地被覆の変化の抽出およびモデルによる水文環境変化のシミュレーション

を行った。干葉巾周辺では大規模な土地利用変化が認められたが，地下水流動モデルに土地被

覆の変化を酒養量の変化として組み込むことによって土地被覆の変化が地下水流動系に及ぼす

効果を評価できた。それによると台地部の開発は局地流動系にダイレクトに影響を及ぼし，低

次の河川の基底流量を減少させる。一方，高次の地下水流動系に及ぼす影響は小さいことが明

らかとなった。インドネシアでは首都ジャカルタの発展によって郊外の土地利用の変化が生じ，

それが水収支の変化を引き起こしている実態を多時期の衛星データと数値計算によって明らか

にした。まず，実測値により1984年と1991年の降水量と流出量を比較したところ，降水量は

減少しているにも関わらず流出量は増加していることが明らかにされた。一般的にこのような

変化は都市化で説明することができるが，この数字の有意性を検証するために，ランドサット

／ＭＳＳおよびＭＯＳ１／ＭＥSSRの画像データを用いて流域の土地被覆の変化を求めた。その

結果は，1972年から1984年の間は森林から水田への変化，1984年から1991年の間は水田から

畑への変化が卓越していることが明らかにされた。これはインドネシアの社会経済発展状況か

らみて納得し得る変化である。また，得られた多時期の土地被覆データを境界条件として流域

蒸発散量の変化を求めたところ，1984年と1991年で年間約100mm減少したことが推定された。

これらの変化は一般的に流出量を増加させる方向に作用するので，得られた水収支の変化と整

合する。

衛星リモートセンシングによる汽水域の水質動態把握

高安克巳（島根大学汽水域研究センター）ほか３名

陸域の土地利用がサンゴ礁に与える影響

古谷勝則（千葉大学自然科学研究科）・由井疋昭（千葉入学園芸学部）
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分光反射率測定による水稲の生育・窒素栄養状態の推定

谷本俊明（広島県立農業技術センター）

水稲の安定・高品質生産には，生育や窒素栄養状態を迅速に把握し，適切な栽培管理を行う

必要がある。そこで，水稲の可視～近赤外域の反射率を測定して堆育・収最及び窒素栄養状態

を推定する手法を開発する。

方法：１）試験場所：農業技術センター内閲場，２）供試作物：水稲(品種：ヒノヒカリ，

あきろまん，中生新千本)，３）耕種概要：移植(稚苗）；あきろまん５／15,ヒノヒカリ・中

生新Ｔ本５／16,収穫；ヒノヒカリ１０／６，あきろまん・中生新千本；１０／７，４）窒素施

用量(kg／a）：０，０．４，０．６，０．８，１．０（１区24ｍ２，２連制，10区)，５）分光反射率の

測定：幼穂形成期に各品種の４５０．５５０．６２５．６５０．６７５．７００.７５０．８５０．９５０，ｍの反射率

を標準白色板を基準（100％）として，視野角10゜高さ1.7ｍ，術角30゜で，分光放射計（阿

部設計2703型）を条方向に向けて各区２ケ所測定した。

結果：１）ヒノヒカリの分光反射率と生育（草丈）との相関は，EII視域の625,ｍの反射

率（以下R625とする）との間に負の相関が認められた。窒素含有率・吸収量は近赤外域のR

850との間に相関が認められた。さらに，草丈はR950とR650の差と和の比を用いることによ

り相関係数が高くなった（r＝0.915＊＊)。

２）あきろまんの分光反射率と草丈との相関は，R675との間に負の相関が認められた．しか

し，窒素含有率・吸収量との間には相関が認められなかった。さらに，草丈はＲ８５０とＲ６７５

の差と和の比を用いることにより相関係数が高くなった（r＝0.818＊＊)。窒素含有率・吸収

最もR850とR675の差と和の比との間に相関が認められた。

３）中生新千本の分光反射率と草丈との相関はR450との間に負の相関が，窒素含有率はＲ700,

窒素吸収量はR525との間にそれぞれ負の相関が認められた。さらに，草丈はR850とR625の

比を用いることにより相関係数が高くなった（r＝0.802＊＊)。

４）ヒノヒカリ，あきろまん，中生新千本の収量と反射率との重回帰分析を行ったところ，ヒ

ノヒカリはＲ650,Ｒ675,Ｒ700,Ｒ850,Ｒ950,あきろまんはＲ675,Ｒ700,4』生新千本は

Ｒ450,Ｒ525,Ｒ675,R950を説明変数として用いた場合に雨相関係数（ヒノヒカリ：Ｒ＝0.861

＊＊，あきろまん：Ｒ＝0.714＊＊，中生新千本：Ｒ＝0.895＊＊）が高かった。

５）以上の結果，幼穂形成期において可視～近赤外域の反射率を測定することにより窒素栄養

状態，脆育の把握ならびに収量の推定が可能である。

人エ衛星データ利用による砂丘の移動の数値シミュレーション

河村哲也（お茶の水女了大学理学部）

本研究では，人工衛星データを利用して，数値シミュレーションを行って砂丘の移動の予測

を行うことを最終目的として，今年度は２つの側面から研究をおこなった。

（１）実際の砂丘の形状を入力データとして，複雑な砂斤地形上を吹<風による流れ場を計

算する計算手法の確立をおこなった。具体的には1981年の鳥取砂丘の地形データを地形図か

ら読み取って，本研究で開発したプログラムを１Mいて地表から-12空100ｍあたりまでの風速場

を計算で求めた。その結果，以下のことが明らかとなった。

ａ）観測では多くの時間と労力が必要な３次〕亡的な流れの様子を細かく調べることができた。

ｂ）上空の風の風向により，砂斤ﾀﾞﾘの後方の流れなどが大きく影響を受けることがわかった。

ｃ）砂丘表面近くの流れ場の計算結果から，たとえば鉛nLI方向に車１１|をもった渦ができる場所

があり，そのような場所にスリバチと呼ばれる窪地があることが明らかになるなど，風向きと

現在の地形が深く関係していることが明らかとなった。
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今後は3Jｲl;の地形データを術)１１データから読み取り，計算を行って，．($10(入学'紘燥地研究セ

ンターでＦ疋されている槻iilllデータとの比較を行い，さらに械生の彩紳もii1WilliするJz定である。

（２）風による砂､:の移、lの数'１r(シミュレーションを行う準術として，111純な２次ﾉC緬域に

おいて風による砂17:の移動を取り扱える計算法の開発をおこなった。このiiljriI法は次の３ステッ

プからｲｶﾞ成されている。

ａ）砂｢T:１２を吹〈風速場のi汁猟

ｂ）砂lllil:の摩擦応ﾉ｣から砂の輸送Iｉｔの計算

ｃ）砂の輸送１，(から砂llIi形状変化の;|算

この汁算法を川いて初)０１断ihiが二等辺三角形をした砂丘の移動の数Ｉｉｆｉシミュレーションを行

い，たとえば岡さの低い砂丘ほど移動速度が速いなどの結果が得られた。今後は，この計.算法

に乱流モデルを組み込んだｋで，３次元への拡張をはかっていく矛定である。そして前者の研

究と結びつけて衣題の研究の完成をめざす。

中国新弧ポステン湖の水収支と周辺の植生変化について

長島秀樹（火）i(水厳入学海洋環境学科）

中lｴ|新柵省｣上来部に位慨するポステン湖の水利特性について，周辺の水又姑で１１)られた197

6年から1989イドまでの資料を解析することにより研究した。その結果（１）湖に流入する主要

なiII川である|)MIiljiIIのｲ|{、'2均流l【(はiIf秒８０トンから120トンであり，岐岡|ｉｆ(は198011Kに，また

鮫低(lf(は1986ｲｌｉに槻illlされた。（２）他の流人河川および唯一の流ｌｌＩｉ１ｌ１１ｌであるイL樵il1の流17t

の経（１１変化は小さく，ほぼ定常であった。（３）ポステン湖の水位は1987イドに蚊も低卜し，そ

の後ややlul復している。（４）1983ｲｌ２３Ｈから1984年２月にかけて行われたポステン湖の水収

支に関する[）3111tでi(｝られた資料を解析したところ，湖への地下水の流人１，(と流lllIlI[の差は冬季

にiF，又季に負となることが水された。

乾燥地の地表面スペクトルの観測

小1K(IMllll戊（広};&人'､j』i学校教育学lliIj）

研究の「|的は，砂漠化が深刻な乾燥地／半乾燥地において地衣llIiスペクトル級ill1を実施し，

人１２術Ａ１データをiiliIIiする際に必饗なトゥルースデータを収集・蓄枇することである。

今１回|は，オーストラリアＩｌｊ央部アリススプリングス｢|j北西のＩＷ１ｉの疎らな半乾燥地において，

野外携帯ﾉﾄﾞﾘ方|ｲﾘﾔ'1反射観ilIﾘ装置を１１}いて植物の反射スペクトルを観測し，親illI角と反射スペク

トルの関係について`’３べた。

観測対象物は，小水（半傑80cm，，可さ５０cm）で，濃い緑色の葉（及さ５cm，，Ｍ２ｃｍ）が躯

1141方向にﾉ|{えている。葉の密度は，典｣芒から見ると，幹や-1道壌が↓iLえる牒度である。

観測装椴は，スタンドIIIllとパソコン邪で構成される。スタンド部は，’'11j脇のスタンド２脚と

スタンド’２部に１１)(り卜|けるﾕl211j状のアーム部分で構成される。ljIlj脇のスタンドは，１１.jjさ約1.5ｍ，

スタンドの''１１隅は約２ｍである。半|']上のアームには，センサ取り付け''１マウントがあり，こ

のマウントをアームのガイドに()って動かすことで，角度を変えながらスタンドI|｣心部分の対

象物を側ill1できるようになっている。パソコンＩＭＩは，スペクトルメータと光ファイバーのセン

サで柵成され，慨illll波及は約215～約1631［nｍ］の範Iﾉﾄﾞ|であるｃ

今lulは，小水をまたぐようにアーム祁分を|糊｣上方向にiid慨し，Ｎ451災からＳ45度の範|作|で，

鮒illﾘｲﾘ（５度'１１１隅）を変化させながら反射スペクトルを観測した。鯉ill1の結果，Ｎ45度一ＮＯ

腰のlllliに反射率が減少し，ｓｏ度→S45陛の''１(iに反射率が聴力Ⅱした。これは，小木の葉が雁11!〔

方ｌｉＩに'|iえており，斜め〃lrIから↓とると見かけこの葉の｢(iih1iが墹川Iし，」'４１:から』,Lると』とかけ
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_上の葉の面積が最小になるためと思われる。〉

乾燥地／半乾燥地では植生分布が疎らで，ifYは乾燥に強い葉の狭い種が多く，小木は葉が垂

直方向に生えいている穂が多い。このため，直下視による反射スペクトル測定では，実際の植

生壁が過小評価されやすいことが明らかになった。今後の課題として，色々な種類の植生に対

して同様の観測を行い，観測角と反射率の関係を明らかにすることがあげられる。

多バンド衛星データ解析のための新しい植生指標及び解析アルゴリズムの開発

村松加奈子（奈良女子大学理学部）ほか３名

我々はいままでにLANDSAT／ＴＭ，ＭＳＳデータを用いて自然環境変動の経年変化抽出の

ために多次元情報から三次元情報を抽出する解析方法（パターン展開法[1］［2]［3][4]）を開

発してきた。2000年にはADEOSⅡ衛星が打ち上げられ，可視から熱赤外の波長域に36バン

ドを持つGLIセンサーが搭載される。このように多バンドのデータを有効に生かすためには，

科学的目的にあった情報をいかに抽出するかということが電要になってくる。

本研究の目的は，１）３つのパラメータによるパターン展開法が多チャンネルのGLIデータ

に適用可能かどうかを調べる，２）もし３つのパラメータで展開可能であるのなら，そのパラ

メータで新しい植生指標を確立する，３）植生指標と地上の植生の面積比率や種類等の関係を

求める，ことである。GLIセンサーの波長帯をシュミレートするため，地上での分光放射計に

よる様々な地上被覆物の反射率を測定したデータを用いて解析を行った

マングローブ樹冠層の分光特性に冠する研究

佐藤一絃（琉球大学農学部）

ランドサット５号のＴＭデータを用いて，マングローブ域に関する少ない誤分類を実現す

るためのマスク処理を提案している。八重山地方のマングローブ分布地について，そのための

閾値に関する検討を行った。マングローブ域に隣接する主な範鴫は，陸生の植生または裸地・

農耕地及び水域である。バンド４では陸生の植堆との差より水域との差が明瞭であり，バンド

５では水域との差より陸生の植生との差が明瞭である。バンド７でもバンド５と同様の傾向を

示す。バンド１，２，３では，１２記範晴間の差は小さい。

バンド４及び５について，範鴫毎に領域内から画素値を抽出し，頻度分布曲線を描いた。そ

の結果，バンド４についてはマングローブ域の最頻値は77,水域では47であり，バンド５に

ついてはマングローブ域で55,陸生の植生で70であった。各範鴫間の境界にまたがる画素は，

両側の範祷を種々の割合で含み，その割合を反映した画素値をもつと考えられる。境界を挟む

８画素の値を多くのラインで見ると，バンド４もバンド５でも，その範囲は55～65であった。

この範囲で閾値を大きく設定すると小さい方の範鴫の面積を過大にとる平になり，小さくする

と過小にとる事になる。

ライダーシステムとオリオールメータ測定による大気エアロゾルの光学的特性の比較

遠藤辰男（北海道大学）

今年度はライダーが他の観測目的に使用されたので，比較観測は不【刈能であった。しかし，

これらを船舶に乗せて|可時観測を行う場合にはライダーはほぼ鉛直ｌＬ方に指向するので，船舶

の動揺による計iHll上の問題は少ないと考えられる。しかしオリオールメータはこの動揺にたい

して，完全にフォローしなければならないので，今年度はもっぱら，オリオールメータの船上

観測技術の向｣二に向けて船舶による試験観測を東京一小笠原間で行った。用意した観測機は

CalCOFI96デ使用した旧タイプと今回試作しＦｉｓｈＥｙｅＬｅｎｓで太陽の方位高度を監視する新
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タイプの２式を平行に観測し，比較することを目的とした。

その結果，旧タイプは雲に遮られると誤動作することがあるので，人為的に再始動する必要

が曇天時にはじばしばあった。それに対して新タイプは完全な修正方式ではないが，雲があっ

ても途中で不用意にとまることはなく概ね良好な成果を上げたと言える。ただし，今後そのデー

タを解析する段階で，ソフト開発等の追加作業が必要であると考えられる。

リモートセンシングを利用した黒潮及び亜熱帯反流の動態と海洋生物の分布に関する研究

宮田昌彦（千葉県中央博物館）

東北タイの地理情報データベース構築と農業的土地利用可能性の評価

山田康晴（農林水産省国際農林水産業研究センター）

今年度は，３つの課題について研究を行った。

－つ目は，東北タイ地域のデジタルマップを作成する効率的な手111Hを探した。この地域の地

図は，しばしば色合いが異なる。そこで，まず，地図をプラスチックシートに白黒に写真製版

する。このシートをスキャナーでラスターデータとして取り込む。ラスターデータの不要部分

を消去し，細線化する。このデータをラスター・ベクター変換し，属性データを付ける。

二つ目は，降雨壁や河川流量などの水文データを収集した。

三つ目は，気象データや土壌水分データの計illll器のセットアップを行った。これらから作物

別の消費水量が計算できる。

これらのデータを用いて，農業的適地選定のための評価テーブルが得られる。

■２．３．共同利用研究報告会

平成９年度の共同利用研究の成果を，1998年３月２７日（金）に千葉大学けやき会館で開催

した「共同利用研究報告会」発表し，活発な討議が行われた。詳細は，［6］センターの行事

中の■６．２共同利用研究報告会（p72）を参照して下さい。
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■３．１研究論文等
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Science,２８，S657-S658（1997）
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(1998）

5．HKuze，Ｈ，Kinjo,Ｙ，Sakurada,ａｎｄＮ，Takcuchi，Fieldof-vicwdcpcndenccoflidar

signalsbyuseofNewtonianandCassegraniantelescopes，AppliedOpticSVoL37，Ｎｏ．
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マス計測のための移動多点現地観測データ解析に閃する研究，写真測斌とリモートセンシン

グｖｏＬ３６，No.４，ｐ38-49（1997）

7．本多嘉明，梶原簾司，山本浩万岡野千春，黄少博，松岡真如，モンゴル草原における

広域観測領域を代表する最小面積に関する研究，写真測鼓とリモートセンシングvol,３６，

Ｎ０．５，pl7-23（1997）

8．本多嘉明，梶原康,l，山本浩刀，永野修（Ｔ葉大CEReS)，クリストフアーＤ・エルビッ

ジ（NOAANationalGeophysicalDataCenter)，ＤＭＳＰがとらえたインドネシア森林火災，

写真測塗とリモートセンシングvol､３６，No.６，口２‐３，（1997）

9．RyutaroTateishi，Ｃｈｅｎｇ－ＧａｎｇＷｅｎａｎｄＫｉｔｈｓｉｒｉＰｅｒｃｒａ，Ｇｌｏｂａｌｆｏｕｒ－ｍｉｎｕｔｅｌａｎｄ

ｃｏｖｅｒｄａｔａset，JournaloftheJapanSocietyo［PhotogrammctryandRemoteScnsing，
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lLKondoh,

Deuterium

p627-p629，

Ａ、andShimada，』．，TheOriginofPrecipitationinEasternAsiaby

ExcessJournalofJapanSocietyofHydrology＆WaterResources，１０，

０９９７）

12．近藤昭彦・宝鑿・立川康人，航空機ＭＳＳリモートセンシングによるヒートアイラン

ド現象の解析一気温と地表面温度のlilll1r観illllによる検討一．地学雑誌，１０６，ｐ377‐ｐ385,

（1997）

13．近藤昭彦，可降水扇と地上水蒸気圧の関係．水文・水資源学会誌，１０，p367-p370，（1997）

１４．DistributionandEstimationofTotalDissolvedlnorganicCarbonDioxidebelowthe

UpperLayeroftheWorldOceans：RuiChen，MasatoshiAkiyama，YasuhiroSugimori，

NaoshiroMatsuura，ＭｉｎｇＸｉａＨｅ，１．Journa］ｏｆＡＭＳＴＥＣ，acceptedonl，July．

15．増田一彦，安田嘉純，高島勉，佐々木雅彦，石田広史，井上万姫子，全天型多波長偏光

放射計による海洋ヒエーロゾルの観測，日本リモートセンシング学会誌，１７巻３号，pl6‐

ｐ270997）

16．HiroshiOkayama，，,GroundslopeanalysisbymodelexperimentsandJapanEarth

ResourcesSatellite-1data,,，AppliedOptics’３６，No.２４，p6005-p6008（1997）

１７．Ｔ、Ishiyama，Extractionofvcgetationcover

AdvanccsinSpaceResearch，１９(9)，ｐｐ.(8)，

（1997）

ｉｎａｎａｒｉｄａｒｅａｂａｓｅｄｏｎｓａｔｅｌｌｉｔｅｄａｔａ，

pl375-pl378，PergamonPress（ＵＫ.）

１８.ＣＯKAN０，A.NISHIMUNE,Ｍ・FUKUHARA,K・OKAMOTOandM・HAYASAKA，

Sugarbeetnutritionaldiagnosisusingremotesensing，PlantNutrition-forsustainable

foodproductionandenvironment，p381-p382，（1997）

１９．ｓ・Ｋｏｈｏ，ComparativeStudyonSphericalTessellationSchemesfOrGlobalGIS，

Geocartolnternational，ＶｏＬｌ３，No.ｌ，p3-pl4，（1998）

(論文）

1．久世宏明，地上検iiliと人気モデルーエアロゾル，（竹内延夫，久１１ｌ宏明，高村民雄編）

CEReS共lriI利用研究会報告集第２号「環境リモートセンシングにおける大気と人気補正｣，

65-73（1998.12）

2．TakujiMiwa，Spectralchangeo「lreeleavesbymeasuringmethodandsample

arrangement，ａｎｄｔｈｅｐａｓｓａｇｅｏｆｔｉｍｅ，Proceedingsofthel9thsymposiumonremote

sensingforcnvironmentaIsciences，p52-p66（1997.8.30.）

3．近藤昭彦，緬生の分光反射輝度と蒸発散{肘の関係．水又過程のリモートセンシングとその

応11]に関するワークショップ，plll-pll6（1998）

4．樋｢I篤志・近藤IIB彦，稲キャノピーの分光反射および放射特性と地表面フラックスのＨ変

化の対応関係．水又過程のリモートセンシングとその応川に関するワークショップ，ｐ49‐
ｐ5６（1998）
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5．開發一郎・近縢１１({彦，リモートセンシングによる１２壌水分測定のための地上検ii[－琵琶湖

プロジェクトの例一・水文過程のリモートセンシングとその応川にⅡLＩするワークショップ，
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6．新藤iili犬，アラブ首及国述邦の水文，平成８，９年度文部省国際学術研究成果報告書，
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7．安}１１鑑純：11.5分解能衛星の特徴とその利用，農林水産技術研究ジャーナル，２０巻６号

（1997）

8.Ishiyama,T・Uchida,KYamashitaandS・Tanaka,Researchofmethodformapping

ofvegetationdistributioninaridlanｄｕｓｉｎｇＡＳＴＥＲｄａｔａ，ProceedingsofJapan-US

ASTERScienceTeamMeeting.，Eco-SystemWG，ｐｌ３－ｐｌ７，Dec、９－１２，１９９６，Tokyo，
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9．岡野Ｔ･ｲﾄﾞ・有Ⅱ｜ゆり子，リモートセンシングによるストレスモニタリング，平成９年度科

学研究費補助金（岻盤研究B）研究成果報告書，p47-p59（1998）

10．岡野千春，腿難現場におけるリモートセンシングの利用，都市近郊農災の｣:壌行理と診断，

農，農林水巌宵LlJlIil農業試験場編，p21-p31（1997）

(解説・その他）

1．竹内延夫，久ｌｌＭｉ１ﾘ|，高村民雄，センサ／大気放射研究部ii1lil}究報告災第２１」「マイクロ

パルスライダーの概奨と述続観測」（64ページ）（1997.6）

2．竹内延犬，久|肚宏|ﾘ1，岡村民雄綿，CEReS共同利用研究会報告災第２)ｊ「環境リモート
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3．久世宏明，超,(lj感度レーザーセンサを利用した大気微賊成分検H1法の研究，平成８年度～

平成９年度文部行科学研究費補助金（基鑑B2）研究成果報告番（76ページ）（1998.3）

４．Ｎ・Takeuchi，Ｔ，Takamura，ａｎｄＨ、Ｋｕｚｅ（ed.），Proceedingsofthelnternational

SymposiumontheAtmosphericCorrectionofSatelliteDataandltsAppIicationto

GlobalEnvironment,３２５pages（1998.3）

5．竹内延夫，第441口l応川物理学関係連合講演会（1997年）報告「11{ｒエレクトロニクス｣，

応用物理，第66巻(6)p608-p609（1997）

6．竹内延犬，第581,1応１１１物理学会学術講演会（1997年）報告「Iit子エレクトロニクス｣，応

用物理，第67巻(1)p72-p73（1998）

7．浅洲TlJﾘ)，河野他，松本和彦，海洋データセット作成研究，地球科学技術lilf究のための

雄礎的データセット作成研究平成８年度成果報告書，pl62-pl91（1997.5）

8．浅沼iljﾘ)，術h1IIUi像をlljいた海表面温度，海上風，クロロフィル濃度の推定法に関する調

査，炭素循環にUUするグローバルマッピングとその高度化に閃する綱査岐終報告背，pl57‐
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業団衛星リモートセンシング推進委員会編p8-pl2（1997.8）

10．安田嘉純：新潟における大気エアロゾルの粒径分布測定，地上観測による大気エアロゾル
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３．Ｎ・TakeuchiandN、Nakajima，ＲｅｍｏｔｅＳｅｎｉｓｎｇｏｆＣ]oudandRadiation，

InternationalConfeTenceonScienceandTechnologyIorthCAssessｍｅｎｔｏｆＧｌｏｂａｌ

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｃｎｔａ］ＣｈａｎｇｅａｎｄｉｔｓｌｍｐａｃｔｏｎｔｈｅＭａｒｉｔｉｍeContinentoflndonesia，

Jakarta，Indonesia，NovemberlO-12,1997.

４．Ｈ，Masusaki，Ｓ・ＱＷｕ，Ｔ・ＳatCu，JieDong，AUbukata，Ｋ，Malsumoto，Ｈ，Kuze，

andNTakeuchi,LascrDiodeSpectroscopicStudyofHCIandltsApplicationforln

SituMonitoringofaProcessChamber，１９９７AmericanVacuumSociety44tbNatioｎａｌ

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ，October，１９９７．

５．Ｍ．Minomura，Ｊ・Ｒｕ，Ｈ・Kuze，ａｎｄＮ、Takeuchi，AtmosphericCorrectiono［satellite

datausingaerosolinlormationderivedfrommulti-wavelengthlidarobservation，

CEReSInternationalSymposiumonAtmosphericCorrectionofSatelliteDataandlts

ApplicationtoG1obalEnvironment，ｐｐ､102-105，Chiba，Ｊａｎ21-23,1998.

6．ＬＲｕ，Ｍ・Minomura，Ｈ，Kuze，Ｎ,Takeuchi，AHigurashi，ａｎｄＴ、Nakjima，Ｔｈｃｅｆ‐

ｆｅｃｔｏ［Indincsianforestfireonlocaltroposphericaerosolopticalthickncｓｓｂｙｕｓｉｎｇ

ＮＯＡＡＡＶＨＲＲｄａｔａ，ＣＥＲｅＳＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＡｔmosphericCorrectionof

SatellitcDataandltsApplicationtoGlobalEnvironment，ｐｐ､195-200,Chiba，Jan、２１‐

２３，１９９８．

７．Ｈ、Kinjo，１１．Kuze，Ｈ、Matsushima，ａｎｄＮ、Takeuchi，Calibrationo「theverticallidar

measurementoftroposphericaerosoIextictioncoefficients，ＣＥＲｃＳＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

ＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＡtmosphericCorrectionofSatelliteDataandltsApplicaliontoGlobal

EnvironmenLpp､295-298,Chiba，Jan、21-23，１９９８．

8.T,Murayama,N・Sugimoto,H・Kuze，N・Takeuchi,etaLLidarnetwork「orobserva-

tionofAsiandust（Kosa）ｉｎJapan,CEReSIntemationalSymposiumonAtmospheric

CorrectionofSatellitｅＤａｔａａｎｄｉｔｓＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｌｏＧｌｏｂａｌＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ，ｐｐ、２６４－２６９，

Chiba，Jan、21-23,1998

9.LOkada,T・Takamura,K・Ogino,andH,Tamaru,DiurnalVariationofCloudCovcr

onｌ９９６ｆｒｏｍＧＭＳ－５１ｍａｇｃｓ，CEReSInternationalSymposiumonAtmospheric

CorrcctionofSateIlitｅＤａｔａａｎｄｉｔｓＡｐｐ]ｉｃａｔｉｏｎｔｏＧＩｏｂａｌＥｎｖｉｒｏｎｍｃｎｔ，ｐｐ、８１‐８６，

Chiba，Ｊａｎ21-23,1998.

１０．ＬＸｕ，Ｔ・Takamura，Ｇ・Zhang，ａｎｄＪ．Ｄing，Single‐andMultiple-scattcringproper‐

ｔｉｅｓｏｆｌｃｅＣｒｙｓｔａｌｓｉｎ１．３８匹、WavelengthandTheirPotentialAppIicalionsin

SatelIiteRcmotcSc、Ｓｉｎｇ，ＣＥＲｅＳＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＡtmosphcricCorrection

ofSatellitｅＤａｔａａｎｄｉｔｓＡｐｐ]icationtoGlobaIEnvironment，ｐｐ．］51-156,Chiba，Jan、

21-23,1998.
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１１．ｓ・Kancta，Ｔ・Ｔａｋａｍｕｒａ，ａｎｄＮ，Takeuchi，RetricvalofAerosolCharacterisiticsby

CombiningGround-bascdandAirborneMeasurements，CEReSInternationaISymposium

onAtmosphcricCorrectionofSatel1iteDataanditsApplicationtoGIobaｌＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ，

ｐ,250-253,Chiba，Jan，21-23,1998.

12.Ｔ・Nakajima，Ｔ・Uezono，Ａ・Tadaishi，Ｓ、Kaneta,ａｎｄＮ､TakeuchLOntheradiation

activitiｅｓｉｎｔｈｅＧＥＷＥＸ／GAMEcxperiment-atmosphericoptiocaIpropertiesmoni‐

toredbylidar，skyradiometerandpyrano／pyrgeometer-Proceedingsof’９８

ＷorkshoponGAME-TropicsinThaiIan｡，ｐ43-47,Bangkok，Ｊａn.22-23,1998.

ｌａＴ・ＮａｋａｊｉｍａａｎｄＮ・Takeuchi，Ａｓｔｕｄｙｏ「aerosolopticalpropertiesof97

１ndonesianforestfireevent，InternationalStudyConferenceontbc’９７１ndonesian

ForestFireEvent，Marcｈ20,1998．（インドネシア森林火災研究集会，Ｈ本教育会館一ツ

橘ホール）

１４．Ｋ．ＫａｗａｍｕｒａａｎｄＮ・Takeuchi，Organiccompositionofaerosolsamｐｌｅｓｓａｍｐｌｅｄｉｎ

ｔｈｅｖｉｃｉｎｉｔｙｏｆＩndonesianForcstFireEvent，InternationalStudyConferenceonｔｈｅ’9７

１ndonesianForestFireEvent,Ｍａｒｃｈ20,1998．（インドネシア森林火災研究集会，日本

教育会館一ツ橘ホール）

１５．Ｎ．Takeuchi，Ｈ，Kuze，S-CYoon，ａｎｄＨ・Ｈｕ，PIanforLidarnetworkObservatioｎｏ「

ＳＰＭｉｎＥａｓｔＡｓｉａａｎｄＶａｌｉｄａｔｉｏｎｏｆＭＤS-lidarData，Ｗｏｒｋｓｈｏｐ，Ｍａｒｃｈｌｌ，１９９８，

Ｈａｋｏｎｅ．

１６.LOkada,T,Takamura,K・Ogino,andHTamaru,CloudClimatologyUsingGMS

data，ProcecdingsofWorkshoponCloud，Aerosol，andRadiationBudget

MeasurementsfromSpaceandThcirSciences，ｐ、１－４，Hakone，March12-l3，１９９８．

１７．Ｔ・Ｔａｋａｍｕｒａ，PresentstalusofAtmos-B1program，ProceedingsofWorkshopon

C1oud,AerosoLandRadiationBudgctMeasurementsfromSpaceandTheirSciences,

ｐｌ３２－１３５，Hakone，Ｍａｒｃｈｌ２-１３，１９９８．

18．ShinyaSuzukLYoshiakiHonda,KojiKajiwara（CenterforEnvironmentRemotc

ScnsingCenter（CEReS)，UniversityofChiba，Japan),Thedevelopmentofmutualutil

izcsystemwhichsｈａｒｅＧＰＳｃａｍｅｒａｉｍａｇｅｓｔｏｍａｋｃｕｓｅｔｈroughthelnternet；

ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆＴｈｅｌ８ｔｈＡＳＩＡＮＣｏｎｆerenceonRemoteSensing，20-24October，Ｐ-24‐

1-6,20-24October，１９９７，Ｐ－２３Ｌ５

19．ＣｈｉｈｉｒｏＷＡＴＡＮＡＢＥ，ＹｏｓｈｉａｋｉｌｌＯＮＤＡ，ＫｏｊｉＫＡＪＩＷＡＲＡ（Ｃｅｎｔｅｒ「orEnvironment

RemoteSensingCenter（CEReS)，Universityｏ「Chiba，Japan)，ＴｂｃＳｔｕｄｙｏｆＢｉ‐

directionalRcflcclanceDistributionFunction（ＢＲＤＦ）fortheGrassIand，Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｌ

Ｔｈｅｌ８ｔｈＡＳＩＡＮＣｏｎｆｅｒｅｎｃｃｏｎＲｃｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇ，２０－２４０ctober1l997，Ｐ-23-1-5

20．Nobuhiro1Iirachi，ＹｏｓｈｉａｋｉｌｌＯＮＤＡ，ＫｏｊｉＫＡＪＩＷＡＲＡ（Center「ｏｒEnvironmenl

RemoteSensingCentcr（CEReS)，UniversityofChiba，Japan），Dcvelopmentof

AutomaticCompositeProccssingSystemforNOAA／ＡＶＨＲＲＧＡＣｄａｌａ，Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

ｏｆＴｈｅｌ８ｔｈＡＳＩＡＮＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅｏｎＲｃｍｏｌｅＳｅｎｓｉｎｇ，２０－２４０ctoberl997，Ｐ-26-1-6,20.

２４October，１９９７，Ｐ-23-1-5
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2LRyutaroTateisbi,LandcovermappingandmonitoringofthewholeAsia,thesec-

ondOpenMeetingoftheHumanDimensionsofGlobalEnvironmentalChange

ResearchCommunity，ＩＩＡＳＡ，Laxenburg,Austria，（1997）

Ａ，HastingsandRyutaroTateishi，UsinginformationdCliverytechnologyto

datadevelopment，ＰｒｏｃｅｅｄｍｇｓｏｆｔｈｅｌＳＰＲＳＪｏｉｎｔＷｏｒｋshop，FromProducer

Boulder,Colorado，ＵＳＡ，（1997）

22．Ｄａｖｉｄ

ｌｍｐｒｏｖｅ

ｔｏＵｓｅｒ，

globalfour-minutelandcoverdata

RemoteSensing（ＡＣＲＳ)，JS-1-1～6，

23．RyutaroTateishiandCheng-GangWe､，AARS

seLProceedingso「thel8thAsianConferenceon

KualaLumpur,Malaysia，（1997）

24．Ｔｓ､Purevdo｢jandRyutaroTateishi，Estimationofpercentvegetationcoverofgrass‐

ｌａｎｄｉｎＭｏｎｇｏｌｉａｕｓｉｎｇＮＯＡＡＡＶＨＲＲｄａｔａ，Procecdingsolthel8thAsian

ConferenceonRcmoteSensing（ＡCRS)，Ｐ-8-1～６，KuaIaLumpur,Malaysia，（1997）

25．HusseinHarahshehandRyutaroTateishi，ＬａｎｄｃｏｖｅｒｍａｐｏｆＷｅｓｔＡｓｉａｕｓｉｎｇｌｋｍ

ＡＶＨＲＲｄａｔａ，Proceedingsofthel8thAsianConferenceonRemoteScnsing（ＡCRS)，

Ｌ-2-1～６，KualaLumpur，Malaysia，（1997）

26．RyutaroTateishi，Contmentallandcovermonitoring，Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｔｈｅ６ｔｈＡｎｎｕａｌ

ＷｏｒｋｓｈｏｐｏｆＥＭＳＥＡ，ｐｐ，28-33,November5-7，PusanKorea，（1997）

27．ＣｈｅｎＸｉｕｗａｎ，RyutaroTateishi，ａｎｄＣｈｕｎｇ－ＨｙｕｎＡｈｎ，Amode］onlandcovcrclas‐

sificationbycombiningunsupervisedalgolithmandtrainingdata，Proceedingsofthe

６thAnnua］WorkshopofEMSEA，ｐｐ、228-236,PusanKorea，（1997）

28．Kondoh，Ａ，Tsujimura,Ｍ・AndKuraji，Ｋ､，ConslructionofWorldBasinWater

BudgetDataBasalstAsian／PacificFRIENDWorkshopmDataArchivandScientific

MethodslorComparativeHydrologyandWaterResources'０，Malaysia，１９９８．

andCountermeasuresofGroundwaterContam‐

InternationalSymposiumonHydro-Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ

29．Ｓｈｉｎｄｏ，Ｓ,，ThePresentSituation

inationinJapan，Proceedingsofthe

inAsia，231-236,（1997）

30．Shind０，ｓ.，SubsurfaceWaterMovementinRockｍｏｕｎｔａｉｎｓ‐ACaseStudy

TakaoMountain，japan‐，ProceedingsoflntemationalWorkshoponMcthods

FieldlnvestigationofWaterCycleandChina-JapanNCPProject，162-167,（1998）

ｎ
ｆ
ｌ
ｏ

31．Shindo,Ｓ､，RainfallHarvestinginVolcaniclslandsofJapan‐CaseStudiesofthc

lzulslands‐，ProceedingslnternationalSymposium＆２ndChineseNational

ConferenceonRainwatcrUtilization，131-133,（1998）

32．ＲｕｉＣｈｅｎ，ＭａｓａｔｏｓｈｉＡｋｉｙａｍａ，ＹａｓｕｈｉｒｏＳｕｇｉｍｏｒｉ，ＭｉｎｇＸｉａｌｌｑＥｓｔｉｍａｔｉｏｎａｎｄ

ＡｎａｌｙｓｉsofSeaSurfaceCO2PartialPressurcintheWorldOceans，ＧＡＯＳ＃１６２，
March，１９９８，Submitting．

33．ＲｕｉＣｈｅｎ，MasaloshiAkiyama，ＹａｓｕｈｉｒｏＳｕｇｉｍｏｒｉ，EstimationofSeasonaIPartiaI

ＰｒｅｓｓｕｒｅＣＯ２ｉｎＮＷＰａｃｉｆｉｃＯｃｅａｎｂｙＳｈｉｐａｎｄＳａｔｅｌｌｉｔｃＤａｔａ，Processing
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InternationalSymposiumRemoteSensing，１３thFal］ＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｆＫＳＲＳａｎｄＡｎｎｕａｌ

ＷｏｒｋｓｈｏｐｏｆＥＭＳＡ・Nov,５－７，１９９７．

34．RuiChen，MasatoshiAkiyama，YasuhiroSugimori，NaoshiroMatsuura，ＭｉｎｇＸｉａＨｅ，

TCO2PararneterizationbelowtheMixedLayeroftheWorldOceans，l997

ProceedingsofWestPac，Okinawa．

Ａｋｉｙａｍａ，YasuhiroSugimori，TakahiroOsawa，ＲｕｉＣｈｅｎ，ＣＯ２

ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴＩＮＰＡＣＩＦＩＣＯＣＥＡＮＵＳＩＮＧＳＡＴＥＬＬＩＴＥＤＡＴＡ，

ofPORSEC-Qingdao，’98.

35．Ｍａｓａｔｏｓｈｉ

ＥＸＣＨＡＮＧＥ

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

36．NaoyaSuzuki，NaotoEbuchi，MasatoshiAkiyamaandYasuhiroSugimori，Analysis

oftheRelationshipbetweenNondimensionalroughnessandWaveageBasedonFild

Mersurements，ProceedingsofPORSEC-Qingdao，’98.

37．RuiChen，MasatoshiAkiyama，YasuhiroSugimori，PCO2PropertiesSeawaterand

ltsEstimationfromGeochmicalandPhysicalParameters，ProceedingsofPORSEC

Qingdao,'98.

38．ＲｕｉＣｈｅｎ，MasatoshiAkiyama,YasuhiroSugimori,NaoshiroMatsuura,ＭｉｎｇＸｉａＨｅ，

EstimationofTotalDissolvedlnorganicCarbonDioxidebelowtheUpperOceans，

ProceedingsofPORSEC-Qingdao,'98.

39.Ｍ.ＳａｄｌｙａｎｄＹ,Yasuda：ArtificialNeuralNetworkBasedAlgorithmforLandcover

ClassificationandMappingusingMOS-1Data，ProceedingsofASPRS-RTIInter‐、a‐

tionalConfeTence,Tampa,ＵＳＡ，March30-April3（1998）

40．HiroshiOkayamaandJieSun，”ConsiderationonSatelliteDataCorrectionby

BidirectionalReflectanceMeasurementofCoastalSandwithaRemoteSensing

Simulator，，，ProceedingsofSecondlnternationａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＧＩＳａｎｄＣｏｍｐｕｔｅｒ

ＭａｐpingforCoastalZoneManagement，149-157,August29-31（1997)，Aberdeen，En

gland．

４１．HiroshiOkayamaandLi-ZhongWang，”ＭeasurementofSpatialCoherenceofthe

LightlnfluencedbyTurbulence,,，ProceedingsofthelnternationalSymposiumonThe

AtmosphericCorrectionofSatelliteDataandltsApplicationtoGlobalEnvironment，

11-16,January21-23（1998)，Chiba,Japan

42.Ｔ・Ishiyama，RemoteSensingofthedensityofaquaticplantsonthelakesurface，

JapanUSASTERScienceTeamMeeting，Dec、９，１９９７，Tokyo,Japan．

43.Ｔ・Ishiyama，Ｔ・Uchida，ＫＹａｍａｓｈｉｔａａｎｄＳ、Tanaka，Researchmethod

pingofvegetationdistributioninaridlandusingＡＳＴＥＲｄａｔａＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

ＵＳＡＳＴＥＲＳｃｉenceTeamMeetmg，Dec､９－１２，１９９６，Tokyo，Japan

formap

ofJapan‐

(国内学会）

1．竹内延夫，櫻ＩＨ安志，上図哲司，高村民雄，ＧＡＭＥにおけるエアロゾルと雲底高度のう
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イダー連続観測，春季日本リモートセンシング学会，東大本郷，1997.

2．竹内延夫，Ⅲ中大輔，上園諏司，高村民雄，色度座標上の排煙の色の変化，日本気象学会
F303，筑波大学，1997.

3．竹内延夫，チュートリアル：ライダー観測の基礎と応用，第19回光波センシング技術研
究会19-6,ｐｐ､39-46111崎市，1997.

4．藤雁群，紐建国，田中大輔,久世宏明，竹内延夫，太陽分光測定法による大気微量成分

測定とその高感度化の検討，第19回光波センシング技術研究会19-7,ｐｐ､47-52111崎Ⅱj，
１９９７．

5．久世宏明，金城秀樹，上園哲司，竹内延夫，４波長ライダーによる人気エアロゾル計illIと
衛星データ大気補正への応用，第18回レーザーセンシングシンポジウム，北海道陸別町，
１９９７．

6．汝剣飛，金城秀樹，金田真一，高村民雄，久世宏明，竹内延夫，４波長ライダーとサン

フォトメータによる大気の光学的厚さの研究，第18回レーザーセンシングシンポジウム，
北海道陸別町，1997.

7．竹内延夫，久世宏明，櫻Ｈ１安志，只石彰，マイクロパルスライダーによる大気鉛直構造
の連続観測，第18同レーザーセンシングシンポジウム，北海道陸別町，1997.

8．鳥海良一，周氷海，田井秀男，久|Ⅱ宏明，竹内延夫：差分吸収ライダーによるＮＯ空間

濃度分布の連続計測，第181可レーザーセンシングシンポジウム，北海道陸別町，1997.

9．荒生公雄，古賀隆治，酒井街，足立宏，権成顔，斎藤保典，野村彰夫，川原琢也，

阿保真，村'11利幸，久世宏明，竹内延夫，杉本伸夫，松井一郎，今須良一，浅井和弘，日
本における黄砂のライダーネットワーク観測1997，第１８回レーザーセンシングシンポジウ

ム，北海道陸別町，1997.

1qJianfeiRu，Ｍ・Minomura，Ｈ、

DataandStandardAtmosphere，

部(習志野)，1997.

Kuze，ａｎｄＮ・Takeuchi，ComparlsonbetweenLidar
●

第23回リモートセンシングシンポジウム，日大生産工学

11．只石彰，竹内延夫，上園哲司，久世宏明，マイクロパルスライダーによる大気連続観測

とその解析，第23回りモートセンシングシンポジウム，日大生産工学部(習志野)，1997.

12．美濃村満生，汝剣飛，久世宏明，竹内延夫，ライダーデータを活１１Ｉした人工衛星ＮＯＡＡ

の可視・近赤データの大気補正，第23回りモートセンシングシンポジウム，日大生瀧工学

部（習志野)，1997.

１３．Qi-JingLiu，Ａ・Kondoh，ａｎｄＮ、ＴａｋｅｕｃｈＬＳｔｕｄｙｏｎｌｉｆｅｚｏｎｅａｎｄｉｔｓｃhangesin

NortheastChinabymeansGeographicSystem，第231口1リモートセンシングシンポジウ

ム，日人生産工学邪（習志野)，1997.

14．竹内延夫，只ｲLi杉，ｋ園哲司，久世宏明，高村民雄，中島映至，DunyaponBisonyabuL
タイにおける接地境界屑および雲底高度のライダー連続観iⅢ，秋季気象学会C211，札幌，
１９９７．

－５０－



15．岡沢理華，ｊｉｌｉ崎腹，久１１t宏１１)I，竹内延夫，ファブリー・ペロー型共振器を用いたアセチ

レン分子のi断感lH:検111実験，応111物flM迎合講演会（秋lⅡ）４ｐＹ２，１９９７．

16．水野一廟，交野１ﾘl，近藤和弘，久'１t宏明，竹内延犬，人気微量気体検'１１センサー用ファ

イバーリングレーザーのスペクトル特ﾔ|:，応Ⅱ]物1111迎合識演会４ｐＹ６，１９９７．

17．鳥海良一，１;１本益，’11井秀ﾘ)，１，Ｍ氷海，竹内延犬，ＮＯライダーによる排煙拡散シミ

ュレーションの解析，応用物理述合繊演会４ｐＹ７，１９９７．

18．竹内延夫，只ｲｉ杉，上園哲１，１，久世宏明，全自動ライダーシステムの初期動作特性，応

１１１物理連合識iiii公４ｐＹ９，１９９７．

19．美濃村満生，汝jill飛，久世ＬｉＩﾘI，竹内延夫，ライダーデータと標準人気モデルによる人

］:衛星ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲデータの人文iMilE，２３回日本リモートセンシング学会（広島）Ｂ1９，

１９９７．

20．只石彰，」｣刺祈可，竹内延犬，久lltZK明，ライダーの述続観測により得られた雲の特徴，

231可日本リモートセンシング学会（広ｌｉｂ)，Ｂ22,1997.

21．竹内延夫，」｣蝋|打`i１，「広域センシング技術一環境AMllI，情報収集技術一」広帯域センシ

ングーインターネットによる情報収染技術一ＡｓｉａｎＬＩＤＡＲＮｅｔｗｏｒｋとＤａｔａBase計画一，

屯女(学会情報・エネルギーネットワークにおける光iil測技術専門委員会（日大駿河台），

１９９７．

２２．ＷａｈｙｕＷｉｄａｄａ，HiroakiKuzc，andNobuoTakeuchi，PolarizationPropertiesofCloud

andUrban-AerosoIParticles：ＳｉｍｕｌａｔｉｏｎａｎｄＯｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｗｉｔｈａＭultip1eWavelength

Lidar,第８回人文(化学シンポジウム（名古屋)，1998.

23．WahyuWidada，久世宏明，竹内延犬，

数の反光路観測，第451且１（平成10ｲＩｉｲﾄﾞ季）

人学)，1998.

He-Neレーザを利用した地上付近の大気消散係

応用物E11,,r:UQ係連合講演会２９pＶ１７（東京工科

24．」Ｌ園哲司，ＷＬｉ杉，久世法IﾘI，竹内延犬，全自動ライダーシステムによる低噌大気の巡

統観i'''’第451.1（､１２成10年春季）ＬＭ１物理学関係迎合i櫛演会２９pＶｌ（来京工科大学)，

１９９８．

25．佐藤愛樹，金城秀樹，松島yZlU1，久IIMLi明，竹内延犬，矢吹正教，三illi和彦，ライダーに

よる接地境界llYiエアロゾル計iMllの)Wi滞化，第451回Ｉ（､Ｗ戊10年春季）応''1物Hl1学関係迎合;lUi

iiii会２９pＶ１９（來朗(]ﾐ科大学)，１９９８．

26．lIiIj[ｕ格，，1.j村以雄，荻野清文，’11」LjiL樹，ＧＭＳの亦外lIIii像による地友１ｍ輝度温度につ

いて，日本気象学会1997年春季人公繩旗了稿集p250，筑波入学，1997.

27．荻野清文，，1.1ｊ村比雄，岡111桁，ｌ１ｌ几英樹，GMS1II1i像に兄られる地炎IiIiiYWi度温度の１１変

化，日本気象小股公1997年秋季人公,i＃iiW柵集pl92，」上人，1997.

28.余Ⅱ{真一，岡村以雄，竹内延人，内''1明博肝杉本ＩｌｌＩ犬，及谷Ⅱ|就一，ＡＭＳＳデータを11ｌ

いたエアロソル解析アルゴリズム|)Ⅱ光のための観ilIll，｛－１本文i象学会1997ｲＩｉ秋季大会講滅Jz

lMi雌ｐ､１９３，北人，1997.
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29．岡１１１格，荻野iI1i又，１１１丸英樹，高村民雄，ＧＭＳ凹像を11]いた襲11(データの作成，日本

気象学会1997ｲ|{秋季人公iiMiiijif稿集ｐ､353，北大，1997.

30．鈴木慎也，梶原IXD1，本多亮明（Ｔ葉人CEReS)，木村凱昭（㈱コニカ），インターネッ

トを利11]したＧＰＳカメラIIIIi像の相互利Ｉｌｊシステムの開発，写真ｉｌＩｌｉＷｉ会､|え成９ｲli度年次学

術;Mijiji会，1997ｲIi5jI，Ａ２，Ｐ５‐１

3Ｌ渡辺Ｔ･派，梶11;(M〔,１，本多溌}ﾘ１（千葉大CEReS)，モンゴル草Ij;(におけるＢRDF計iⅢ，

写真il1llit学会1Ji成９ｲ1：度年次学術講演会，1997年５月，Ｆ-1,P121-124近lⅡ朝ｒ，梶１１;1康可，

本多濃lﾘ１（千葉人CEReS)，陸域観測におけるADEOS／OCTSデータ利１１１の叩能性につい

て，写真iillIIt`､』た会､「成９ｲ|:度年次学術講演会，1997年５几F-1Pl25-130

32．近、朝子，梶11;(Mm1，本多嘉明（千葉人CEReS)，森山雅雄（及嫡人），8.jjﾔ|:能センサー

ADEOS／OCTSIViZl：観illllの可能性の検討，1997年l1jLI，写真川１k学会､'２成９ｲ１２度秋期学術

講演会，1997ｲＩＲ１１)１，L-2P207-210

33．山本浩刀，梶lli(ljhjj，本多亮明（Ｔ葉人CEReS)，現地データをⅢいた広域バイオマスマッ

ピングに|H1する研究，1997ｲIi11jLI，写真測量学会平成９年度秋)０１学術識iiii会，1997年11月，

Ｌ－２Ｐ２１１－２１４

34．KetutWikantikaandRyutaroTateishi，ＴｈｅｕｓｅｏｆＧＰＳｃｏｎｔｒｏｌｐｏｉｎｔｓｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ

ｏｖｅｒＢａｎｄｕｎｇａｒｅａｏ「IndonesiaforthegeoreferencingoｆＳＰＯＴＸＳｉｍａｇｅｒｙ，Ａｎｎｕａｌ

meetingofthcJapanSocietyofPhotogrammetryandRemoteScnsing，ｐｐｌｌ－１４，

（1997）

35．Ｔｓ・Prevdorj，RTateishi，ａｎｄＴ・Ishyama，Estimationofpercentvcgctationcover

usingvegctationindices（secondreport)，AnnualmeetingoftbcJapanSocietyo［

PhotogrammetTyandRemoteSensing，ｐｐｌ９Ｌ１９６，Chiba，（1997）

３６松岡真如，処石降太郎，時系ﾀﾞﾘＡＶＨＲＲデータを１１]いた地衣[IIi反射率変動の推定，

写真illlllli学会ｲﾄﾞ次学術iMIiiiii会発表論文集，ｐｐ､131-136,（1997）

日本

37．KetutWikantika，RyutaroTateishi，ＴｈｅｕｓｅｏｆＮＤＶＩｖａｌｕｅａｎｄｔｈｅＫａｐｐａｉｎdexof

agreement（ＫＩＡ）methodformonitoringoflandusechangeinBandung，Indonesia，

日本写真測１１t｡､撒公秋期学術講演会発表論文集，ｐｐ､95-100,（1997）

38．建石陸太郎，搬成剛，ＡＡＲＳグローバル４分グリッドーヒ地被檀データセット，Ｈ本写

真測附学会秋期`､ｉｔ術織iiii会発表論文集，ｐｐ､101-106,（1997）

39．鈴木努，処ｲi除人郎，衛雌データを用いた積雪分ｲijモニタリングに|XIする研究，Ｈ本写

真剛iii学会秋期学術識iiii会発表論文集，pplO7-110，（1997）

4qJong-HyunPark，RyutaroTateishi，Multi-sourcedatafusionforurbaninterpretation

usingLandsatTMand2mresolutionspaceborneimage（ＤＤ－５），Ｈ水`り災ilIllIif`学会

秋期学術柵jih公発災論文災，ｐｐ､111-116,（1997）

41．松岡真如，処ｲi除太郎，状態空間モデルとカルマンフィルタをⅡ｜いたＡＶＨＲＲデータの

時系列解析，１÷１本`ﾉﾌﾞ典iⅢlTt学会秋期学術講演会発表論文集，ｐｐ､145-150,（1997）
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42．川端坑人，反l色Ili郎，迷ｲLi峰太郎，他９名，インドネシア・ロンポクノ;』におけるマラリア

感染と媒介蚊発ﾉ１１源との空間解析，第38回日本熱帯医学会太公，ｐｐ・’16,（1997）

４３．１ﾋﾞｲi除太郎，黄少博,リモートセンシングによる大陸規模の’２地被週モニタリング，千

葉入学環境科学研究機構第１同重点研究発表会，（1997）

44．三輪lIiMLjIll俊夫，大賀宣彦，樹木葉の反射スペクトルについての実験的考察Ⅵ；反射

スペクトルの経１１$変化，Ｌ1本リモートセンシング学会第221口１（1997ｲＩｉ５ｊ]）学術講演会論

文集，pl29-pl30，（1997.5.16.）

45．TakujiMiwa，Spectralchangeoftreeleavesbymeasuringmethodandsamplearr

angeｍｅｎＬａｎｄｔｈｅｐａｓｓａｇｅｏｆｔｉｍｅ，Proceedingsofthcl9thsymposiumonremote

sensingforenvironmentalsciences，ｐ５２‐ｐ66,（1997.8.30.）

46.-弍輪`|〔,｡，Ｈ本リモートセンシング学会「評Mli・標準化lil}究公」活動報告（研究会員とし

てポスタ－発友)，日本リモートセンシング学会第22回（1997ｲｉｉ５ｊ１）学術溝jiii会，（1997.

5.15-16）

47．三輪卓,１１，人賀宜彦，樹木葉のスペクトルについての実験的考察Ⅶ；反射・透過スペクト

ルと水含1㎡の経時変化，日本リモートセンシング学会第23回（1997年１１月）学術講演会論

文災，p47-p48，（1997.11.28.）

48．三輪IIiuILILI然環境を構成する要素のグランドトウルースデータの取得収集とデータベー

ス化,CEReS共同利用研究発表会，（1997.3.27.）

49．樋、鰯占・近藤11({彦，に11視一近赤外ピデオカメラによる琵琶湖プロジェクト'96での夏期の

水１１１観測．1997年度Ｈ本水文科学会学術人会，識iiii予稿集，p46-p49，（1997)．

50．Liu，Ｑ・几Kondoh，Ａ，andTakeuchi，Ｎ､，Ｓｔｕｄｙｏｎｌｉｆｅｚｏｎｅａｎｄｉｔｓｃｈａｎｇｅｓｉｎ

northcastChina・Ｉ、：Proceedingsofthe23rdConferenceｏｎＲｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇ，71-74．

JapaneseSocietyofMeasurementAuto-control（計ilU自動｛|jll御学会）（eds)，Narashino，

ｌ２４ｐｐ，１９９７．

5Ｌ新藤,Wi犬他，アラブ首反国述邦における地下水栖養機ﾄﾙにUUするiiM111i（第２報)，第１１回

｝１本水文ﾄﾞ;Ｗ:会`､jと術大会，64-79,（1998）

52．新藤lWi犬他，」上海迫美々川流域の湧水について，1997ｲＩｉ度Ｈ本地卜水学会存季講演会，

30-37,（1997）

53．新藤ＩＭＩ犬他，砂17:の降雨没透特性（ＵＡＥの事例)，第９ＩｕｌＨ本沙漠`､』た会学術大会，9-12,

0998）

54．秋１１１１}P(i，陳鋭’松iiljIlLI四郎，杉森康宏，全球に於ける海衣IlIiCO2分Ⅱさの見積りと

解析，1998ｲ|§皮Ｈ/１Ｋ海洋学会春季大会

55.人瀞,｢ljH1i，秋lllllミガ，杉森康宏，人［衛屋データを便川した令球における大気-海洋間

ＣＯ２ガス交換係数の兄iiIiもり，1998年度海洋学会春季人公

56．鈴木110〔弥，秋ＩｌＩＩｌｉ１ｆ杉森康宏，？[淵iI11[人，渡部勲海面境界過$'i{における摩擦速度（ｕ＊）．
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海上風速（ulO）特性に関する研究，1998年度日本海洋学会春季大会

57．浅沼市男，松本和彦，河野健，LSoesilo，Ｎ,Hendianti，ロンポック海峡沖の植物プラ

ンクトン分布の季節変動，海洋学会春季大会講演要旨集，Ｐ222,1997.4

58．河野健，浅沼市男，松本和彦，青山道夫，Ｍ､Lewis，太平洋西部赤道域における基礎

生産力について，海洋学会春季大会議iijii要旨集，Ｐ220,1997.4

59．松本和彦，浅沼市男，河野健，斉藤千鶴，太平洋赤道域における植物プランクトン分布

の変動について，海洋学会春季大会講演要旨集，Ｐ221,1997.4

60．浅沼市男，レーザライダによる植物プランクトン量の測定，海洋理工学回議旗要旨集，

１９９７．１１

61．小松亜矢子，安田嘉純，高橋邦夫，峰内健一，小林智，石井弘充：水稲葉の温度，水分

ストレスによるＬＩＦスペクトルへの影響，照明学会（習志野市)，全国大会講演論文集，

ｐ257（1997-4）

62．鈴木達夫，安川嘉純，島村秀樹：ＤＥＭからのＴＩＮ生成方法の比較，日本写真測量学会，

年次学術講演会論文集，pplO3-1060997-5）

63．朴鍾蒸，安田嘉純：補間によるＧＣＰの幾何的誤兼推定精度の向上，日本写真測量学会，

年次学術講演会論文集，ppl41-1460997-5）

64．小松亜矢子，安田嘉純，高橋邦夫，峰内健一，小林智：ＬＩＦ方法を利用した紫外線照射

による植物葉への影響，レーザ・レーダ研究会（北海道陸別)，第18回レーザセンシングシ

ンポジウム予稿集（1997-7）

65．安田嘉純：シンポジュウム「水中生物光計測」主旨説明，海洋理工学会（千葉巾)，平成９

年度秋季大会,講演要旨集

66．鈴木達夫，亥、嘉純，島村秀樹：ＴＩＮ生成方法の開発，日本写真測量学会，秋季学術講演

会論文集，ｐｐ５８（1997-11）

67．赤松幸生，瀬戸島政博，安田嘉純：構造物内部変状と表面温度との関係の検討，日本写真

測量学会，秋季学術講演会論文集，pp59-62（1997-11）

68．孫潔，岡山浩，Consideration

ReflectanceMeasurｅｍｅｎｔｏｆＳａｎｄｗｉｔｈ

ンシング学会第２２回学術講演会論文集，

onSatelliteDataCorrection

aRemoteSensingSimulator，

p53-p54（1997.5)，東京．

byBidirectional

日本リモートセ

69.石１１１陸，魚住聡彦，Ｔ、ドルジュ，建石隆人邸，械生被徴率による植物の分光反射特性

の変動，日本リモートセンシング学会（東大）1997.5.15-16（平成９イド度日本リモートセ

ンシング学会論文発表賞受賞）

70．TaPurevdorji，Ｒ、TateishiandTakashilshiyama，Estimationofvegetationcoverby

vegetationindices，日本写真測量学会（千葉）1997.520-21

71．田Llj壮一郎，石山峰，加藤雅胤，藤川真治，乾燥地の植生被覆率による地表の分光反射
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特ﾔlH，Ｈ本沙漠学会（鳥取）1997.5.31-6.1

72.石ｌｌｌ峰，徳江哲也，建石隙太郎，秋山昇，野外型方向性反射観測装置のi)M苑と初jUIの
結果，日本リモートセンシング学会（広島工大）1997.11.27-28

73．有|I|ゆり子・小林達1ﾘ]･岡野千瀞．近藤昭彦．安Ⅱ1蹴純，分光反射率を利ハルた樹木のス
トレス･モニタリングに関する１J}先，’三１本緑化工学会識iiii要旨，1997

74．除満，池田卓，大沼一彦，ＥＵＩ:俊博，安田嘉純，商速スペクトルゴニオフォ

の試作とファンデーションの評lilli，日本写真学会1997年度秋期大会，1997年11月

トメーター
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[４］国際交流

■４．１学術交流協定

4.1.1．中国科学院安徽光学精密機械研究所

中国科学院女微光`牌IIi密機械研究)j1iはＬＩＬ１国科学院に属する４つの光学)hli帝機械研究所のうち

で，大女i科学を研究分野に取り入れたユニークな研究所である。研究所の職負数は約500人で

あり，当センターと関係が深い部門は，人気光学研究室，遇感応用lil1究寵，環境光学監測研究

室である。

この協定は，人気環境のリモートセンシング研究に関して結ばれたもので，術)71,放射，ラ

イダー観測に関してNlILiに協力して研究を深めることを日的としており，1997年４)jに学術

交流及び脇ﾉﾉにDMする部Mllll協定が結ばれたのに基づき，共'01研究に|)Uする覚えi1「きが緒ばれ，

1998年１)lにｌｌｐ１卜1のデータの交換会が開かれたと同時に，若手研究員がｌイド'111のｙ定で派

遣された。

千葉大学環境リモートセンシング研究センター

と中国科学院安徽光学精密機械研究所との間の

学術交流及び協力に関する協定

千葉大学環境リモートセンシング研究センターと中国科学院安徽光学ﾙｻﾞ帝機械研究所は，相

互の友好を深め，lllIj機uQの'''1の学術研究及び教育上の協ﾉjを促進する'二Ｉ的をもって，ここにこ

の協定を締結する。

第一条Ｔ葉入学環境リモートセンシング研究センターとL|｣国科学院安徽光学桁帝機械研究所

は，相互の学術交流を促進し，研究の発展を図るため，協力することとする。

第一条iilij機UQの協ﾉﾉは，前条で規定した協力を促進するため，以｢のような活動を通じて行

うこととし，その実施の詳細は，別途協議することとする。

（１）教官及び研究者の交流

（２）研究集会を含む共同研究計画の実施

（３）ＷＩｉ報及びＩⅡ版物の交換

（４）両機関で合底されたその他の活動

第三条この協定は，llIj機関の代表者の署名をもって効ﾉ｣を有し，そのIOIl1I1は５（１２'１１１である。

また，有効j0111i1は，111j機関双方の合意に基づき更新することができる。

第四条この協定は，liIii機関双方の合愈により改定できる。

第兀条この協定は，どちらか一方の苫lEiによる６月前の通告により終「させることができる。

第六条この協疋は，ｌ１Ｉｊ機ljUに何ら財政上の負担を課すものではない。

第七条この協定は，英文をiﾄﾞ又とし，日本語と中国語を参考として1,M機lRlで係符する。

期日：1997ｲlｉ３ｊＩ２７Ｈ期日：1997ｲ|(4)１１２１１

（署名）（著名）

新藤ｉｉｉ犬胡歓陵

下葉入学I1l国科学院

環境リモートセンシング研究センター長安徽光学糀密機械研究ljIi災
、
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部局間協定に基づく共同研究に関する覚え書き

中国科学院安徽光学精密機械研究所（安光所）大気光学研究室と千葉大学環境リモートセン

シング研究センター（CEReS）センサ／人気放射研究部門とは中国科学院安徽光学精密機械

研究所と千葉大学環境リモートセンシング研究センター間の学術交流及び協力に関する協定に

基づき，以下の取り決めを行う。

－．安光所およびCEReSはエアロゾルおよび雲に関する共同研究を行い，観測データ等研究

結果を毎年，検討会を開き交換する。

二．検討会は交互にCEReS及び麦光所で行うものとする。

三．訪問側の検討会への参加者の航空運賃は訪問する側が負担する。訪問側の参加者２～３人

の滞在費は主催者側が負担する。

四．安光所は共同研究のために若手の研究員を千葉大学へ１年間派遣する。航空運賃は安光所

で負担し，滞在費はCEReSmlが負担する。

1997年月日

安徽光学精密機械研究所

所長

室韮任

(胡歓陵）

(周軍）

ED

ElJ

千葉大学環境リモートセンシング研究センター

教授（竹内延夫）印

4.1.2．中国科学院大気物理研究所との学術交流協定

平成10年３月，下記のタイトルのもとに，環境リモートセンシング研究センター及び大学

院自然科学研究科が，中国科学院大気物理研究所との間に，学術交流協定を締結した；

「千葉大学環境リモートセンシング研究センター並びに千葉大学大学院自然科学研究科と中

国科学院大気物理研究所との間の学術交流協定及び協力に関する協定」

センターでは，「東アジアの環境変動地域のモニタリング」と題して，植生環境を中心とし

てその変動に関わる研究を推進している。大気分野では，植生に影響を与える日射・放射に関

わる諸量の変動を中心に，中国の研究者と密接に協力しながら研究を進めている。特に，衛星

データの解析と並行して地上検証を実施する必要があり，中国側のサポートが不可欠となっている。

一方，中国では，中国科学院大気物理研究所を中心に，この分野で先進的な研究を推進して

おり，多くの成果を挙げている。中でも，大気環境に関わる日射・放射の研究では，大気物理

研究所・石広玉教授が中国に於ける指導的役割を果たしており，同研究所はこの分野の中心的

機関である。また，大学院課程を有しており，優秀な研究者を養成している。

この様な背景のもと，センターのプロジェクト研究を円滑に推進するために，センターと中

国科学院大気物理研究所と間で，学術交流協定を締結する事となった。センター教官は，千葉

人学人学院自然科学研究科に所属しており，リモートセンシング分野の人材養成を行っている。

この観点から積極的に大学院レベルの研究交流を推進する目的で，併せて自然科学研究科も含

－５７－



むこととなった。

因みに，イLi教授は､「成８ｲＩｉ１０ｌｊより平成９年３月まで，当センターのＷ(IIW外１K1人研究員と

して来日しており，炎蘭的に尖liTI研究をスタートさせている。

､

4.1.3．千葉大学環境リモートセンシング研究センター並びに千葉大学大学院自然科学研究科

と中国科学院大気物理研究所との間の学術交流協定及び協力に関する協定

平成10年３)]，炎ｉｉＬｌのタイトルのもとに，環境リモートセンシング研究センター及び大学

院自然科学研究科が，LIjI1il科学院大女(物理研究所との間に，学術交流協定を締結した。

センターでは，「束アジアの環境変動地域のモニタリング」と題して，ｈＭｉ環境を中心とし

てその変動にIRIわる研究を推進している。大気分野では，植生に影轡を与える１－１射・放射に関

わる諸fliの変動を中心に，中国の研究者と密接に協力しながら研究を進めている。特に衛星

データの解析とd1tijして地上検証を実施する必要があり，中国側のサポートが不可欠となっている。

一方中国では，LIjlIil科学院大気物理研究所を中心に，この分野で先進的な研究を推進して

おり，多くの成果を総げている。中でも大気環境に関わる日射・放射の研究では，大気物理

研究所・石広二I<教授がり｣国に於ける指導的役割を果たしており，I1jl研究l）iはこの分野の中心的

機関である。また人学院課程を有しており，優秀な研究者を養成している。

この様な背j;|:のもと，センターのプロジェクト研究をIﾘ渦に推進するために，センターと中

国科学院大気物EM研究所と１１１１で，学術交流協定を締結する事となった．センター教官は，千葉

入学人学院自然科学研究科に所属しており，リモートセンシング分野の人材養成を行っている。

この観点から枕極的に大学院レベルの研究交流を推進する目的で，併せて'21然科学研究科も含

むこととなった。

因みに，，lLi教授は､|え成８ｲrlO1lより平成９年３月まで，当センターの州111)外llil人研究貝と

して来日しており，炎面的に共同研究をスタートさせている。

担当センサー・人文(放射部''１両村民雄

■４．２研究者の国際交流

（外国人来訪者，滞在者）

＜氏名＞

WisnuEbaYulyanto

徐明石

＜｜=Ｉ的＞

シンポジウム参加

シンポジウム参加

く所属機関・国籍＞

BAPEDAL,ＥＭＣ（インドネシア）

SystemsEngineering

Researchlnstitute（韓国）

ソウル大学（韓国）

SystemsEngineering

Researchlnstitute（韓国）

中国科学院遥感応用研究所（LlilIl）

１１｣国科学院遥感応用研究所（LPlzRl）

文部省カリキュラム研究センター所及

(インドネシア）

地理研究所（中国）

シンポジウム参加

シンポジウム参加

徐東Iil5
l且 成り）￣､

シンポジウム参加

シンポジウム参１１１１

シンポジウム参加

劉紀速

庄大方

Ｄｒ,MDjamillbrahim

シンポジウム参lⅡ彦様尚

－５８－



染季陽

陳建耀

季腿蛸

陳俊合

銭鉄璃

陳博友

物永輝

派集暘

季新

築常明

朶伯強

劉天仇

朶大河

劉目明

１１１魁祥

MatthowWatson

Soon-ChangYoon

KunWardanaAbyoto

ShiGuang-yu（石贋Ii）

AbsornsudaSiripong

RichardH・Ｔｉｐｐｉｎｇ

ＬｏｒｅｚｏＤｅｌａＦｕｅｎｔ

ＷｏｌｆｇａｎｇVan

HoningenHuene

LenngKangMing（梁鏡IⅢ）

QiuJinhuan（邸金桓）

ＱｉｅｇＳｍｏｋｔｙ

地理研究所（IlI11il）

地理研究所（llj1Kl）

地理研究所（[ljlIi|）

広州中山大学地1111学系（中国）

応用生物学研究所（IlJ岡）

総合資源調査所（しljlIl）

石家農業近代化研究)ﾘ7（し'１国）

地質研究所（中'１４）

新殿地理研究所（Ilj11il）

生態環境研究センター（中国）

南京地理研究所（１１｣111）

チベット水面猟・水又同（中国）

中国科学院資源環境脳）（'↓｣国）

石家荘農業近代化研究所（中国）

石家荘農業近代化研究所（中国）

ケンブリッチ大学（英国）

ソウル大学（韓国）

IＮＤＯＳＡＴ（インドネシア）

中国科学院（'１｣図）

チュラロンコン人学（タイ）

アラバマ大学（米lIil）

マニラ犬文台（フィリピン）

エブォラ入学（ドイツ）

シンポジウム参加

シンポジウム参11］

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

香港市城大学（香港）

中国科学院人文(物Bl1研究所（中国）

セント・ペテルスプルク情報・オー

メーション研究所（ロシア）

安微光学精密機械研究所（L|』国）

女微光学精密機械研究所（中国）

国立宇宙航空)面）（インドネシア）

国立航空宇宙１回）（米|副）

リモートセンシングセンター長

（モンゴル）

コロラド人学（米''1）

対流圏科学研究所（ドイツ）

シンガポール人学（シンガポール）

同ＴＩ大気科学研究)jli（米国）

情報技術研究iｊ１ｉ（#jItlKl）

インドネシア人学（インドネシア）

国立航空字iljlJj（米lIil）

''１国科学院（水'１１１題迎合研究中心，

石家庄農業現代化研究所）名誉教授

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加卜

ZhouJun（周車）

HuHuanling（胡歓陵）

MuchlisinArief

YoramlKaufman

SodｏｖｙｎＫｈｕｄｌｍｕｒ

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

シンポジウム参加

AlfredGoetz

DetlefMuller

SooChinLieu

RoeIofBruinTzes

女忠絃

HamdaniZain

JamesSpinhirene

劉目明

セミナー，研究討論

セミナー，研究討論

シンポジウム参加

シンポジウム参加

研究Iili総

シンポジウム参加

セミナー

－５９－



中国科学院安徽光学桁密機械研究所

大気の光学illII定に関する共同研究

１９９８３．１９～１２．２

中国科学院安徽光学精密機械研究所

ライダーによる人女i;|側に関する研究

1997.12.1～1９９８．１０．１１

劉文iＩ１ｉ（LiuWenqing）

呉水雄（WuYonghua）

（海外派遣）

処石降太郎 地球環境／人間活動の|剥際会議''1席

オーストリア（国際応111システム解析研究所）

1997.6.11～1．１６

生態環境現地調査

中国東部

1997.6.16～６．２４

黄少博

日米科学協定に基づくＧＯＩＮセミナー，ワーキショップに参加

米国（大気科学研究所）

1997.6.22～６．２９

梶原康可

ワーキショップに参りⅡ日米科学協定に基づくＧＯＩＮセ

米国（大気科学研究所）

1997.6.22～６．２９

本多蹴明 ミナー，

研究打ち合わせおよび資料収集

中国（気象局気象中心外）

1997.6.22～７．５

岡村民雄

竹内延夫 研究打ち合わせ

タイ（タイ気象局外）

1997.6.22～７．６

研究打ち合わせおよび現地凋査

中国（石家庄農業近代化研究所外）

１９９７．６．２９～７．１９

I1f常源

研究打ち合わせおよび奥地調査

中国（石家庄農業近代化研究所外）

１９９７．６．２９～７．１９

新藤繍夫

述石峰太郎 現地調査

カザフスタン（植物学研究所）

１９９７．７．５～７．２３

－６０－



筒村民雄 日米CloudsatWorkshop出席

米国（OutTiggerKauaiBeachHotel）

１９９７．７．１６～７．２０

竹内延夫 SPIＥシンポジウム111席

米国（サンディエゴコンベンションセンター）

1997.7.27～８．３

高村民雄 研究打ち合わせ

モンゴル（モンゴル自然環境省外）

1997.8.19～８．２９

本多嘉明 植生調査

モンゴル（国立リモートセンシングセンター）

1997.8.20～８．３０

iii生調査

モンゴル（国立リモートセンシングセンター）

1997.8.20～８．３０

梶原康司

竹内延夫 研究打ち合わせ

インドネシア（インドネシア大学）

1997.8.26～９．４

研究打ち合わせおよび学会出席

英腫１（Rrading大学，スコットラン

1997.8.22～８．３１

岡Ill浩

ドAberdeen大学）

建石陸太郎 研究打ち合わせおよび現地調査

中国（北京大学，パンジファ周辺）

1997.9.1～９．１４

研究打ち合わせおよび現地調査

中ｌｎｉｌ（水利部遥感技術応用センター外）

1997.9.12～９．２５

近藤昭彦

應常源 1ＡＨ学会Il11Hi

英国（ノティンハム大学）

１９９７．９．１９～９．２８

シンポジウムlll席

米|:Iil（国立大気科学研究所）

１９９７．９．２８～10.2

筏J1:冨雄

－６１－



エアロゾル観測

シンガポール（シンガポール大学）

1997.10.16～１０．２１

竹内延夫

現地調査および資料収集

マレイシア（クアラルンプール市内）

１９９７．１０１８～１０．２５

本多嘉明

現地調査および資料収集

マレイシア（クアラルンプール市内）

１９９７．１０．１８～１０．２５

梶原康司

第18回アジアリモートセンシング会議出席

マレーシア（クアラルンプール）

１９９７．１０．１９～１０．２５

建石陸太郎

シンポジウム出席および観測

インドネシア（プラウ・セリブ）

1997.11.9～１１．１５

竹内延夫

現地観測と研究打ち合わせ

オーストラリア（アリススプリ

1997.1111～１１．１８

石山隆

ングCSIRO乾燥地研究センタ －）

研究打ち合わせ外

中国（中国科学院大気物理研究所外）

１９９７．１１．１５～１１．２８

高村民雄

研究打ち合わせ外

シンガポール（シンガポール大学）

タイ（タイ国立研究院「NRCT］外）

１９９７．１１．１８～１１．２５

竹内延夫

地球環境データベース調査

米国（建設光学研究所，ＮＡＳＡ外）

カナダ（リモートセンシングセンター）

イタリア（ＦＡＯ）

１９９７．１１．２７～１２．１３

建石陸太郎

日韓シンポジウムＨ１席

韓国（プサン）

1997.11.4～１１．６

本多嘉明
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雌石隆太郎 !｣鮴シンポジウム出席

蝉11Ⅲ（プサン）

1997.11,4～１１．８

本多蝋明 現地調森

オーストラリア（アリススプリングス）

1998.1.13～1．１９

梶原康司 現地調査

オーストラリア（シドニー）

１９９８．１．１３～１．１９

jMi少博 現地調査

オーストラリア（シドニー）

１９９８．１．１３～１．１９

本多嘉明 研究成果打ち合わせ

タイ（タイ国家研究評議会）

1998.2.11～２１４

筏)|:富雄 研究打ち合わせ

中国（国家気象局）

１９９８．２．２０～２．２４

建石陸太郎 研究打ち合わせ

中国（'↓'国科学技術大学，北京大学）

1998.3.7～３．１３

竹内延夫 観測および研究打ち合わせ

タイ（国立研究院外）

1998.3.12～３．１９

岡村民雄 現地観測

米国（マウナロア観測所）

1998.3.19～３．３０日

近藤昭彦 現地綱査

マレーシア（FirstAsianPacificFRIENDWorkshop）

インドネシア（ジョホール河流域，アサハ河流域）

1998.3.19～３．２８
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[５］教育活動

■５．１講義（大学院,学部）

竹内延夫

工学部Imi像工学科

自然科学研究科前期諜隠

「リモートセンシングエ学」

｢隔測センサエ学Ｉ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」

｢特別演習Ⅱ」・「特別研究Ⅱ」

｢環境隔測論」・「リモートセンシング正学」

｢特別演習」・「特別研究」

｢電子・光システム総合特別講義」（分担）

自然科学研究科後期課程

高村民雄

自然科学研究科前期礫程 ｢隔測情報処理Ｉ」・「特別演習Ｉ」・「特別iiinＷⅡ」

｢特別研究Ｉ」・「特別研究Ⅱ」

｢地球物質循環論Ｉ」・「地域多様性科学波習」

｢特別演習」・「特別研究」

｢地球環境とリモートセンシング：２１}１位」（分担）

(講師：新藤，本多，建石，唐，梶原，竹内，11.5村，

開発事業団)）

自然科学研究科後期課程

普遍教育総合科月

人、（宇宙

久世宏明

自然科学研究科iiijⅢ)諜程 ｢隔測センサ工学Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」

｢特別旗習Ⅱ」・「特別研究Ⅱ」

｢応用環境光学」・「特別演習」・「特別研究」

｢電子・光システム総合特別講義」（分担）

自然科学研究科後期課程

浅井富雄

自然科学研究科後期課程 ｢土地条件論」

三輪卓可

自然科学研究科前期課程 ｢像質科学」・「特別演習Ｉ」・「特別liii習Ⅱ」

｢特別研究Ｉ」・「特別研究Ⅱ」

本多嘉明

自然科学研究科前期諜程

普遍教育総合科'-１

｢像情報処理工学一

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

建石峰太郎

理学部

自然科学研究科前期諜際

自然科学研究科後101課程

普遍教育総合科１１

｢リモートセンシング概論」

｢隔測情報工学」・「特別研究Ｉ」・「特別波ｉＷＩ」

｢隔測情報ディジタル解析論」

｢地球環境とリモートセンシング」（分ｊＩｌ）

－６４－



新藤聯大

自然科`.』た研究科前期裸程 ｢水又地質学（春期２単位)」

｢特別演習（通年４単位)」・「特別研究（i､年９１１１位)」

｢地球物質循環論Ⅱ（春期２１１１位)」・「地域多様性科学演習ＩＬ１然科学研究科後期課程

(通年２単位)」・「特別演習（通ｲ１２２１'１位)」

｢特別研究（通年２噸位)」

杉森康宏

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

｢海洋のリモートセンシング（秋季２i１１位)」

｢環境情報システム科学」

近藤1M{彦

普遍教育

普遍教育

’41然科学研究科前期課程

｢地球科学Ｂ－環境情報科学人'''１－」

｢地球環境とリモートセンシング」（分lll）

｢水又地形学」

梶原Ｍｍｌ

工学邪

自然科学研究科前期課程

普遍教育総合科目

｢データベース」

｢環境データ解析」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

女111溌純

１２学部|ｉｆ報［学科

自然科学研究科前期課程

Ｆ１然科学研究科後期課程

来)i(［楽人学総合理工学

研究科

｢物理情報工学Ｉ」・「パターン認識」

｢画像処理」・「パターン処理特論演習」

｢パターン処理」・「認識情報科学総合特別講義」

｢センシングシステム特論」

lfIIIllI浩

自然科学研究科前期課程 ｢隔測情報処理Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別淡習Ⅱ」

｢特別研究Ｉ」・「特別研究Ⅱ」

■５．２修士論文，博士論文

（博士論文）

竹内延犬

偽海良一（論文博十）

自然科学研究科人工システム科学専攻

今同体素子化ライダーによる窒素酸化

博Ⅲ（Ｌ学）

指導教１．「

学化氏名

識鵬

論文題Ｈ

学位

グーによる窒素酸化物の濃度分布iil･iillに関する研究

竹内延夫

ＬｉＸｕｎ

ｌＬ１然科学研究科人工システム科学専攻

指導教１．１

学化氏名

,ｉＭｉｌ１５
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論文題目

学位

DevelopmentofanAlgorithmforOrientationofThreeLineScanner

lmagery

博士（工学）

建石陸太郎

ツェレンフー・プレヴドルジニ

自然科学研究科環境科学専攻環境動態学講座

TheestimateofperccntvegetationcoverusingAVHRRdata-Application

toMongoliangrassland

博士（理学）

指導教官

学生氏名

識座

論文題目

学位

(修士論文）

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

学位

竹内延夫，久世宏明

周氷海

自然科学研究科像科学専攻

差分吸収の全固体ライダーによる都市大気中の窒素酸化物濃度分布の計測

修十（工学）

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

学位

竹内延夫，久世宏明

金城秀樹

自然科学研究科像科学専攻

多波長ライダーおよび可搬型ライダーを利用した対流圏エアロゾルの精密計測

修士（工学）

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

学位

高村民雄

金田真一

自然科学研究科像科学専攻

陸域エアロソルに関する研究

修士（工学）

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

学位

高村氏雄

荻野清文

自然科学研究科像科学専攻

ＧＭＳデータを用いた地表面輝度温度の分析

修士（工学）

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

学位

高村民雄

滝本訓久

自然科学研究科像科学専攻

マイクロ波による雲水鼠推定についての研究

修上（工学）

本多嘉明

平地信博

自然科学研究科像科学呼攻

指導教官

学生氏名

専攻

－６６－



論文題Ⅱ

学位

ＧＡＣクラウドフリーコンポジヅトデータ自動処理アルゴリズムの'1M発に

関する研究

修止（工学）

慌導教官

学生氏名

ＬＶ攻

輸文題|=Ｉ

学位

本多嘉明

渡辺干洋

自然科学研究科像科学専攻

草地におけるＢRDFに|則するｌｉｌＩ先

修士（工学）

指導教1J

学化氏名

Ｗ【攻

論文題目

本多嘉明

鈴木慎也

自然科学研究科像科学(P攻

インターネットを利川したＧＰＳカメ

関する研究

膠-ｔ（工学）

ラ画像相互利用システムの|;M充に

学位

指導教官

学Ｊ１：氏名

(リ攻

論文鼬Ｈ

学位

本多嘉明

近田朝子

自然科学研究科像科学専攻

ADEOS／OCTSによる陸戦iUIi1iIへの利用についての研究

修士（工学）

指導教官

学生氏名

ﾘノ攻

論文題目

学位

建石隆太郎

鈴木努

自然科学研究科像科学呼攻

衛星データをITIいた秋雪分布モニタリングに関する研究

修士（工学）

指導教官

学１１Ａ氏名

⑭攻

論文迦月

学位

建石隆太郎

徐侃

自然科学研究科像科学Wj[攻

GlobalBaseMap(DCＷ)の粘度にljUする研究

修士（工学）

指導教官

学JLli氏名

Ｍ１【攻

論文趣|=１

建石峰太郎

ＫｅｔｕｔＷｉｋａｎｔｉｋａ

自然科学研究科像科学専攻

LandusechangeanalysisinBandung（Indonesia）using

sateuiteimagesandgcographicdata

修士（工学）学位

指導教官

学ﾉｋ氏塙

呼攻

論文題名

学位

二輪卓司

児島麻子

F1黙科学研究科前脚I諜際像科学専攻

光切断法による手の１Ｍ(形状iil･川

修士（工学）
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指導教官

学收氏名

虹攻

論文題目

学位

安川嘉純

木村史宏

'21然科学研究科知能ＩＩＩｊ報科学専攻

小恢Ij;(諸島およびi1l'細近海の海表面ilMl度と水色の月変動の比較

修上（工学）

指導教官

学化氏名

岬攻

論文題目

亥１１１鶏純

鈴木達夫

自然科学研究科知能情報科学専攻

DEMのデータ削減のためのＴＩＮ生成方法の検討

一動的ウインドウをⅢいた階層法の提案－

修一上（工学）学位

指導教官

学生氏名

岬攻

論文題目

学位

安}H嘉純

Ｈ隈雅也

自然科学研究科認識怖細科学専攻

11Bi像処理プログラムにおける設計のデザインパターンのilllll1とその適用の評Ｉｉｌ１ｉ

修士（工学）

指導教官

学生氏名

Ｍ１【攻

論文題目

岡111浩

孫潔

自然科学研究科像科学専攻

リモートセンシングシミュレータをⅢいた砂と岩石の二方向性反射特性に

DMする研究

修止（工学）学位

■５．３社会教育活動

５．３．１生涯学習（センター主催）

題目：「リモートセンシング」

日時：１０月１８日（土）１３時30分～16時

場所：環境リモートセンシングセンターセミナー室

対象者：千葉ilj内中学生及び理科担当教諭

参加人数：中学生：３１名，中学校の教諭：１１名，高|・約40名（９つの中学校より）

慨要：地球環境の調査研究に必要なリモートセンシングヘの理解を深めて貰うことをⅡ

的として，今後を担うｊ'iい人たちを対象にセミナーを実施した。前半では，具体

的な衛星データを用いたリモートセンシングの原理の解説を行い，後半では，赤

外線カメラを用いた簡単なリモートセンシングのデモンストレーションを実施した。

プログラム

時間割

１３:30-13:４０

１３:４０１４１０

１４:10-1420

14:30-15:１５

１５:20-16:00

講師（CEReS教員）

建石

iLlLi

近藤

高村

建ｲi・朴

タイトル

挨拶と講師紹介

リモートセンシングの説明

研究紹介「100年前と今の千葉」

実験赤外線カメラ

ひまわり受lri投備の見学

－６８－



5.3.2干葉大学公開議座（千葉大学主催）

題目：「現代の環境問題を考える」

センターから下記の識師が協力した。

本多嘉明

高村民雄

｢宇宙から砂淡化監視への挑戦」 19974|ﾐ５月３１日（ﾆﾋ）１３時～15時

1997年６)１２１日（土）１３時～15時｢大気が変える地球の環境」

－６９－



[６］センターの行事

■６．１センター主催のシンポジウム

６．１．１国際シンポジウム「衛星データの大気補正とその地球環境への応用」

1998年１）j21l-1から23日までの３１｣|Ｈ１にわたり，千葉大学けやき会館を会場として行われ

た。講演は次の８セッションで54件（内４件取り消し）の発表があった。（１）人文(の光学的

性質，（２）陸上と海|:のエアロゾルのリモートセンシング，（３）衛星データの環境への応１１]，

(4)陸上および海上での人気Milla，（５）物理モデルおよび統計モデルのアルゴリズム，（６）

インドネシア'１１林火災のリモートセンシング，（７）地上ベースおよび航空機からのモニタリ

ング，（８）ライダーから禅Ⅱ)した光学的厚さの精度。これらのうち，特に(6)はⅡ舵！；問題とし

ても大きく取り上げられたテーマに関するセッションであり，また，（8)は環境リモートセン

シング研究センターにも大型設備として導入されたライダーによる人文(データに関するワーク

ショップである。

本シンポジウムは術Ｉ,1データの解析精度を向上させ，また，その物理モデルのｊｉ１ｊ礎となる大

気，とくにエアロゾルの特ﾔlHを明らかにすることを目的として企iIniされた。これからの衛星に

よる地球環境観ilIiillIlliを反映して，マルチスペクトルを利１１)した解析，，1.i解像度のスペクトル

の利１１１，偏光の利１１１，多ﾌﾞＩ皮観iⅢの利用，赤外域のスペクトルの利''1など，新しい試みが発表

された。招待繊斌肴の一人であるＮＡＳＡゴダードのＹ､Ｊ・Kaufmanは，エアロゾルの影轡が

小さな中赤外の2.15,ｕｍと3.75αｍの衛星データが，可視域での術lI1IlIli像の人文(補正におい

て有効であることを小した。本シンポジウムを通じて，分光放射制･などによる人女(の光学的Ｉ７

さの検;l[が人気補'1{のアルゴリズムを考える上で重要であることが改めて認識された。

シンポジウムには，アメリカ，イギリス，ドイツ，ロシア，フィリピン，タイ，インドネシ

ア，中国，香港，鮴IIilなどからの18人の外国人の参加があり，そのほか，学外から４５人，学

内から29人と，都合90人余りの}'１席があった。衛星データの精密解析に不ｌ１欠の人気補ｌＥお

よびこれに関述する分野で熱心な発表・討論が行われ，今後この分野の発峻に向けて有維な研

究集会となった。

６．１．１．２Appendix、ワークショップ「ライダーから導出した光学的厚さの精度」

人気補iEにおける地Ｉ検jiIEにおいて非常に電要となるライダーi;|･illllで求めた光学的l1jIさの精

度に関して，IIJ際シンポジウム「衛星データの大気補iEとその地球環境への応111」の特別セッ

ションとして，ワークショップを開催するとともに，翌１）j２４Ｈ（｣2）にライダー関係の国

内外の参りⅡ者が集まり，データの交換と今後の共同研究の進め方の相淡をｲjった゜本ワークショッ

プは中凶科学院玄徽光`ｻﾞ:ﾈI1i帝機械研究所とのライダーデータの交換会をアジアにおける他のラ

イダーグループを含めてＩ)ＭＩＩｉｉしたものである。次回はソール人学のＹＯＣ、教授がllM樅すること

となった。

参考文献

N・Takeuchi，Ｔ・Takamura，Ｈ・Ｋｕｚｅｅｄ.（1998）：Proceedingso「lhcCEReSIntemationa］

SymposiumontheAtmosphcricCorrectionofSatelliteDataandltsApplicationto
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GIobaIEnvironmenLandWorkshop:TheAccuracyoIOpticalThicknessDerivedfrom

LidarObservation，CI1ibaUniversity，３２５pages．

６．１．２CEReS国際シンポジウム「アジアの水文環境の報告」

1997年l1H5I三Iから３}三''''１にわたり，表記の国際シンポジウムが千葉大学環境リモートセ

ンシング研究センター（CEReS）の主催により千葉大学西千葉キャンパスにおいて１)'１催され

た。本シンポジウムは地域の環境形成に最も大きな彩縛を及ぼす「水文環境」の理解を中心課

題とし，環境リモートセンシングのターゲットとして位置付けることも意図された。アジアに

焦点を合わせたが，陸域の水文現象は地域の個性を無視しては語れない。そこで，アジア各地

域における水文環境に'１Mわる問題点を発表していただくことにしたが，実lir的には而枇のうえ

でも人口の上でもアジア内で大きな割合を占め，国土の中に様々な気候帯を含むI:１１国をメイン

のターゲットとした。中国IGBP／BAHC国内委員長も勤める劉昌明教授のご尽力により，

中国からの招１１W研究者は20名に達し，日本国内に滞在する中国人研究者を含めると１１１席者の

ほぼ40％を中国からの研究者が占めることになった。

４件の招待識波を含む48件の識演が６つのセッションに別れて行われた。各セッションの

タイトルは，１）気候変化と水文，２）蒸発散，３）水資源と生態環境，４）ＧＩＳとモデリング，

5）水資源と水質，６）湖沼および河川環境，である。水と環境の関わりを考察する際に貴重

な示唆を与えてくれるTl｢代文Iﾘjの醗衰と水との関わりに関する興味深い鮴jiii（榧根列愛知大学

教授とIIlhll貞識千葉大学名機教授によるインダス文Iﾘ】の話題）もいただき，内容は非粥に多岐

にわたる。そのため，iiMiiiiの１１:'から中国，特に華北にUQわる内容を取りＩＩＬてIiiilliにまとめた

いと思う。華北平ｌｊｌｉはIIj極Ｉの般倉地帯であり，人口鰐皮も高く，さらに”水'111題，，の視点から

は肢も緊急性の商い地域であると考えられるからである。

華北平原を貫く大黄何の水が河口まで達することなく途絶えてしまうことはマスコミの報道

もあり，よく知られていることと思う。1972年に岐初のdry-upが発生してから，その回数は

年々増加しており1995年には二'二上がった河床の総延長は662kmに達した。シンポジウム開催時

点で1997年のdry･ｕｐの日数は190日を超えている。その原因は河川管理が行き届いていない

ことであるが，［|]国では河川水の水利権が明確ではなく，取水に関しては早い者勝ち，上流優

位の状況にある。

そのため，iW1概川水としての地下水の役割は非常に重要になっている。華北平Ｉｊｌｉでは平均す

ると１kmiあたり0.3本の深）|:戸がiW1慨用水を賄っているが，地下水位は過去数－１．年'１１１低下傾向

にある。このまま低下が巡行すればいずれ揚水コストや様々な地下水陳謝により地下水利用は

限界に達することは容易に想像できる。その時には地下水資源が土地利１１]，IuL業生産に決定的

な影響を及ぼすと考えられる。都市部でも地下水位の低下と，それに伴う地雛沈下，沿岸部で

は塩水侵入が深刻な問題となっている。

華北平原東部の沿岸部では臘性ﾆﾋが分布し，農業生産に函大な彫弊を及ぼしている。しかし，

地下水の揚水によって地下水而が下がり，ｉＷｉ慨１１１水によって塩分が洗い111されることによって

塩性地の分布域は減少しているという。このことは適切な水資源管理により瀧北平ljliの農業生

産litを維持することも可能であることを意味している。

沿岸部に分布する塩性地は地下水流動系の概念からは流出域に相当する現象である。平原の

西端を区切る太行''1地から束の渤海湾にいたる北緯38度練に沿ったi1ill線に沿って筏ｊｉ:戸の水

lirを分析した結果では，束に向かって濃度が一貫して高くなっており，太行山地から渤海湾に

いたる地域地下水流I功系の存在を示唆している。この地下水流jlill系の存在の確認，漁獲lib滞

［
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ｉＷ時|Ｈ１の推定は今後の華北における地卜゛水資源の持続的な利用を考える上でwr要な課題である。

以上のように準｣上､,と原では表流水資源は決定的に不足しており，地下水資iliiも現在は￣方的

に搾取の状況にある｡￣方,中国南邪は降水最も多く水資掠ITiは比較的幾１;iである。そこでＬｌｊ

,Ｈ１｣上部の水不足を解消するために[''']！'櫛部の余剰水を北に輸送するプロジェクトが進められて

いる。そのルートは３つあり，反i,:,茜流の河川水を戯ilIに導水する案，災i'〕'｣流部から漢ｉ':を

経[,]して北京．犬１，tにいたるルート，そして長江下流部から歴史的に有名な人運河を経'''して

入滅に至るルートである。妓初の｣二流のルートは可能ﾔ'§を検討中であり,蚊ド流部のルートは

ポンプアップを必奨とし，導水コスト，水質の点で有利でない。２番目のルートは短期的には

淡江からの取水が先行するが,これだけでは水最がイ足するため長期的には及江からの取水が

iilliWiされている。

その他，青梅省における塩分集械の|B]題，タリム盆地の水利用と水又環境へのインパクト，

チベット高原の湖水位の変動が瀧慨川の取水と氷河の後退により低下とけ'Lの二通りのセンス

を持つこと，等多くの興味深い講演がなされた。中国以外の講演も多くなされ，それらは336

ページにおよぶプロシーディングスとして印刷されている。

シンポジウム終ｒ後，中国０１Ｉ研究背と今後の研究脇ﾉﾉに'jLlわる会合が開催された｡すでにＴ

雄大学理学部とLllII1科学院水間題述合研究所（北京）の'''１では部局間協定が締結されているが，

今後とも日中が協ﾉﾉして中国の水'Ｈ１題に関わる基礎研究．応用研究を推進していくことが改め

て確認された。千葉大学環境リモートセンシング研究センターでは平成９年度よりＮＯＡＡと

ＧＭＳの直接受信が行われているが，稚北平原は視野の中に入っており，緯度．経度座標にマッ

ピングされた画像が毎日作成されている。本シンポジウムにより宇宙，地'２，地下のあらゆる

視点から中国の環境問題を扱っていく）!`礎的枠組みが''１来'1つたといえる。

なお，プロシーディングスは残部がｲﾄﾞｆあるため，ご希望の読者は千集大学環境リモートセ

ンシング研究センター（〒263-8522下災『|J稲毛区弥/|ﾐｌＩＩＪ１~33）までご諭求ください。

参考文献

Shind０，ｓ.，Ishiyama，Ｔ、andTang，Ｃ、ｅｄ．（1997)：Proceedingsofthelnternational

SymposiumonHydro-EnvironmentinAsia・CenterforEnvironmentalRemoteSensing，

ChibaUniversity，３３６pages．

■６．２共同利用研究報告会

平成９年度共同利用研究プログラム

日時1998年３月２７日（金）９：00～１７：５０

場所千葉大学自然科学研究科大会議室

□開会の辞（９:00-9:05）竹内延犬（CEReS）

プロジェクト研究の部（９:05-14:10）総合司会：竹内延犬（CEReS）

□リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタリング（９:05～9.40）

・概要紹介……･…･………･……．.……………･………………………………浅）|:冨雄（CEReS）

・東南アジア環境モニタリングにおける地域情報の体系化とその応用
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……．.……………..………………・・Ili村充MII（京都大学束I櫛アジア研究センター）

･束アジア暖候期のマルチスケール降水環境変動のモニタリング

………･…･…………･………………………………DII藤内蔵進（岡111大学教育学部）

□地上没iiH人気観測装置による衛星データの人文(補疋に関する研究（９:40～10:30）

・概要紹介……………….….……………….….…………….….……………竹内延夫（CERcS）

・術lilデータからの大気の光学的厚さ推定にUUする研究

…………………………………………･….．…ⅡllH剛之・ilI崎明宏（金）い:災入学）

・大気補11{11]検証システムの開発とリモートセンシングデータの人気補正に関する研究

….…….….….………………………･…………･………森'11雅雄（長iMli大学I:学部）

・対流MIHエアロゾルのキャラクタリゼーションに|則する研究

…………………………………………Ｉｌｊｉｌ茂・三iiliﾄﾞⅡ彦（東京理科大学IIllY部）

□休憩（10:30-10:40）

□光学的手法を用いた大気,ｉＭＩｌｌシステムの開発と研究（10:40～11:00）

・概要紹介…･…………･…………･……………………………………………久世宏明（CEReS）

・ライダー，サンフォトメーター，フィルターサンプリングによる大気境界屑エアロゾルの

光学的性質に関する研究………･……………………･・村山利稚（来京商船入学商船`､j２部）

□マイクロ波センサーを利11]した大気情報hll1l1に関する研究（11:00～１１:20）

．概要細介……………･…………………･……..…………………………．．…高村民雄（CEReS）

・衛星データを用いた雲と放射収支の研究……………岩坂U11人（東京商船大学商船学部）

□自然環境を構成する要粂のグランドトゥルースデータの取得収集とデータベース化

（11:20～ＩＭＯ）

・概要紹介…………･………………………………･………………･…………三輪点司（CEReS）

・環境ストレスを受けた械物個葉の反射スペクトル特性に関する研究

…………………･……･……・ＩＺＨｉｊＭ・中山敬一・松lMj延浩(千葉大学|刺些学部）

□アジアのｔ地被覆データベース（11:40～12:00）

、概要紺介．…………………………….…………….………………………建石陸太郎（CEReS）

・衛星iIIli像とＧＩＳによる熱･Ｉ|;湿地林地帯の環境変化モニタリング

………………………………………………………吉野邦彦（筑波大学；|:会1:学系）

□昼休み（12:00-13:00）

□ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲによる1V〔１lxバイオマスの推定（13:00～13:50）

・概饗紹介・………………･…………………･………………..………………・本多鶏Ｍ１｝（CERcS）

・モンゴル放牧草原における１１m物種構成，械物11tに及ぼす放牧Iliの影轡

一リモートセンシングと結合させるための地|調査方法～｢Ⅱ錐モデルー

１）内業【I｢シリンゴルノ,,〔1H〔の放牧強度試験地の植生と放牧Ｈ１

…………………………………遠藤法世・大久保忠1１（茨城大`ＷＩｌｌ学部）
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2）モンゴルllilマンダルゴビtY〔原の植/にと放牧１１:，環境秤}(推定の試み

…………………………………大久保忠'1・遠藤法|Ⅱ：（茨城入学fIM学部）

3）モンゴル放牧IYK１%(におけるバイオマスの推定と家畜生雌力の把搬

…･……･…………･…秋１１１侃（峡lf1大学流域研究センター）ほか６名

□ＡＶHRR／GAC多時WIデータの処EIl方法に|剣する研究（13:50～14:00）

・概要紹介……………………･…………….．…………………………………′|N多ﾊﾟﾙ|ﾘ］（CERcS）

□衛星データと地FM↑IIj報をⅢいた地域環境解析の手法に関する研究（ホームページによる

紹介）

・概要紹介…………………………………………………･……………･…･…近藤Ⅱ({彦（CEReS）

□地理ＩＩｊｉ報データベースの開発と連１１１（ホームページによる細介）

・概要紹介……･…………………………………･………･……………………近藤１１({彦（CEReS）

□地表面反射スペクトルデータの収集手法の開発とスペクトルデータベースの作成

（1400～14:10）

・概要紹介….…………………..…………..…………･……………･………・・梶IljI順!。（CEReS）

□休憩（14:10-14:20）ホームページによる成果報告の紹介

一般研究の部(1)（14:20.16:05）司会：本多嘉明（CEReS）

･ＳＳＭ／Iデータによるllli熱帯収束帯周辺の水蕪気場の研究

……･…･…………･………･………………..……………児li友IIi（弘前人学理学部）

･都市域における放射・熱収支のリモートセンシング

……･…･…………･…･……………．.……………菅原広史（防衛人’j４校地球科学科）

｡新しい植ﾉﾋ指標と近畿地方の械生調査……落合史生（帝塚111入学教養学部）ほか３名

･多バンド術li1データ解析のための新しい植生指標及び解析アルゴリズムの１Ｍ1発

…………………･……･･……………村松川奈了（奈良女ｒ人`､jAF畔部）ほか３名

･分光反射卒illI定による水稲の'１ｉ行・窒素栄養状態の推定

.……..………………………………………谷本俊明（広ｌ;3u,いＩ腿災技術センター）

･半F1然ﾔＭ〔本群落の形成・維持に関わる光要因の意義

……..………………………………………・人賀汽彦（千葉人学1Ｗ､jA部）ほか３名

･衛星・航窄機リモートセンシングによる土壌水分iIII定のための地上検iiIli

…･…･……………………･………………………開發一郎（広';&ﾉＷ:総合科学部）

□休憩（16:05-16:15）

一般研究の邪(2)（16:15-17:45）司会：石１１１峰（CEReS）

･人工術)'１データ利111による砂丘の移動の数値シミュレーション

………………………･……………．.…………河村ｆＴ山（お茶の水女「入学IlM学部）

－７４－



・リモートセンシングをⅢいた海洋からの生物起源硫黄の放ＩＩｌｌｉｔの推定とその地球の

女(峡変化に及ぼす影響………Ｈ１[|］茂・駒崎雄一・成111祥（慶応義塾大学理l:`､jと部）

･Lljllil新柵ポステン湖の水収支と周辺の植生変化について

…･………..…………………･………･…･…長K&秀樹（東京水産大学海洋環境学科）

･'|｣lIil西域乾燥地域での慌廃・砂淡化のプロセス研究とそのiiiM1iモデルの構築

……………………………………亥仁屋政武・朴瞬チャン（筑波大学地球科学系）

･Ililj燥地の地表面スペクトルの観illl1．.………･…………小１A(ｌＭｌｌｌ成（広島大学学校教育`粧部）

・リモートセンシングによる地面露頭情報の収集記録システムの研究

…………………………………………高島勲・村上英樹（秋lH大学鉱１１１学部）

□閉会の辞（17:45-17:50）浅)|:橘雄（CEReS）

□懇親会環境リモートセンシング研究センター会議室（18:00-19:30）

■６．３研究会・講演会等：

環境リモートセンシングに|H1する研究を推進するためのワークショップ，シンポジウム，研

究会，繊演会等

６．３．１第１回環境リモートセンシング研究センター共同利用研究会｢GPS気象学ワークショップ」

1997ｲli6月２６，２７日の２Ｈｌ１１ｌにわたり，「ＧＰＳ気象学」の第１回ワークショップが炎iiUの

タイトルのもとで開催された。これは､ﾄﾞ成９年度から科学技術)j:振興調整費の総合課題「ＧＰＳ

気象学：ＧＰＳ水蒸気情報システムの構築と気象学・測地学・水文学への応用に関する研究」

(略称GPS／ＭＥＴJapan）がスタートするにあたり，プロジェクトに参加する研究者だけでな

く一般の研究者の方にも参加してもらい，「GPS気象学」に関する議論と理解とを深めるため

に(l1HIiされた。このプロジェクトでは全国に展開された1,000点近い国土地理院ＧＰＳ述続観

ｉｌ１ｌシステムで得られる全国の｢11降水|,(データを気象庁数値群Mシステムと有機的に結合して，

１１水域における可降水量に関するIIIHiMの時間空間分解能を飛脚M的に向上させること，その知兄

を)ⅡいてＧＰＳによる地殻変動観illIのﾄﾞIli度向11およびメソスケール気象現象の数''１１気象Ｆ報の

粘度ｌｆ１ｌ:を図ること，さらに女(象`､jt，illll地学，水文学等の研究を支援するためのデータベース

｢GPS水蘓気情報システム」を櫛築し，その応用について調査研究を行うことを目的としている。

今lulのワークショップは「ＧＰＳ気象学」のキックオフワークショップとして，ＧＰＳ『Ｉ降水

lHtIlIi報の現状とその口I能性，その期待される応用研究，また，ＧＰＳ可降水壁の推疋に係わる

問題点等について，気象学，ｉｌＩＩ地学，水文学，環境科学等の'1A広い分野の研究者による活発な

画疑,;I論がなされた。また，蝿なる分野の研究者の間で「ＧＰＳ女(象学」という研究課題につ

いて，おlLIいに共通の認識が醸成され，今後３１:間の研究の推進について非常に良い脇ﾉﾉ体iljll

が|'|；られつつあることが実感された。参力Ⅱ者は総勢93名にのぼり，「ＧＰＳ気象学」に対するIHI

心と１０１術をひしひしと感じることができた。

環境環境リモートセンシングｌｉｌ１先センターではＧＰＳ女(象学プロジェクトによって↑\られる

１１$'１１１雫'''1分解能の高い可降水1ｋ分Ⅶj{Ｉｆ報を収集・アーカイブし，他の地理情報（気象データ，

地形データ，‐t地被覆，人文・ド|:会`ｻﾞ:的データ，等）とiFiね合わせ解析する情報システムを櫛
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築し，環境科学・水文学分野の研究に応用していく予定である。特に，数100kmスケールにお

ける大気と地衣、の＃|互作11]の解明に重点を置いた研究を推進し，数([１１(-]r報のﾄﾞIIi度向｣主にフィー

ドバックすることもＨ的としている。

6.3.2第２回環境リモートセンシング研究センター共同利用研究会「環境リモートセンシン

グにおける大気と大気補正」

日時：1997ｲ1｛（平成９年）８月25日（月）１０：00～１７：３０

場所：千葉入学けやき会館３階

第２回共lTil利liIli)}究会「術）Ｔｌリモートセンシングにおける大気と大女(補Ili-’は８１１２５日

(月)，けやき会館３階レセプションホールで53名が参加して開催された。

本研究会のテーマは衛星データから-k地利用や土地被覆分類，海洋のＩＩ１ｉ報雰を精度良く解析

する際に必要となる人気の影響の評価とその除去，即ち，大気補ＩＥに関するもので，CEReS

の共liil研究の項婆なテーマであり，また，1998年１月開催の国際シンポジウムのl1il内のグルー

プ作りも雑ねた研究会であった。

内容は大気補ｉｌｉのメカニズムに踏み込んで，人気現象の性状，その衛凧ｌＭｌｉ像への現れかた，

大気中や地衣面との多ili散乱による雑音成分とその除去の手法，大気の光学モデルを用いたシ

ミュレーション，陸域，海洋での状況と補正結果との比較，地上検証と，ほぼ大気補,Eについ

て全体を網羅するものである。定常的な成分の大気補正は，光学モデルを11}いて容易に行える。

したがって問題となるのは時間的変化の激しい成分（エアロゾルと水蒸気）である。本研究会

では性状が多様で，複雑であるエアロゾルの補正が中心であったが，岐近諦迦となっている

GPSネットワークによる水燕気成分の補正についても発表がなされた。このように朧り沢山

な内容を１Ｈで消化したため，朝10時から夕方５時30分まで昼食lllHlllもl(､i縮して行ったが，

短い時間ながらも非常に活発な質疑があった。ADEOSの活動仲''二（６）]３０日）という不幸な

事故のため，又の槻ill11ごＩ程に大きな狂いが生じ，センターからの参jⅡjは少なく，そのため，植

堆，地表面での柑互作１１１といった応用[lljの発表は少なかったのは残念であったが，岐後まで熱

心な質疑があり，３１人が懇親会に参加し，活発な論議が続いた。

プログラﾑ

はじめに千葉大学CEReS竹内延夫

１．衛星データによる大気情報の抽出

１．１衛艮データを用いた大気状態の推定に関わる諸問題

東京大学ＣＣＳＲ中脇映發

１．２ＧＣＭと術ｌｌ４データとの関わり気象研究所柴ｌＩｌｈＩｉ学

１．３ＧＭｓによる裳情報の抽出千葉大学CEReS岡１１１格／IIfli村民雄

L4JACCSiilllljiと雲情報抽出気象研究所内11｣明博

１．５ＰＯＬＤＥＲによるエアロゾルhllllIＮＡＳＤＡ高l;＆勉

2．衛星データにおける大気補正

２．１陸域術厘lIUi像データの大気補派法金沢工業大学川}nMM11と，｜||崎Iﾘ|玄

２．２海色リモートセンシングにおける人気補正

東海大学福岡TIT

２．３大気補１１１におけるエアロゾルの役割近畿大学向）|:苑11i，佐野到

２．４海洋観illlデータから得られたエーロゾルの波長依存性
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千葉大学CEReS／ＪＡＭＳTEC浅沼市男

２．５人気補正プログラム６ｓを利用した植被率推定に関する研究

千葉大学CEReSTs､Purevdorj，建石健太郎

２．６温度，放射率同時推定のための熱赤外データの大気補正

長崎大学森山雅雄

3．地上検証

３．１地上検証と大気モデルーエアロゾル

千葉大学CEReS久世宏明

３．２水蒸気・雲水の抽出とＧＰＳ利用気象研究所青梨和辰

３．３陸域反射係数特性の大気補正への影響

地質調査所土田聡

３．４VicariousCalibrationのための大気コードの感度解析

佐賀大学新井康平

閉会の辞千葉大学CEReS浅井富雄

6.3.3干葉大学CEReS共同利用研究会「Landcover／Ａｓｉａ」

1997年10月２日，千葉大学けやき会館において，CEReS共同利用研究会「Landcover／

Asia」が開催された。この研究会はアジアの土地被覆に関心をもつ研究者が集まり討議する研

究会である。千葉大学外から17名，環境リモートセンシング研究センターから17名（学生を

含む）計28名の参加者があり，１５件の発表があった（下記プログラム参照)。

学会などにおける通常の研究発表とは異なり，次のような方針で研究会を行った。

・結論の出た研究のみならず，アイデアのみ，研究上の問いかけのみの発表も許す柔軟な意

見交換の場を提供した。

・各発表に対して，討論に時間制限は設けなかった。

・概要／論文の提出は義務づけなかった。発表内容と同様の概要／論文は既に他の学会など

で公表していることがほとんどであり，参加者の準備の時間的負担を軽減した。当日の討議に

重点を置いた。

これらの方針は参加者に好評であり，特に自由な意見交換の場を提供した意味が大きかった。

討議で１ｍ白かったのは以下の内容である。

・大陸規模の土地被覆分類でグランドトルースは如何に取ればよいか。

・土地被覆のカテゴリー分類を補完する連続分類（連続変量）の必要性

・グランドトルース収集におけるＧＰＳの利用

・WorldAtlasofAgricultureを数値化したデータが来年公表される。

プログラム

日時：1997年10月２日（木）１０：00～

場所：千葉大学けやき会館２Ｆ会議室２

１０：00

挨拶千葉大学環境リモートセンシング研究センター建石隆太郎

１０：１０～１２：00

台村充則京部大学東南アジア研究センター

題目：大陸規模での解析で求められるグランドトルースとは？
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後藤真太郎金沢工業大学・環境情報総合研究所

題目：Ｕｓｅｏｆｌ９６０，sworldatlasofagriculture

温成剛千葉大学

題目：全陸域４分グリッド土地被撹データセット

田中庸夫国土地理院

題目：地球地図国際データ仕様について

山下恵㈱パス。インターナショナル

共同研究者：辻宏道（建設省)，谷岡誠一（国建協)，丸山弘道（地理院)，

長澤良太（パスコインターナショナル）

題目：ＬＡＮＤＳＡＴＴＭとＮＯＡＡＡＶＨＲＲを用いたインドシナの土地被覆図

長澤良太㈱パスコインターナショナル

共同研究者：アワードキショール・サー，遠藤和志，山下息

題目：時系列衛星画像データによるラオス北部の焼畑モニタリング

１３：００～１６：３O

佐藤一絃琉球大学農学部

題目：リモートセンシングによるマングローブ林の質的・最的情報の複合表）

吉野邦彦筑波大学社会工学系

題目：局所的土地被覆モニタリングのための係留気球搭載型スペクトルメー

黒沢夕千葉大学

題目：ＧＰＳの単独測位の精度評価実験

田中壮一郎同和工営株式会社

題目：GPS連動可搬型リモートセンシング画像処理システムによる現地検証

松岡真如千葉大学

題目：統計的手法による時系列ＡＶＨＲＲデータのノイズ除去

鈴木努Ｔ葉大学

題目：ＡＶHRRデータからの積雪域の推定

Ｔ・PrWdorj千葉大学

題目：ＡＶＨＲＲデータによる植生被覆率の推定

ParkChunghyun千葉大学

題目：高解像度衛星による都市地域の-k地利用モニタリング

陳秀刀千葉大学（北京大学）

題目：３Sprojectandlandcover／landusemonitoringinPanzhihuacity

l7：00～１８：３０

懇親会

ドシナの土地被覆図の作成

扇的情報の複合表現法

一夕の開発

■６．４センター教員講演会（CEReSの夕べ）

６．４．１カレンダー：下記の日程で実施された。

久出先生

高村先生

建石先生

1997年 ４月２２日

５月２７日

６月２４日
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6.4.2講演要旨：各回の講演要旨を以下に記載いたします。

1９９７．４．２２

４波長ライダーの衛星データ大気補正への応用

（久'１t宏１１１１）

CEReSの12喫役llljの一つである大気補正用４波長ライダーが稼動を始めて１イドが経過した

ことに鑑み，ライダーデータの状況と，関迎する理論的背景，および大女(iliIIiの実例について

解説した。術111が受(!;する地衣面からの反射光は，大気１１列でエアロゾルや分ｒによって消散さ

れる。とくに，前肴による散乱は影縛が大きく，ライダー観illIによるデータが人気補'ピにおい

て威ﾉﾉを発抓する。ＭＯＤＴＲＡＮ３の放射伝達コードによる

シミュレーションの結果を交え，エアロゾルによる散JiLの基礎をなすミー散JiLのIIM論に基づく

各種散iliLパラメータの禅Ⅱ１，ライダー偏号の解析から得られる消散係数の波及依存ﾔｌｉなどにつ

いて報告した。今後，ライダー|司号の精密な定最的解析について研究を進めるとともに，

ＮＯＡＡにliilj01した槻ill1を行って大気補IEのアルゴリズムの開発を行っていく。

１９９７．５．２７

ＡＴＭＯＳ－Ｂ１計画と地球放射収支

（高村民雄）

人気放射部'''１では，術)'1データを利11]したプロダクト生成の一貫として，父(象衛川ｌひまわり

(ＧＭＳ－５）を川いた火アジアからIjl9太平洋にかけての放射収支の碓定研究を『ｊっている。人気

上端と「端での放射収支推定に対して，衛星で測定できる物BMliiは12端での及波（地球放射）・

短波（太陽放射）の｜:Irlき放射輝度のみである。地球温暖化や気候変動の研究においては，大

気lz端での放射収文のほかに，変動の『[接的影響を見る上で，地}芒での放射（熱）収支の分ｲｉｊ

を知る！lが極めてin災である。地|での放射収支を推定するには，いくつかのＪ１[喫な仮定があ

り，特に玄がある場合の及波のドlrIきフラックスは，ほとんど蛮庇Ⅲ&皮に依ｲJ1するので，これ

をil;liiiにⅡ'1定する11Ｉが収支の挑疋に決定的である。しかし，これまでの叉mjjilセンサーで墾底

II1i報を↑りる１１Ｉは，ほとんど木口I能である。このため，放射収支を研究する内外のlUf先コミュニ

ティで，術111撚'|ｉｆライダーやレーダーを|Ⅱいた要計illll訓１１iiiが巡行Il1である．｝1本ではＮＡＳＤＡ

を[|｣心にＡＴＭＯＳ－Ｂｌ`illIIllがあり，現代ライダー，雲レーダーのそれぞれに分かれて，その

nj能ﾔ|：が検ﾘﾄ|されている。地球気候系に果たす雲の役;';Ｉを放射収支の１１K場からIﾘIlili;にすべ<，

人文(放射邪'１１１でも枇極的にこの命l1ll1iに！Ⅲわっている。また，これに奇jjするために，従来のゾ

－７９－



ンデデータの解析などから雲底情報を得る努力も続けている。

１９９７．６．２４

大陸規模の土地被覆モニタリング

（建石陵太郎）

土地被覆情報は地球環境研究の重要な環境情報の一つである。1981年以来ＮＯＡＡＡＶＨＲＲ

データが全球を観測しており，地球規模，大陸規模の－１名地被覆情報抽出が可能となっている。

衛星データからの土地被覆情報抽出にはあるⅡ#点（通常１年間）での土地被覆の把撮と数年

間における土地被覆変化の把握がある。前者に関しては，本研究ではアジア全域の１ｋmのＩ地

被覆データセット作成を目指している。後者に関しては，1981年以降の全アジアのデータか

らｔ地被覆変化可能性図および砂漠化図の作成を、指している。このために次の２つの研究活

動を始めた。先ず，既存の研究の成果であるアジア各地のローカルな土地被覆情報をインター

ネットを通じて蓄積することである。より信頼性の高い情報を共有する試みである。もう一つ

は，変化検出のために必要な時系列ＡＶＨＲＲデータの補正方法の研究である。これらの研究

を通じてアジア全域のより信頼度の高い土地被覆情報を得ることができる。

､

１９９７．７．２２

樹木葉の反射スペクトルの経時変化

（三輪卓司）

高精度のグランドトウルースデータの取得・収集とデータベース化の研究の一環として，生

物学的1996年度に伸長した葉の反射スペクトルの成熟，老化病気，紅葉，虫害等による変

化を，分光放射計ＦｉｅｌｄＳｐｅｃＦＲで，６樹種の着枝状態の葉に対する定期的現地測定により

調べ，以下に要約する結果を得た。

５～６回の測定結果から６種の着枝葉に共通する特徴点を記述する。

１：未成熟葉の可視域の緑部の反射率は成熟葉に比べて高く，成熟に連れて減少し，成熟葉の

値に変化する。

２：成熟・老化に伴って，可視部の緑部の反射率は低卜し，緑部に対する赤部の相対的射率は

増加する。

３：近赤外域（800～2500,ｍ）は，1450,1950,ｍ付近の水の吸収によって分けられる

短：800-1400nｍ，中：1500-1900,,,反：2000-2500,ｍの３領域を考えるのが良いと思わ

れる。更に，短：800-1400,ｍ域は，短波長域（短短：８００．９００nｍ)，中波長域（短中：900

1200,ｍ)，長波長域（例えば短艮：1200-1300,ｍ）の３領域に分け，短短と短長の２領

域に着目するのが良いと思われる。

４：可視域の反射スペクトル変化は目視観察結果と良く対応する。スダジイの反射率は，可視

域緑部では６種の中で最も小さく，近赤外域短域で最も大きい。

５：近赤外域長域の反射率は，蝋質の厚いスダジイ，タブノキ，クヌギが，ソメイヨシノ，

コナラ，シラカシに比べて小さい。また，概略的に，近赤外域短域の反射率変化は，長域の

反射率変化と逆相関関係を示す。

６：近赤外域短域の反射率は，未成熟葉の場合は成熟に伴って増lH1し，その後は成熟葉の場

合に変化し，１）それ以後は殆ど変化しない場合と２）次第に低下する場合とが認められる。

1）殆ど変化しない場合は，測定期間中には殆ど老化が起こっていない場合と推察され，近赤
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外域災域の反射率は殆ど変化しない。２）反射率が日時に巡れて次第に低卜する場合は，老

化が次第に起こっている場合と推察され，近赤外域長域の反射率は次第に蝋川する。近赤外域

IKjijiM域の反射>ｷ〈の１Ｍ及域の反射率に対する比は，未成熟葉で人きぐ，成熟に伴って減少し，

成熟葉の場合のｌｌｌｊとなる。その後老化の過程の初期でもこの比は減少する。ｉｌｌＩ定した６樹廠の

Ｒ（850,ｍ)／Ｒ（1275,ｍ）と測定Ｈ時の関係に見られるように，近亦外域ｊＭ域，特に短

短域の反射率は次第に減少する。強度の老化段階では近赤外知j(Ｍ域の反射>ｷ《のｈｊ及域の反

射率に対する比は非ｉＩｉｒに小さくなる。

Ｒ（850,ｍ)／Ｒ（1275,ｍ）と測定Ll時の関係だけでは，比をとる!！#により，近亦外短域全

体の反射卒が変化した場合には，その特徴が失われるので，近亦外iKj域の反射半そのものと

併用するのが良いと答えられる。

７：近亦外域Ｌｌｊ域の反射率の変化には，近赤外域知域の反射率変化に対応する喫索と近赤

外域反域の反射率変化に対応する要素が混在しており，場合によって(､lれかか優先している

場合が多いが，Imlれにしても複雑な様相を示す。

８：近赤外戦災域の反射率は，日時に伴って，１）殆ど変化しない場合，２）次第に増加する

場合があるが，減少する場合は無かった。これは，成熟・老化に伴って葉!'｣の水分が減少する

事に対応すると推察される。

１９９７．９．２４

植生リモートセンシングの今後の展開

（本多溌明）

術111リモートセンシングの主なセンサーは光学センサーである（合成ｌｌＩｌｌ１レーダーは，利用

面においてﾉk解決部分が多い)。術雌搭JMi光学センサーの動向は，岡窄ｌｉ１Ｉ分解能化，商波長分

解能化，，1.1j瀕度観ill1化の方向にすすでいる。これに対し，地表Ｉ１Ｉｉでの検,iIl：方法の(iIi1lkは進んで

いない。術),lil･llIIiにしめる地表１ｍにおけるCal／Valの費用も極めて低いのが現状である。衛

星プロジェクトＪＴｉｌに含まれるCal／Valの費用も多くの場合は，センサー/lWKのCal／Valに

終始することが多い。術A1プロジェクト全体を成功に導くためには，各祁アルゴリズムからの

成果に対するCal／Valの確}rが重要である。植堆リモートセンシングにおける地表面

Cal／Val手法のliIl11X6CEReSにおける電要な役割といえる。

１９９７．１０．２８

リモートセンシングによる地表面の植生・水文状態量の推定

（近藤昭彦）

リモートセンシングは水又科学の研究において重要な道具となり1￥るだろうか。その可能性

がある限り徹底的に追求するのが，環境リモートセンシングを確立させるための道ｌｌｌ１ｒｉである。

奥ｲ[取り紺んでいる課越の１１なものは'二J視・赤外のリモートセンシングによって，’）蒸発散

１１tをダイレクトに搬定できるか，２）広域の乾湿状況を把握できるか，の２点であるｑ様々

な現象が械分されてlid録されている術)１１データから必要なIiIi報をｉＩＩ１ＩｌＩするためには，対象とす

る現象と術''1データのシグナルの中に絲験的な関係があるかどうかをまず検I;､Ｉする必典がある。

そのようなlxl係が１１}られれば，その物蝿的背景を検討することによって，ｗ了しい手法，モデル，

アルゴリズムが発兄されるIJI能ﾔ|；が生じる。このような立場から，ｗＩ地における樵発散ITtと値

/'１指標の関係について岐初に充友した。実際に計測された燕発散Ii(とＴＭによるｈＭ三指標は
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峨本の4{肯IU11I11ではlIiil〈ほどよく一致した。蕪発散鼓は光合成速度，バイオマスとも,195い相関

を持つため，リモートセンシングにより植生に関わるｒａｔｅおよびstateを推定できる可能性は

確かめられた。

次に，ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲにより，中国わい河平原において広域i紘湿分ｲijの挑疋を試みた。

手法は，横#''１にhliﾉ|{指Ｍ１１，縦軸に輝度温度をとり，散布の傾きを蛇ｉＭの指ｌｌ１ｌｌとする方法である。

得られた乾湿分ｲｉｊは先↑j降i:ij指数の分布と非常によく一致した。時系タリデータも梅雨,ﾘ]け後の

乾燥過程を明１Ｍ(に捉えていた。その物理性に関しては今後，熱赤外イメージャー，分光放射iil

を使って検討する準Miは椎った゜

以上のように，リモートセンシングでは最も実用的である可視・赤外のセンサーによる傭報

抽出にかなりの穏度成功したといえる。当日は以｣この話題の他にもデータベース部'１１のホーム

ページの紹介を鞭ねて様々な話題提供も行った。

１９９７．１１．２５

ＨＥＩＦＥＰｒｏｇｒａｍａｎｄｔｈｅＳｔｒａｔｅｇｙｏｆＬａndSurfaceProcessesExperiment

JiｅｍｉｎＷＡＮＧ

（InvitedResearcheratCEReS，fromtheLanzhoulnstituteofPlateauAtmospheric

PhysicsofChineseAcademyofSciences）

HEIFEisaSino-JapaneseCooperativeprogramonAtmosphere-LandSurfaccProcesscs

intheHeiheRiverBasininNorthwestChinaComparedwithotherｃｘｐｃｒｉｍｃｎｔｓｓｕｃｈａｓ

ＨＡＰＥＸ－Ｍｏｂｉｌｈｙ，ＦＩＦＥ，ＥＦＥＤＡ，etQitisfeaturedwithalandscapeo「oasis，desertand

Gobiareas，ａｎｄalongperiodofficldcampaignfOｒｍｏｒｅｔｈａｎｔｗｏｙｅａｒｓ・ＡＩａｒｇｅ

ａｍｏｕｎｔｏｆｄａｔａｏｎｂｏｕｎｄａｒｙ－Ｉayermeteorology，hydrology，vegetationandsoilstatus，

ｈａｖｅｂｅｅｎｃｏｍｐｉＩｅｄｉｎｔｏｔｈｅＨＥＩＦＥＤａtabase，SomereseaTcheshavebccndonein

lastfouryears，includinganalysisofthenewfindings，modeling，particularlythecom‐

binedstudybyusi､ｇｏ「satellitcremotesensing（LandsatTM，ＮＯＡＡＡＶＨＲＲ，ａｎｄＥＲＳ

ＡＴＳＲ,etc.）andthefieldobservationsontheeValuationofregionalsurfacefluxes・Ｍｏｒｅ

ｓｔｕｄｉｅｓａｒｅｂｅｉｎｇｄｏｎｅｏｎｔｈｅｒｅgionaleffectiveparametersandthｃｄｅｖｃＩｏｐｍｅｎｔｏｆｍｅｓｏ‐

scaleatmosphere-hydrologicaImodels，ｂｙｆｕｌｌｙｕｓｉｎｇｏｆｔｂｅＨＥＩＦＥｄａｔａresources．

１９９７．１１．２５

Advancesinatmosphericradiationandsatelliteremotesensing

XuLisheng

（InvitedRescarcheratCEReS，fromAtmosphericRadiationandSatelliteRemote

SensingLaboratory，ChengduMeteorologicalCollege,China）

AtmosphericradiationandsateIIiｔｅｒｅｍｏｔｃｓｃｎｓｍｇａｒｅｖｅｒｙｉｍｐｏｒｔａｎｔａｎｄａｃｔｉｖｅｒｅ‐

searchareainmodcmatmosphcricsciencesandenvironmentalscicnccs・Thcrcportdis-

cussesbricflyｓｏｍｅ「rontierofthissubject,namely，１）lightscattcrinRbynonsphcrical

particles，whicbisaactive，ｃｏｍｐ]icatedanddifficultrcsearchsubject、Thereporldis‐

cussestheadvanccsmainlyalongtworesearchlines:oneislheriRorousT-matrixtheory；

anotherislhcray-opticstheoryapproximation；２）thcinteractiono「cIouds-radialion‐

climateandthcirhcdback・Exploringtheircomplicatedmechaｎｉsｍｉｓｏｎｅｏｆｔｈｃｃｅｎｔｒａｌ
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problemsinmodernclimatesludy；３）thespecialsubjcctonclimatestudychallengeto

satclIileremotescnＳｉｎｇ・ＳｏｍｅａｄｖａｎｃｃｓｏｎｓａｔｅＩｌｉｔｅｒｅｍｏｔｅｓensingrelatingtoclouds

andclimatesIudiesarepresented，especiallyMTPE（MissiontoPlanetEarth）and

Climsat（ClimateSatellite)．

１９９７．１２．２４

ＧＡＣデータからのクラウドフリーコンポジットデータの自動作成

（梶原康可）

極'|ﾘL道衛星ＮＯＡＡのＡＶＨＲＲセンサのデータには，ＨＲＰＴ，ＬＡＣ，ＧＡＣの３穂類がある。

HRPT，ＬＡＣの地|:解像度は1.1kmでＧＡＣのそれは約４kmである。ＧＡＣは低解像度ながら，

他の２つと違って地球余体のデータを地上で受信することができるため，1982年から現在に

最るまでの15ｲﾄﾞにわたる毎日の全球データが蓄積されている。これまで何度か，このＧＡＣを

）!`データとして便11}した全球・時系ﾀﾞ１１のクラウドフリーコンポジットデータの作成が米国にお

いて行われてきた。しかしながら，それらのコンポジットデータでは，生データを地図座標系

ヘリサンプルする処fIMにおいてシステム補正のみを|Ⅱいているため，MiRWi度が非常に悪く，

コンポジット処Bl1で地理的に異なったMiHのピクセルが１１$系ﾀﾞﾘ化されるという問題点があった。

そこで，そのリサンプリング処理でＧＣＰを使った精密幾何補正をおこない，これまでにない

クラウドフリーコンポジットデータを121動作成するためのシステム開発を行った。

［|動処理を行うためにはＧＣＰのＦ１動選択・画像マッチングを用いた対応点検出が必要であ

り，これらを行うことが非常に難しいために，これまでシステム補派のみが採用されてきた経

純がある。我々はシステム開発においてこの問題を解決し月動処理システムを完成することが

できた。生成されるコンポジットデータは地上解像度４kmと，ＧＡＣの解像度とliiI等であり，

この点でもこれまでになかったデータセット作成が可能になった。

水システムの特徴は，リサンプリングという時間のかかる処理を，ｌパスごとに１台のＰＣ

をl';||り当て，１１１分１５パスの処斑をⅡiｲｊして行うことである。ギガバイトIli化の大最データ

のファイルＩ／Ｏがﾉliじるプロセスでは，，rlj速な並ﾀﾞﾘ計jii1:機を用いても速度向｣1には限界があ

る。これをＰＣで分散処理することでlllI1101的な高速処'''1を匠１１能とした。１１－１分の令球モザイク

データが約１時'１M半で処理可能である。

さらに，クラウドフリーコンポジットのためのコンポジットアルゴリズムもこれまでよく川

いられてきたＭＶＣ法ではなく，光路丘を考慮に入れた新しいものを開発した。これを用いる

ことで，今までのデータセットではほとんど使用に耐えなかった高緯度地域においても良好な

ｌｌｌｌｉ索を選択することが可能になった。

1998．Ｌ２７

アラブ首長国連邦の水文

（新藤静夫）

アラブ首長国述｣!'jを紹介する言葉に「砂漠に挑戦する新しい国」というのがあることからも

分かるように，この111の砂漠の緑化への取り組みには感心させられるところが多い。また砂漠

を切り開いてこれを腿地にする努ﾉﾉも続けられている。これらはまだ始まったばかりで，その

瀞えはまだでていない．克服するI1UlI鼬も多い．その雌大のものは水資源の確保である．我々が

この'１１と関わるようになったのは，その対策の一つとして「地下ダム構想」が持ち上がったか
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らである。

このため我がIIiljm産省の肝煎りのもとに､｢成５年に「地下ダム調査呼,,,,委員会」がつくられ，

新藤がその座長として,平成７年までそのお'1t話をしてきた。報告書は平成７イド６月に先方に

提'1'されたが，この報告書で大きな裸迦として残されたのは，地下ダムの処0没は技術的に叫能

であっても，はたしてそこに貯まるだけの地下水が禰養されるかどうかという点であった。こ

れに藩えるためにはなお基礎的な水又観ij11Iや調査が必喫だとして，筆者を代よ者とする文部行

''4際学術研究が'j'き続いて実施された．これは平成９《,：に終『し，「アラブiyilj2,K,連邦の水又」

として報告書にまとめられた。その成果のうち幾つかの興味ある点について紹介した．その盤

約は以下のようである。

’・衛星画像とランドトルース，およびＧＰＳカメラを１１W,,,して，拠点地域～乍囮規模の水又

地形区分図を作成した。

２．建国以来初めてという1996年３)]に苑'１ﾐした人洪水をはさんで２時,0,の地下水質の分析

結果から，このような折りに効果的に地ト水掴養が行われることを明らかにした。同時にI紘燥

地域ではこれまでのマクロな気候'><分では正確な水資jliiii1Miは,LH来ないことを示した。

３．砂丘深部の地LlMk分騒を実測するとともに，人]:降,:M実験を行って，，,砂丘は貯水池であ

る”ことを定壁的にホした。

４．ワジ堆積物から過去の洪水個歴が復几できることを'爪した。これらのIHI接的資料と，97,

ｲ':以来の気象データから，近年人降':'jの充ﾉ腹頻度や降MjIAが大きくなっていることを示した。

その理由については不明であるが，先梶述べた砂漠緑化対策，農地の拡大と瀧慨水の供給によ

り，オマーン山地を後背地にかかえる地域でのローカルな気候変化の可能ﾔ,{もあり得ることを

指摘した。

１９９８．２．１７

気象学一今昔物語一

（浅井富雄）

気象学は最近の数十年IHIにその対象倣域が拡大すると｣Lにそれぞれその内容は多様化し杵し

く進展した。したがって，気象学のどのテーマをとりあげても興味深い今什物譜ができあがる。

今回は私の最終識幾でもあるので，私Ｆ１身がこれまで深くかかわり，かつⅡｻﾞ19[を得た冬季Ｈ本

の豪雪に関する研究を歴史的に概観し，特に気象レーダーや気象衛星によるリモートセンシン

グ技術の果たした役判を強調する。}1本は温帯に位殻するにもかかわらず'1t界でも有数の豪.ｉｉ

地帯である。この特徴を（１）豪雪の源である水蒸気がどのようにして人文(Iijへ大量に供給さ

れ貯蔵されるのか，（２）貯蔵された人11tの水蒸気がどのようにして降Eliとして解放されるの

か。降雪の舞台・背｣;&。（３）降雪がどのようにしてある特定の場ljli・l11Fll1Iに集中するのか。

降雪の局所集Ｌ１ｌ化などの３点に整理して解説する。

岐後に，局地豪`'iの岐近の研究成果とi;ili題，すなわち，冬季日本海上に発現する中規模低女ｉ

)［について，その火態と発生・発達のメカニズムについて論じる。その典点は次の通りである。

！'｣規模低気ｌＥの苑ﾉliには人気ドルfiにおける水平収束がfnl欠であり，｝1′MjjIjli部の収束||；は

'|ﾘ|鮴半島北祁にある''１馬によって形成される。さらにIilAM模低気圧の形成には海面からの勘i熱

と潜熱のフラックスが不'｡]欠で，ｌｉｌＨ熱ili給は大気下IlYiをDI1熱し，対流圏卜111ｉを/f《安定化するこ

とで対流を活発にする。収束帯では['１規模上昇気流と添允な対流があり，１Ｍめられた下liYiの人

文iは水驫気と共に対流と中規模の|:HL流で上層に連ばれ潜熱の解放と共に対流圏中層を温める。

これがひるがえって｜:昇流に地下水漁獲が行われることを明らかにした。
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[７］主要研究設備

■７．１新規主要研究設備

7.1.1携帯型フーリエ分光放射計

屋外において熱赤外放射スペクトル（2～１４以、）を計測するこめの装置である。標準国黒

体とその温度制御システム，金反射拡散板も装置に附属されており，絶対熱放射スペクトル，

分光放射率が計測できる。なお，感部の冷却には液体窒素を使用する。来年打ちｋげがf定さ

れているＥＯＳ－ＡＭ１のＡＳＴＥＲをターゲットにした地上検証用のグランドトゥルースデータの

取得に最適な測器である。今後，様々な物質の放射率のデータベース作成，放射率の違いを利

用した植生と上壌の熱赤外リモートセンシングに関する基礎実験，等に利用していく予定であ

る。

7.1.2大気状態高精度解析システム

人工衛星によって取得される広範囲の人気，地表面情報を，より高品質の物理量に変換する

ための地上支援システムであり，（１）大気状態観測装置，（２）システム検定装置，（３）大気

状態集積装置の３つの小システムから構成される。各装置は以下の機器からなっている。

（１）大気状態観測装置赤外画像作成装置

マイクロ波放射計蒸発散測定装置

オーレオールメータ（２）システム検定装置

サンフォトメータ野外分光測定器

直達日射計日射計検定装置

全天赤外放射計放射計検定装置

全犬日射計マイクロ波スペクトラムアナライザー

全天分光日射計ディジタルオシロスコープ

積分散乱計（３）大気状態集積装置

エアロソル吸収測定器データ収集・解析用計算機

放射温度計データ記憶装置

データ収集装置

■７．２既設主要研究設備一覧

7.2.1衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星ＧＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が逆用する極軌道気

象衛星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より構成され，アン

テナより受信されたデータを自動的に一次処f1Mし，記憶装置に保存する。本装置はＧＭＳにつ

いては毎時，ＮＯＡＡについては１日３～４１L'1受信し，受信データの映像化処1111およびいくつか

の物Hl1HTtへの変換処flHを自動的に行う。そして，受信された未処理データと処理後のデータは，
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平成８ｲ|:度に導入された「人容|ｄ環境データアーカイブシステム」へ'二1動的に'&j逃され，大容

liiのテープへ保存される。ＮＯＡＡの受(高範囲は西側ではバイカル湖やチベットの來端，北は

カムチャッカ半H&，｜柵はI櫛シナ海までをカバーしている。

システムのIlli成と受(,iデータの流れを概説する。受信アンテナで術附１からの(1iljが受(｢;され，

受偏されたデータは】PLiセンターにある解析室内のダウンコンバータを総ll1してデータ処BM1lIの

ワークステーションへ人ﾉﾉされ，IIlli像化される。画像化されたデータはHill度Iルアルベドある

いは表面温度などの物fll1Iitへ変換し，さらにそれらを地図座標へマッピングされる。－迎の処

理済みデータはデータ解析１１１のワークステーションへ転送される。ここでは，必喫ならば受偏

後間もない術111データを'１１(ちに解析することも可能である。いったん解析川ワークステーショ

ンへ極送されたデータは，定期的に「人容鼓環境データアーカイブシステム」へ転送され保存

される。以上の処flI1の流れは，－部を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

本装置で受偏・解析され，保存されたデータは，今後，学内外の利川宥がデータの検索を出

来るようにカタロクデータベースをＷｅｂ上で検索できるようなシステムを柵築していく丁定

である。

７．２２大容量環境データアーカイブシステム

人工衛星によりモートセンシングデータおよび現地観測データを利川した環境解析研究に使

用する，大汽１，(のデータiii｣録システムである。衛星データ受信及び解析システムで受偏された

衛展データは，自動的に本システムへ転送され，保存される。

水システムは，以トの装撹から構成される。

（１）］iデータiiLl録装iiVi

岐大30ＯＴＢのiiLl憶容lHtを有する。記録媒体には，非圧縮時で50ＧＢのiid憶窓１１tをもつＤ３テー

プを使用し，2000ﾉ|xの媒体がに1動倉庫に収納されている。自動倉ｌｌｉＩﾉ〈lの媒体は，コントロー

ラ装置のデータベースにより，収納位置・使用状況等の情報が管１１１１される。

（２）主データiid録禰Ｈ１・制御装置

二に記憶容llt512MBの４CPU並ﾀﾞﾘ処理計算機システムに，階I1virlファイルマネージメントソ

フトウエアを繕iliRする。本装置により，アーカイブシステム利１１１者はデータ利川に際して個々

のテープ媒体を適職することなく，一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱うのと'１１様の利

用形態をとることができる。

（３）高速外部紀憶装iivf

総雰Iii1OOGBの容１１(をもつキャッシュ・ファイルシステムで，－１ミデータiid録行Bl1・制御装

置に接続される。Ｉｒｌｊｌｉｉｉ度に利１１１されるデータは本装置|芒にii己録され，ｈｊｌ１１ｌテープ媒体を経''1せ

ずに高速に読みだしを行うことができる。

（４）ネットワークシステム

本システムは，100BASE/ＴＸによる問速ネットワークでドメインを形成し，ドメイン内で

のデータ取得はきわめて11.jj速に行うことができる。また，衛腿データ受(,；・解析システムとは

FDDIによって独|Ｘしたドメインを形成して接続されており，受Ｉｒｉされた人Idのデータが本シ

ステムに転送される際にも，ネットワーク負荷によってアーカイブシステムの利''1が|j膠郷を受

けないようにiidldjiされている。

－８６－



7.2.3高度隔測情報処理装置

この装満は，人l:術jI1のlIlIi像データ，地理情報，地上観測データなど人ＩＩｌのデータを効率的

に解析・処El1するための波iiYHlⅢで，次のような部分から構成される。

（１）サーバlIilj：FujitsuS-4/２０Model612SX，主記憶192ＭＢ，136ＧＢＨＤＤ，１０カセット

８mmテープ・オートチェンジャーｘ２＜Ｃコンパイラ

（２）放射・散乱シミュレーション邪：FujitsuS-4/２０Ｍｏｄｃｌ６１ＳＸ，１{iiLl億160ＭＢ，２８ＧＢ

ＨＤＤ，ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

（３）広域術Il4llIIi像処El1lWj：FujitsuS4/２０Model61SX，１２記憶160ＭＢ，２８ＧＢＨＤＤ，ＧＩＳ

パッケージ（ＧＥＮＡＭＡＰ）

（４）隔測iIIli像ｌｌＩｊ報処lJM部：SiliconGraphicslndigo2XZ，主記憶64ＭＢ，ｌ０ＧＢＨＤＤ，Ｃ，

ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ，柄物成長シミュレータ（ＡＭＡP)，リモートセンシング画像処

即パッケージ（ＶＩＳＴＡ）

（５）周辺機器：カラーハードコピー装置，ＣＡＮＯＮＰｉｘｅ］Dio-S，ＬＢＰ（Unityl200XLOJ

CD-ROMII「込装ｉＨＹＡＭＡＨＡＣＤＥ１００ＨＡ）処理端末：PowerMac7700/ＡＶＸ４

7.2.4大気データ取得地上ライダーシステム

ライダー（Lidar，LIghtDctcctionAndRnging，レーザーレーダーともいう）は，指向性

のよいレーザー)上を人文iIljに11(!射し，大気中の分－Fやエアロゾルによる後方散乱光を大｢1径の

望速鏡で受(『;して解析する装慨である。環境リモートセンシング研究センターのライダーでは，

1064,,,756,,,532,ｍ，および355,ｍの４波長を同時に射{}}・iilillをｲｊい，対流圏のエ

アロゾルについて波及依存ﾔｌｉまで含めた高度分布情報が得られる。光jjiとしては，ネオジウム・

ヤグ（Ｎｄ：ＹＡＧ）レーザー1台から某本波，２倍・３倍商調波を充/|くさせ，また，別のネオ

ジウム・ヤグレーザーにより波長可変の固体レーザーの一種であるチタン・サファイアレーザー

を励起して756,ｍをi￥ている。それぞれの波長はパルスあたり１００，Ｊから数100,Ｊのエネル

ギーを有し，繰り返しは10Ｈｚ，パルス編は６，s程度である。４波長のビーム様（約30mm）と

方向を揃えて鉛110（|:方に射'}}し，散乱されて戻ってきた光を直径80cmのニュートン型望速鏡

で受光する。望の有無などの条|'|:にもよるが，地上数千メートルから10km保度までのエアロ

ゾルからの光を受けることができる。受信した光は１１頂次，各波艮成分に分けられ，ＡｊＬｌ１Ｉ１でも観

測が可能であるよう'１Aの狭い（3,ｍ）フィルターを通して光電ｆ増倍祷でｉＵｒ(バリに変換され

る。４チャンネル，２ＧＳ/ｓの11.1j連デジタル・オシロスコープによって数Ｔ･パルスの概算1と均を

行う。平均された波形（その形状から，Ａスコープという）はＧＰＩＢによってパソコンに取り

込まれ，処FMされる。岐近の(ｉｆ号波形はｈｔｔｐ://umecr・chiba-uac､jp--lidarで↓,Lることがで

きる。（高号はバックグラウンドを適切に処理した後，大気分jaによるレイリー散iliL光の成分を

取り除く方式のライダー〃際人の解法（FernaId法）によってエアロゾルのプロファイルに変

換できる。１$jⅣ1のＩ:ﾂFjm週にl1il期した観測を行うことにより，（F;lliHIｿ|;のIiljい人AiiliIliを行うこ

とが可能となる。また，このようにして得られるエアロゾルの|(報を緋Niすることにより，エ

アロゾルの季節変化や11.1匹変化など適切なモデル構築のjDL礎データが１１}られる。

－８７－



7.2.5分光光度計・分光放射計等

1．紫外・可視・近赤外分光光度iilPerkin-Elmer社製Ｌａｍｂｄａｌ９

185-3200nｍ：ダプルビーム分散型機器

（1-1）皿常の透過スペクトル

（1-2）枇分球による反射・透過スペクトル（照射光はスペキュラー，反射・透過光は全角

度の光を災光してillll定，つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル）この技iEl

では，試料が縦|聞きなので，粉体等の場合ガラス等のカバーが不'1欠となる。

（1-3）拡散反射ilI定装微を11]いた拡散反射スペクトル（照射光は装悩の光学系で決定され

るスペキュラー，反射光も装置で限定された集光角度の反射散乱光)。この装殻は透過

スペクトルの測定には実質上使用不1.1゜しかし，試料を水、lzに配満するので，粉体等に

もカバー無しで使川できるが，鯨焦点の光学系を使用しているため，試料衣liliの状況が

顕著に彩騨し，１１ｉ現性のあるデータを取得するためには，試料衣IiIiの状況のIlj現ﾔ|;を得

るための｣二犬がｆＥｌＩ欠である。

2.近赤外・Ｌｌｊ赤外分光光度i;lPerkin-Elmer社製FTIR-2000

近赤外域：l5000cm-1（667,ｍ）‐400cm-１（25000,ｍ）

中赤外域：5000cm-１（2000nm-400cm-1（25000,ｍ）

シングルピームフーリエ変換型

（2-1）通常の透過スペクトル

（2-1-1）錠剤

（2-1-2）液体

（2-1-3）２２ｍの及光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル

（2-2）ｌ［反射スペクトル：角度可変正反射測定装置を用いて，30-70の１１４反射スペクトル

（2-3）拡散反射スペクトル

拡散反射測定装悩を11jいて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトルこの装

置によるデータは，近赤外，特に10000cm-1（lOOOnm）から長波及側ではＬａｍｂｄａｌ９

によるデータよりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これで測

定するべきと思われるが，良い事ばかりではなく，粛大な欠点もある。それは，シング

ルビームであるために，ｌ）参照と試料を測定した時の測定室内の状Ｊｕの再現性がlI1I接

データボｉｉｉ度に影艀する，２）拡散反射装置では短焦点の光学系を便11Iして１片る為に，試

料表面の状況が顕著に影轡する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡散反射iilll定装満を使11Iする場

合と状況はl1ilじである。

*以上の２機iWi以外に，紫外・可視・近赤外分光光度計は２機種，亦外分光光度iil･は１機種，

分光蛍光;|･１機穂等が有ります。

3.分光放射iil

（3-1）可視・近亦外分光放射計AnalyticalSpectralDeviceslnc、製：ＦｉｅＩｄＳｐｅｃＦＲ：

350-2500,ｍ，シングルビーム３頗域分割（12350-aboutlOOOnm，２：aboutlOOO‐

１７００，，，３：aboutl700-2500nm）並行スキヤンニング

視野角；標準:25゜，オプションレンズ：５.

標準[21枚：lOxlOinches，２x2inchesの２種
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人射光illll定''１アダプター：リモートコサインリセプター（S1z面に入射する今方向の光を

測定するユニット）

(3-2）熱亦外分光放射61.GeophysicalEnvironmentalResearｃｈＣｏｒｐ製：Thermal

lnfraredlnte1ligentSpectroradiometer(TIRIS）

２０００‐17000,ｍ：シングルビーム４領域分割lllH次掃引型，視野角：約30.,

基準)A(体聯のオプションは全くⅢ(し。

(3-3）’E(I視・近亦外分光放射計阿部設計製：３５０‐1200,ｍ：

約10年前導入機器：シングルビーム２領域分割lllfi次帰り|型

(3-4）スペクトロラジオメータ：可視赤外分光放射計：ＧＥＲ社（USA)，IRIS，ＭａｒｋｌＶ

ｉｌＩ定パラメータ：分光反射率測定波長：0.3-3.0ｍｍ

波及分解能：２，ｍ/VIS，４，ｍ/NIR，ＭＩＲ

モード：デュアル

分光方式：グレーテイング

屯源：ＤＣｌ２Ｖ６Ｖ

7.2.6気象情報受信システム

本システムは，女(象庁アメダス，気象レーダー画像，米国気象術lil（GOES)，ヨーロッパ

の気象衛星（METEOSAT）などをまとめて，通信衛星経111で配信しているデータをリアルタ

イムで受情し，衣,ji，アーカイブするための装置である。これらのデータは，術ｊｉＬデータ受信

システムで受|（されたデータの解析を支援するために，また，解析結果を検;11;するために利用

され，リモートセンシングによる東アジア地域の環境IlU1I題の研究の推進をはかっている。

７．２７野外型方向性反射観測装置

本装世は野外観illIを'三Ｉ的としており，そのため装置全体が可搬となるように没ｉｉＩした。セン

サーの軌道アームは紺ｌＺ式にし，かつ装置一式を一人で運搬が'U能である。剛ｉｌｌｌヘッドが軌道

を移動し（手､11)，様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで親ｉＩｌｌＩが'二J能）で'０１－の視野

の測定が可能である。センサーは超小型でファインダーはないが，その近傍に小jiUのピデオカ

メラを取り付け，観測視野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって観測視野

の面積を変えることも１１能である。また得られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処蝿が

できる。なお観測のためのｉＥｉｌｉｉはＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の

仕様を示す。

OceanOpticslnc．（ＵＳＡ)，PSD-2000Type

測定波及：300,ｍ-1100,ｍ波及分解能：2.5nm-10nm

ScanTime：４０ms-4S

測定パラメータ：Reflectance，Radiancc

FOV：１２．４ｄｅＲｒｃｃ

7.2.8ＬａｎｄMasterシステム

LandMastcrシステムは，グランド・トルゥースとして肢も一般的に利111されている現地

写真に搬彩位iiH，搬}i膠方向，撮影Ｈ時を'11時に記録できる機材と，これによって収↑()された画
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像情報を自動的に地図上で管理できるシステムから構成されている。さらに，ネットワークを

通じて広範囲に集められたグランド・トルゥース画像を相互に交換することも可能である。通じて広範囲に集められたグラン
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[８］組織・運営

■８．１予算

■８．２職員名簿

平成９年度の職員名節

センター長筏ノ|:耐雄

○センサ/大気放射研究部'''１

センサ研究分野

教授竹内延夫

助教授久世宏明

大気放射研究分野

教授岡村民雄

○データベース研究IHI'１１

環境データベース研究分野

助教授近藤ｌｌＨ彦

識師梶11;ｉ康司

地理情報処理研究分野

教授新藤搬夫

助教授ｌｉ１ｆ常源

データベース研究分野（客員）

客員教授杉森康宏

客員助教授浅沼ＴＩプリ）

○データベース開発迎川部

教授（兼務）安、琳純

識師ｌｌｉｉｌＩＩＩ浩

助手石｜｣」除
” ｊiｆ少ｈＩｉ
" ｜ＩＨＩ野千イド

技官池ＩＩｌｌＩｉ

グ

○地球環境ＩＭＩ報解析研究部'111

植生モニタリング分野

教授洩井編雄

助教授本多嘉明

環境情報解析分野

教授三輪」１１司

助教授処石隆太郎
P

－９１－

１１項 予算額（千円）
券

校ＩＨＩ・旅'111．施投粧mli費等

奨学交付金

受託研究Y1１

民111l等との共同研究費

科学研究llllhli助金

223,782

9,080

15,528

27,722

6,800

(受入件数）

１３件

５(!'：

１件

３件

合iil. 282,912



■８．３運営委員会の記録

平成９年度の迎営委貝名獅 ７

ノ

’二

’①

○迎営委員会概要

第８回平成９年７月25日

識事

１．副委員長が選任された。

２．千葉大学環境リモートセンシング研究センター長候補者選考内規の一部が改正された。

報告事項

①平成10年度概算要求について

②平成９年度共同利111研究について

③平成９年度予算配分について

④常置委員会委員の選出について

⑤特別委員会の波lift懇について

⑥衛星データベース作成31.ｍについて

⑦研究生の退学について

⑧研究生の受入れについて

⑨非常勤研究且の採川について

⑩部局181交流協定に基づく外国人研究員の招へいについて

⑪民間等との共同研究の受入れについて

、

,’

－９２－

役職 氏名 所屈・官職

委貝長 浅）|：ｉｉパ雄 環境リモートセンシング研究センター長

委員 松野太郎 北海道大学大学院地球環境科学研究科教授

" 横１１１除三 岩手大学工学部教授

〃 川村宏 東北大学理学部教授

〃 高木幹雄 東京理科大学教授

" 野上道リ） 東京部立大学教授

” ニヒ屋俊 総合情報処理センター長

" 伊勢崎修弘 理学部教授

" 大野隆司 工学部教授

" 今久 園芸学部教授

A' 安［１１瓢純 工学部教授（環境リモートセンシング研究センター雑務）

'’ 竹内延夫 斑境リモートセンシング研究センター教授

〃 商村民雄 "

ﾉﾉ 三輪」+ｉ司 ﾉｱ

′γ 新藤ＩＭＩ夫 〃

″ 杉森康宏 5.1～’’客員教授



⑫受托研究の受入れについて

⑬人学IHI交流協定について

⑭ElLL点検・評価について

、

第９回平成９年１０月９日

譲り「

１．教員選考委員会の没iiHが承認され，

報告LＩＩ項

①非常勤研究員の孫111について

②外国人研究員の受入れについて

③受託研究の受入れについて

④大学間交流協定について

⑤国際シンポジウムについて

委員が選'１１された。

第10回平成10年３月２日

議事

１．センター長候補者が選考された。

２．平成10年度，客員教授が選考された。

報告事項

①外国人研究者の受入れについて

②国費外国人留学生の受入れについて

③インドネシア政府派遮留学生の受入れについて

④研究生の受入れについて

⑤受託研究の受入れについて

⑥国際シンポジウムについて

－９３－
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